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第１章 まちづくりアクションプログラム策定の趣旨 

１． まちづくりアクションプログラムの意義と役割 

（１）まちづくりアクションプログラムの意義 
「松⽥町第５次総合計画」では、2011 年度を初年度として 2018 年度を⽬標とした基本構想が

策定され、4 年間の実⾏計画を⽰す「まちづくりアクションプログラム」が策定されています。そ
の後、2015 年度から 4 年間の「新まちづくりアクションプログラム」に⾒直しを⾏い、「新まち
づくりアクションプログラム」各施策・事業を推進してきました。 

このたび、新たな基本構想・基本計画の策定に伴い、2019 年度を初年度とした「松⽥町第６次
総合計画」に基づく「まちづくりアクションプログラム」を策定することになりました。 

策定にあたって、町⺠アンケート調査や団体ヒアリング、中学⽣アンケート・ワークショップ
等でいただいた町⺠の⽅々の意⾒を踏まえつつ、庁内におけるこれまでの施策・事業進捗の点検
作業を経て、その成果や今後に引き継がれるもの、新たに取組が求められる課題等について整理
をしてきました。 

そうしたプロセスを経てまとめられた「まちづくりアクションプログラム」は、今後４年間の
⾏政分野別の施策の⽅針、⽅向及び事業等を体系的に整理したもので、今後のまちづくりを進め
る「計画⾏政」の基本となります。 

 
（２）まちづくりアクションプログラムの役割 

「まちづくりアクションプログラム」を策定するにあたっては、基本構想に掲げるまちの将来
像「いのち“育み” 未来へ“ツナグ” 進化“つづける”故郷」を実現するために、４年間の計画期間
（2019 年度〜2022 年度）の中で特に取り組むべき事業や基本構想の達成のための重点事業を明
らかにすることを⽬的とします。 

また、基本構想の「まちづくりの基本的な考え⽅」に掲げる「みんなが主役のまちづくり」、「持
続発展的で魅⼒あるまちづくり」、「郷⼟愛をもって活躍する⼈づくり」に基づき、「まちづくり戦
略プロジェクト」や「部⾨別計画」で SDGｓとの関わりを明記するとともに、松⽥町⾃治基本条
例に基づくまちづくりを推進するために、施策ごとに協働の取組を整理しています。 
 

～ ＳＤＧｓとは ～ 
2015 年 9 月に国連で採択された、「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」において、「持

続可能で強靱，そして誰一人取り残さない、経済、社会、環境の統合的向上が実現された未来

への先駆者を目指す」ことをビジョンに据え、わが国においても持続可能な開発目標

（Sustainable Development Goals を略して、以下「ＳＤＧｓ」とする）に関する取組を推進し

ています。 

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）では 17 のゴールを目指しており、本計画においては、松田

町が目指す基本目標との関連性について、アイコンを用いて表示しています。（17 のゴールの

アイコンについては、基本構想を参照） 
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２．まちづくりアクションプログラムの構成と期間 

（１）まちづくりアクションプログラムの構成  

「まちづくりアクションプログラム」は、第 1 編「総論」、第２編「まちづくりアクションプロ
グラム（部⾨別計画）」、第 3 編「地域別アクションプラン」、第 4 編「計画の推進」から構成され
ています。 
【第１編 総論】  

第１編では、基本構想におけるまちの将来像やまちづくりのテーマを踏まえ、「まちづくり戦略
プロジェクト」と「部⾨別計画」の位置づけを整理し、特に、限られた計画期間において取り組
むべき重点事業として位置づける４つの「まちづくり戦略プロジェクト」を⽰しています。 
【第２編 まちづくりアクションプログラム（部⾨別計画）】 

第２編では、⾏政が取り組むべき部⾨別の計画として基本構想の施策の⼤綱と基本計画の基本
⽬標を踏まえ、 

  １.「誰もが健康で思いやりのある暮らしを育むまち（健康・福祉）」 
  ２.「質の⾼い学びで次代の担い⼿と⽂化を育むまち（教育・⽂化）」 
  ３.「賑わいと雇⽤を⽣み出し、働きがいを育むまち（経済・産業）」 
  ４.「持続的に発展し、豊かな暮らしを育むまち（暮らし・基盤）」 
  ５.「⾃然と共⽣し、安全・安⼼な環境を育むまち（⾃然・環境）」 
  ６.「みんなで協⼒し、みんなの⼒を育むまち（実現⼿段）」 
の６つの柱ごとに、各種施策の「基本⽬標」、「現状と課題」、「⽬標指標」、「協働の取組」、「実⾏

計画の内容」について、それぞれ明らかにしています。 
【第３編 地域別アクションプラン】  

第 3 編では、松⽥地域と寄地域の地域別に「現状と課題」、「まちづくりの⽅向性と取組」につ
いて明らかにしています。 
【第 4 編 計画の推進】  

第４編では、PDCA サイクルによる計画の進⾏管理や⾏政の役割、町⺠の関わりについて明ら
かにしています。 
 
 

（２）計画期間と計画内容等  

【計画期間】  
まちづくりアクションプログラムの計画期間は、2019 年度から 2022 年度までの４年間としま

す。  
【計画内容】 

「基本⽬標」、「現状と課題」、「⽬標指標」、「協働の取組」、「実⾏計画の内容」を整理して、取り
組むべき内容を明らかにしています。 
 【まちづくり戦略プロジェクト】 

部⾨横断的に取り組む 4 つのプロジェクトについて、2022 年度までの４年間で取り組んでいく
べき事業を追加するほか、取組事業全体の中で優先的に実施していく取組を「重点的な取組」と
して整理しています。  
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第２章 まちづくり戦略プロジェクト 

１．まちづくり戦略プロジェクトの位置づけ 

まちづくり戦略プロジェクトは、まちの将来像の実現に向けて、部⾨横断的に取り組むべきま
ちづくり戦略をプロジェクトとして位置づけ、2022 年度までの４年間で重点的に取り組む事業を
位置づけるものです。３つのまちづくりのテーマから、４つの「まちづくり戦略プロジェクト」
を設定し、プロジェクトごとに「プロジェクトの⽅向性」、「成果⽬標（松⽥町版 SDGｓ）」、「重
点的な取組」を⽰しています。 
 

■４つのまちづくり戦略プロジェクトのイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

  

４つのまちづくり戦略プロジェクト 

まちの将来像 
－笑顔あふれる幸せのまち 松⽥－

 
テーマ① 

協働・連携協⼒ 

施策の⼤綱

テーマ② 
魅⼒づくり 

テーマ③ 
⼈づくり 

ま
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く
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ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
実
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持
続
可
能
な
開
発
⽬
標
︵
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
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１．誰もが健康で思いやりのある暮らしを育むまち（健康・福祉） 

２．質の⾼い学びで次代の担い⼿と⽂化を育むまち（教育・⽂化） 

３．賑わいと雇⽤を⽣み出し、働きがいを育むまち（経済・産業） 

４．持続的に発展し、豊かな暮らしを育むまち（暮らし・基盤） 

５．⾃然と共⽣し、安全・安⼼な環境を育むまち（⾃然・環境） 

６．みんなで協⼒し、みんなの⼒を育むまち（実現⼿段） 

【戦略①】 
コミュニティを 

さらに活性化する
仕組みづくり 
プロジェクト 

【戦略②】
新松⽥駅・松⽥駅
周辺のまちづくり

プロジェクト 

【戦略③】
地域資源の 
ブランド化 

プロジェクト 

【戦略④】 
次代の育成・ 

⼥性活躍・⾼齢者
活躍の場づくり
プロジェクト
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２．４つのまちづくり戦略プロジェクト 

戦略①︓コミュニティをさらに活性化する仕組みづくりプロジェクト
（１）プロジェクトの⽅向性  

2018 年 10 ⽉に松⽥町⾃治基本条例が施⾏され、本計画期間においては「情報共有」、「参加」、
「協働・連携協⼒」の 3 つのまちづくりの基本原則をもとに、町⺠とともにコミュニティの活性
化に向けた具体的な取組を推進する必要があります。 

本プロジェクトは、地域や多様な分野と連携しながら、地域コミュニティとテーマコミュニテ
ィの活性化を図るものとして位置づけます。 

 

■「コミュニティをさらに活性化する仕組みづくりプロジェクト」のイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）成果⽬標（松⽥町版 SDGｓ） 

⽬標指標 2018 年 2022 年
「地域コミュニティ活動の⽀援」に関する満⾜度 ３８．３％ ４０％
「町⺠参加・主体のまちづくり」に関する満⾜度 ３６．１％ ４０％
地域座談会や出前講座等への参加者数（年間） １６９⼈ ４００⼈

 

（３）重点的な取組 [ ]内は掲載ページ 
◎⾃治基本条例に基づくまちづくりの推進（実現⼿段）[p123] 
◎情報共有の推進（実現⼿段）[p123] 
◎参加、協働・連携協⼒の推進（実現⼿段）[p123] 
◎地域福祉計画の策定・推進（健康・福祉）[p19] 
◎⾃主防災組織の育成・⽀援（⾃然・環境）[p111] 
・地域コミュニティのあり⽅の検討・情報発信（実現⼿段）[p120] 
・地域コミュニティ活動交付⾦制度の充実（実現⼿段）[p120] 
・地域の茶の間活動の推進（健康・福祉）[p19] 
・地域防犯組織の育成・⽀援、防犯パトロールの定期的な実施（⾃然・環境）[p114] 
・地域での⾼齢者や障害児者の災害時避難等の⽀援（⾃然・環境）[p111] 
・ボランティア等指導者の発掘、サークル団体等育成・⽀援（教育・⽂化）[p50] 
・⽂化財維持管理の補助、啓発（教育・⽂化）[p54] 
・社会教育団体・⽂化活動団体の育成⽀援（教育・⽂化）[p50] [p54] 
◎＝優先的に取り組んでいく事業  
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戦略②︓新松⽥駅・松⽥駅周辺のまちづくりプロジェクト 
（１）プロジェクトの⽅向性  

松⽥町の魅⼒をさらに⾼めるためには、新松⽥駅・松⽥駅周辺のポテンシャルを活⽤し、駅周
辺の整備を重点的に取り組むとともに、商店街の活性化や住環境の形成を図り、地域の活性化や
定住促進につながる取組が求められます。 

本プロジェクトは、新松⽥駅・松⽥駅を中⼼にコンパクトで住みよいまちづくりを推進するも
のとして位置づけます。 

 

■「新松田駅・松田駅周辺のまちづくりプロジェクト」のイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）成果⽬標（松⽥町版 SDGｓ） 

⽬標指標 2018 年 2022 年
「松⽥町は住みよい」と思う町⺠の割合 ６７．５％ ７５％
2019 年〜2022 年の社会移動数 － △22
「新松⽥駅・松⽥駅周辺の整備」に関する満⾜度 １７．０％ ２５％
商⼯業販売・出荷額 135.0 億円 135.0 億円

 

（３）重点的な取組 [ ]内は掲載ページ 
◎新松⽥駅南⼝駅前広場等整備（暮らし・基盤）[p81] 
◎新松⽥駅北⼝周辺整備（暮らし・基盤）[p81] 
◎⽣活環境を向上させる歩⾏空間の確保（暮らし・基盤）[p83] 
◎新松⽥駅前等の基盤整備事業に伴う商店街の活性化についての⽀援（経済・産業）[p68]
・駅前からの交通案内等の充実（暮らし・基盤）[p85] 
・路線バスの運⾏維持対策の推進（暮らし・基盤）[p85] 
・効果的な交通施策の推進と新たな交通施策の推進（暮らし・基盤）[p85] 
・⺠間住宅の建設促進、良好な住宅宅地開発の誘導（暮らし・基盤）[p87] 
・空家空地の利活⽤（暮らし・基盤）[p87] 
・おもてなし・お休み処「つむ GO」の利活⽤（経済・産業）[p68] 
・商⼯会、地元商店街と連携した消費拡⼤の促進（経済・産業）[p68] 
・店舗リノベーション⽀援補助制度の活⽤促進（経済・産業）[p68] 
◎＝優先的に取り組んでいく事業  
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戦略③︓地域資源のブランド化プロジェクト
（１）プロジェクトの⽅向性  

松⽥町の強みを未来につなぐために、松⽥町が有する豊かな⾃然環境や農林業環境などの地域
資源を活⽤したまちづくりを重点的に進める必要があります。 

本プロジェクトは、松⽥⼭や地域の⽂化・伝統芸能などの⾃然・歴史資源、農産物や⽊質バイ
オマス資源などの農林業資源を活かしブランド化を図ることで、⽂化継承や観光振興などの地域
の活性化に寄与するものとして位置づけます。 

 

■「地域資源のブランド化プロジェクト」のイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）成果⽬標（松⽥町版 SDGｓ） 

⽬標指標 2018 年 2022 年
観光客数 ７２８千⼈ ７６８千⼈
松⽥ブランド認定品の売上額 － 12,000 千円
「観光の振興」に関する満⾜度 ３７．４％ ４０％

 

（３）重点的な取組 [ ]内は掲載ページ 
◎寄七つ星ドッグラン＆カフェ（ふれあい農林体験施設）の活⽤推進（経済・産業）[p72]
◎農泊の推進（経済・産業）[p72] 
◎松⽥ブランド認定事業の推進（経済・産業）[p73] 
◎松⽥の⾃然・歴史や⽂化を活かした事業の実施（教育・⽂化）[p50] 
◎⽊質バイオマス事業化の推進（経済・産業）[p64] [p96] 
・寄ロウバイ園・ロウバイまつりの活⽤推進（経済・産業）[p73] 
・農産物加⼯品（特産品）の開発推進（経済・産業）[p61] 
・観光資源の発掘・活⽤（経済・産業）[p73] 
・松⽥⼭の利活⽤の推進（経済・産業）[p64] 
・コスモス館等での地元農産物の消費拡⼤の⽀援（経済・産業）[p67] 
・松⽥⼭ハーブガーデン活⽤促進（⾃然・環境）[p106] 
・地域に伝わる無形の伝統芸能の保存・伝承の⽀援（教育・⽂化）[p54] 
◎＝優先的に取り組んでいく事業  



 

8 
 

戦略④︓次代の育成・⼥性活躍・⾼齢者活躍の場づくりプロジェクト
（１）プロジェクトの⽅向性  

松⽥町への定住を促進し、協働によるまちづくりを推進するためには、町⺠⼀⼈ひとりが松⽥
町に愛着をもち、活躍できる「⼈づくり」に取り組むことが必要です。 

本プロジェクトは、特に次代の⼦どもたちや⼥性及び⾼齢者に着⽬し、多様な分野・主体と連
携しながら、⼦どもたちが健やかに育ち、⼥性が輝き活躍するまちづくりと⾼齢者等が⽣きがい
をもって⽇常的に交流できる居場所づくりに取り組むものとして位置づけます。 

■「次代の育成・女性活躍・高齢者活躍の場づくりプロジェクト」のイメージ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）成果⽬標（松⽥町版 SDGｓ） 
⽬標指標 2018 年 2022 年

合計特殊出⽣率 １．０９ １．２３
「町⺠主体の福祉のまちづくり」に関する満⾜度 ４１．３％ ４５％
「児童福祉の充実」に関する満⾜度 ３２．８％ ４０％
「幼児教育・学校教育の充実」に関する満⾜度 ３６．６％ ４０％

 

（３）重点的な取組 [ ]内は掲載ページ 
◎松⽥⼩学校建設事業（教育・⽂化）[p40] 
◎保育園、幼稚園、⼩中学校の⼀貫教育に向けた検討（教育・⽂化）[p39] 
◎男⼥が対等な⽴場で社会に参画できる環境の整備（実現⼿段）[p127] 
◎⼥性が輝き活躍できるまちづくりの推進（実現⼿段）[p127] 
◎⼦育て世帯⽀援事業（健康・福祉）[p25] 
◎健康増進計画等に基づく健康づくり事業の展開（健康・福祉）[p17] 
◎地域福祉計画の策定・推進（健康・福祉）[p19] 
・審議会における⼥性の登⽤促進（実現⼿段）[p126] 
・⼦育て⽀援センターやファミリー・サポートセンター事業の充実（健康・福祉）[p24]
・延⻑保育や乳児保育の充実（健康・福祉）[p24] 
・地域の茶の間活動の推進（健康・福祉）[p19] 
・ボランティア等指導者の発掘、サークル団体等育成・⽀援（教育・⽂化）[p50] 
・⽣涯学習講座・教室等の充実（教育・⽂化）[p50] 
・講座等による地域の⽂化・歴史学習等の実施（教育・⽂化）[p54] 
◎＝優先的に取り組んでいく事業 
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第２編 まちづくりアクションプログラム 

（部⾨別計画） 
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第１章 誰もが健康で思いやりのある暮らしを育むまち（健康・福祉） 

 

章 アクションプログラム（部⾨別計画）の⾒⽅ 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

実現したいまちの未来 

○本計画を実行すること

で実現する、4 年後の

将来のまちの状態を記

載しています。 

基本目標 

○「実現したいまち

の未来」に向けた

項目ごとの取組の

目標を記載してい

ます。 

現状と課題 

○取組にあたっての

各施策に関する現

状と課題を記載し

ています。 

目標指標 

○取組にあたって実

現すべき目標指標

と、現状値（2018

年 ）・ 目 標 値

（2022 年）を記

載しています。 

協働の取組 

○取組を推進するにあ

たっての「町民等の

役割（町民・事業者・

団 体 等 が で き る こ

と）」と「行政の役割

（行政が支援できる

こと）」を記載してい

ます。 

ＳＤＧｓとの関連性 

○持続可能な開発目標 17 のゴールとの関連性

についてアイコンを用いて表示しています。

（アイコンの説明は基本構想を参照） 
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施策の方針・目標 

○施策ごとの方針・目

標を記載していま

す。 

取組・プログラム 

○具体的な取組と取

組 ご と の 実 施 主

体 、 プ ロ グ ラ ム

（ 2019 年 ～

2022 年の 4 年間

及び2023年から

の予定）を記載し

ています。 

「重点」「優先」マーク 

○まちづくり戦略プロ

ジェクト(p5～8)に

おける「重点的な取

組」に「重点」を、

なかでも特に優先的

に取り組んでいく事

業には「優先」マー

クをつけています。 
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第１章 誰もが健康で思いやりのある暮らしを育むまち（健康・福祉） 
 

【施策体௺】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松⽥町版 SDGｓ 

⽬す०ーঝ すべての町⺠の健康的な⽣活を確保し、福祉を促進するまち 

 

 

  

ၴもが健康でઓいやりの

ある暮らしを育むまち 

 健康づくりと地域ୢ ڭ

 地域福祉 ڮ

 社会保障 گ

 児ญ福祉 ڰ

 齢者福祉⾼ ڱ

 障害者福祉 ڲ

6 
' 
G 
V
と 
の 
ঢ় 
બ 
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1．健康づくりと地域ୢ                   
 

・各年代における⾃らの健康は⾃ら守るという健康づくりの応援体制が整備さ
れ、町⺠の活き活きとした笑顔があふれています。 

 
 

˕健康ଁ進計画・ৱ育推進計画等に基づき、町⺠がおޕいに、健康な⽣活を意
ࣟし⾃主的に健康ң持・ଁ進にめられ、未බրવにもつながるよう⼈づく
り、まちづくり、環境づくりにめます。 

˕町⺠だれもがいつでもనਜ਼な医療をणけられるように関ܐ医療ؽ関と連携
して地域医療体をཱི֮するとともに、救急医療体のै実を図ります。 

 
˕⼦保健では健康教育や各種健ਏ、૮ԋঁを通ͣて、ೝ৹期から出産、育

児までを⼀ؑしてサポートしていける体づくりを進めています。今後も֫
Պଔ化の進⾏により育児に安を์える保護者にいちく寄りశい、必要な
 。ԋにつなげていく必要がありますࢩ

˕成⼈保健では、がん検ਏなどの健康ਏ査や⽣活習බ༩防のための健康教育
を実施しています。また、健康福祉センνー内に「未බセンνーまつだ」が
設され、護ࢥや管理ӭ࢞による健康૮が常࣎णけられる体が取ら
れています。健康थໍのԈ৵やライϓスνイルの多様化が進むなかで、今後
は町⺠⼀⼈ひとりにあった健康づくりをࢩԋしていく必要があります。 

˕医療体については町内の医療ؽ関をはͣめ、ଏณ医ࢥ会管の１５ࢤ町
で連携し、ٵ⽇急׳ਏ療所等の運営などを⾏っています。今後も救急医療体
や災害࣎医療などで周辺ࢤ町との連携を強化していく必要があります。 

˕地域での健康づくりとしてৱ⽣活րવ推進ҽや健康づくり及ҽの育成に
取り組むとともに、その活ಊをࢩԋしています。町では 2014 年に計画期間
10 年の健康ଁ進計画等を策定しており、町⺠の⾃主的な健康づくりを計画
的にࢩԋして⾏く必要があります。 

 
ඨ⽬ 2018 年 2022 年

がん検൧のਭ൧者ਯの向上 2�800 য 2��00 য
健康づくりঢ়連事業षの参加者ਯ 2���0 য ��100 য

 

⺠等の૽સ 
・⾃らの健康म⾃らがつくる 
・健康の理ੰとர事業षの参加、協⼒ 
・果ହ会षの参加、協⼒

⾏の૽સ ・৸で計画的な事業推進と情報発信 
・健康づくりにঢ়घるர団体の育成、⽀援 

  

実現しञい
まちの来 

基ম⽬標 

現૾とୖ 

⽬標標 

協働の取組 
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ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

ੱして育児ができ、⼦नもが健やかに成⻑していけるよう、႔
中から乳幼児期まで⼀貫した保健サーঅスをしまघ؛ 

育児ਂを持つ保૧者をଫ期にཔし、जの保૧者が定した育児
が⾏इるよう、育児ৼ・健康ৼ・家൦௰ਖ事業を充実させまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

健康教育হ業の実施  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

健康൧ਪの実施  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

育児ৼ談の充実  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

࿃児、児௰ਖ等の
௰ਖহ業のਘ化  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

児ੇ൦全ૺ௰ਖহ業
の推進  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

  

施策① ಟ৳健ৌ策 

参加者ニーθのѴ、参加ܔ発 ニーθѴ 
参加ܔ発 

対ে者のѴ、णਏི向 対ে者Ѵ 
णਏི向 

૮事業の推進、安⼼״の֮保 ૮事業の 
推進 

対ে者のѴ、指の推進 対ে者Ѵ 
指 

対ে者のѴ、事業の推進 対ে者Ѵ 
事業 
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⽅ଉ・⽬標 

⾃らの健康म⾃らஹるਔの中で、⽣涯にわたり健康を保持घるた
ी、健康൧ਪ・がん検൧等、ႈ୰防対策の推進をりまघ؛ 

⾃ী⾃ମにあढた健康づくりを進ीるたी、健康教育事業や健康ৼ
事業を通गて、যのニー६やライフスタイルに়わせたプランニ
ングを⽀援घる保健指導事業を実施しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

特定健康൧ਪ・⾼齢者
健康൧ਪ・৳健の
実施 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

がんਫ਼൧の実施  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ர健康教育・健康ৼ
談の実施  

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 
 

୰७ンॱーの活⽤  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
ഉඪによる೩者の発⽣や⾏を೪制घるたीの防மர事業を推

進घるたी、ഉඪの実ଙཔ、⺠のੴの啓発に取り組むと
ともに、定的なமரਃ会を確保し、⺠の健康を保持しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ரଆமரহ業のཟ
発推進  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

௯しんৌ策のཟ発推進  
     

新ॖンইঝग़ン२ৌ
策のཟ発推進  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

  

施策② 成⼈৳健ৌ策 

及ܔ発 
推進 

事業の及ܔ発及び推進 

णਏ者ଁ加 
意ࣟ向 

णਏ者਼のଁ加、⽣活習րવ意ࣟの向 

検ਏのै実
णਏ者ଁ加 

がん検ਏのै実、णਏ者਼のଁ加 

⽣活習 
րવࢩԋ 

事業の参加ܔ発、⽣活習րવへのࢩԋ 

施策③ ഉඪৌ策হ業 

情報फॄ 
及ܔ発 

情報फॄ、及ܔ発の推進 

 発の推進ܔ
 発の推進ܔ

༩防ં種のঁ成・ܔ発の推進 ༩防・ܔ発
の推進 

⾒直し 

⾒直し 
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⽅ଉ・⽬標 
地域での健康づくり活動を実施している、健康づくり৩の育

成・⽀援に取り組むとともに、୫⽣活ఒ推進৩のു成ल⽀援を⾏
い活動の活性化につなऑまघ؛また、新たなয౫の発掘にもीまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

୫⽣活ఒ推進੮体へ
の⽀援  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

健康づくり৩の育
成  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

ၴもがਏな時にిજなୢ情報が੭られ、ిਫなୢがਭけられ
るよう、地域内のୢప会等と連携し、地域ୢ体制の充実に取り組み
まघ؛ 

また、ୢప会の協⼒のもと、୰ණ制୰によるਸ਼ઃୢ
体制をಲ続し、の൧体制の充実に取り組みまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ୢਃ関との連携ਘ化 ୢਃঢ় 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

೬೩൧ਚ等の
ୢ体の充実 

ୢਃঢ় 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

಼૩ৎୢのञीの連
携ਘ化 

ୢਃঢ় 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

  

施策④ 健康づくり組௶の育成・⽀援

事業推進 
活ಊࢩԋ 

事業の推進、活ಊのࢩԋ 

事業推進 
活ಊࢩԋ 

事業の推進・活ಊのࢩԋ 

施策⋋ ୢ体の充実と連携

連携強化 
連携強化 

連携推進 
連携の推進 

医療体 
の֮保 

医療及びࣅՌ医療体の֮保 
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⽅ଉ・⽬標 

ব⺠健康保૫൧ਚが寄়センターとして開設されてから �0 年
経ૌしましたが、൧に⽤いるୢਃஓもິ⽤年ਯを経ૌしていきま
घ؛০も、ୢਃஓを計画的にಌ新し、における地域ୢのುਡ
となるように運しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ব⺠健康৳૫൧ਚの
ୢਃஓの計画的なಌ
新 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 ⺠の健康づくりの指標となる健康増進計画等の進⾏管理を⾏いな
がら、健康づくり事業を展開していきまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

健康ੜ進計画等に基づ
く健康づくりহ業の展
৫ 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

施策⋌ ୢ体の整備 

医療حؽ 
 新ߍ

計画的な医療حؽのߍ新 

施策⋍ 健康ੜ進計画等と健康づくりプログラムの整備

計画の 
⾒直し 

事業の実施、推進 

ニーθ調査 
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2．地域福祉                         
 

・誰もが住み慣れた地域で⾃分らしく暮らせるような地域づくりを⽬指し、協
働・連携協⼒が進められています。 

 
˕地域で⽇常的に交流できる居場所づくりを進め、町⺠同࢞のささえあい活ಊ

をࢩԋします。 
˕⼦どもから⾼齢者まで、だれもが安⼼して住み続けられる地域づくりを推進

します 
˕協働により地域福祉をࢩえる⼈たちとのϋットワークづくりを推進し、地域

住⺠の主体的な活ಊをࢩえる公的ࢩԋを⾏います。 
 

˕地域住⺠の૮役、町や⾏政ؽ関等とのつな͙役となる⺠⽣җҽ児童җҽの
定਼は現ࡑ 37 ໌ですが、地ۢによっては、担い⼿のଏによりܿҽが出て
いる状ڱです。⼀੬րમ࣎に⺠⽣җҽ児童җҽの交代が⼀部⾏われますが、
担い⼿ଏによるܿҽが⽣ͣる場合、地域内の「ਐۛな૮૮⼿」「⾨ؽ
関へのつな͙役」となるଚࡑがひとつໃくなることとなり、ࠖり事を์える
住⺠のཱིݿ化が⼼ഓされるとともに、⾃治会をはͣめとした地域住⺠のෝ担
が⼤きくなることがݔ೨されるため、⾃治会等地域との連携をめ、⺠⽣җ
ҽ児童җҽの活ಊを地域でࢩԋする必要があります。 

˕現ࡑ、地域内のつな͙役として６໌の「れあい૮ҽ」が活躍されていま
す。各々の担地域において「地域のணの間」活ಊの促進を⾏い、地域住⺠
の᷹がりをめる⼒をされています。今後は⾃治会等地域との連携をめ、
「れあい૮ҽ」や「地域のணの間」の担い⼿の成、活ಊの活発化、継
続が必要となります。 

˕⾃治会のঘ地域活ಊは、活ಊ内容や参加者がݽ定化してきているため、新た
な活ಊの展や参加者の֨⼤に課題があります。 

 
ඨ⽬ 2018 年 2022 年

⺠⽣৩児ญ৩のଦ઼ ��  �� 
ふれあいৼ৩のଦ઼ �   ڲ
地域の茶の間の活動ਯ 1� ᆽਚ 1� ᆽਚ

 

⺠等の૽સ 

・⺠⽣৩児ญ৩の૽સの理ੰと⽀援 
・地域の茶の間なनषの参加、運を通गて、౿のৄइ

るঢ়બをണくऒと 
・ふれあいৼ৩の૽સの理ੰと⽀援 

⾏の૽સ 
・⺠⽣৩児ญ৩の活動षの⽀援、協⼒ 
・ふれあいৼ৩の活動षの⽀援、協⼒ 
・活動の内ઍやওニューのৼ対ૢ

  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

⽬標標 

協働の取組 

実現しञい
まちの来 



 

第１হʷ19 

第１章 誰もが健康で思いやりのある暮らしを育むまち（健康・福祉） 

ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
ၴもがੱして暮らせる「地域共⽣社会」を⽬指し、⺠⾃らが協

⼒し⽀इ়う地域づくりをふれあいৼ৩・⺠⽣৩児ญ৩・⾃治
会・社会福祉協議会等と協働し⽀援しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ふ れ あ い ৼ 談 ৩ の 育
成・ଦ置 

社会福祉
協議会 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

地域のภの間活動の推
進 

社会福祉
協議会 

・⺠ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

地域福祉計画の策定・
推進 

・ 
社会福祉
協議会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

社会福祉協৮会との協
働 

社会福祉
協議会 

・⺠ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

⺠⽣৩児童৩、ふ
れあいৼ談৩び⾃
会শとの連携ਘ化 

⺠⽣৩
児ญ৩ 
ふれあい
ৼ৩ 

⾃治会⻑ 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

  

施策① 町⺠主体の地域づくり

育成・ഓ置 
育成・ഓ置 

推進 
連携強化・推進 

第４次計画
策定 

松⽥町第３次地域福祉計画の推進 

活ಊ推進 
活ಊ推進 

推進 
連携強化・推進 



 

第１হʷ20 

第１章 誰もが健康で思いやりのある暮らしを育むまち（健康・福祉） 

3．社会৳                         
 

・「誰もが健康で思いやりのある暮らしを育むまち」を⽬指し、地域医療や社
会保障が充実し、住み慣れた地域で⽣涯を通じて健康で安⼼した⽣活を送る
ことができる、⻑寿を喜び合えるまちとなっています。 

 
 

˕町⺠が安⼼して必要な医療やղ護をणけることができるよう国⺠健康保ݧ
やղ護保ݧ度のనਜ਼な運⽤を進めます。また、υーνϖルス計画に基づき、
PDCA サイクルによる保健事業を実施し、町⺠のϖルスリテラシーを成す
るとともに、健康的なまちづくりを実現し、地域ใׇケアの観点で年齢౺達
による後期⾼齢者医療度についても医療費のనਜ਼化にめます。 

˕⾼齢者福祉計画・ղ護保ݧ事業計画等に基づき、ղ護༩防を推進し、健康थ
ໍをԈ৵します。 

 
˕2000 年度から࢟されたղ護保ݧ度をؽに、町内でも必要なときに利⽤

できるղ護サーϑスなどの整備が進んでいます。第 7 期となるղ護保ݧ事業
計画では、ղ護サーϑスに限らͥ医療や住まいなどใׇ的なࢩԋをणけ安⼼
して住み続けられるよう、నਜ਼なサーϑスڛや利⽤が⾏われる体づくり
を進めています。 

˕地域ใׇࢩԋセンνーではղ護༩防や総合૮、権利༶護などを⾏っていま
す。今後は地域ใׇケアシステム構に向けたさらなる医療とղ護の連携に
広域的に取り組んでいく必要があります。 

˕国⺠健康保ݧについては、医療の⾼度化や多ֱ化、ௗथໍ化などにより医療
費のଁ加が続いていることもあり、継続して安定した運営が課題となってい
ます。このため、保ݧ੭のనなෞ課及びफに取り組むとともに、町⺠の
健康づくり活ಊを⼀ࢩԋしていく必要があります。 

 
ඨ⽬ 2018 年 2022 年

ஂ૧をਏとしない⾼齢者のસ় 8���� 8����
ஂ૧保૫事業ਚਯ（১য・団体） ڲ  ڲ

 

⺠等の૽સ 

・⾃らの健康म⾃らがつくる 
・⽣活習ຯ୰やਏ⽀援・ਏஂ૧૾ଙのඪ化防にीる
・健康ํ୵の延ಇ 
・保૫ઘ（મ）のి時ವো 
・地域ෆฐॣアシステムの理ੰと⾃助・൩助の推進 

⾏の૽સ ・地域ෆฐॣアシステムの推進 
・ୢ費、ஂ૧ஔ付費のిਫ化

  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

⽬標標 

協働の取組 

実現しञい
まちの来 



 

第１হʷ21 

第１章 誰もが健康で思いやりのある暮らしを育むまち（健康・福祉） 

ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

ஂ૧がਏなときにൌघるサーঅスのと、保૫મの増加೪制
を౷まइ、サーঅスをిજにৄむஂ૧保૫事業計画をگ年ओとに
定し、ஂ૧保૫事業を推進घるとともに、ஂ૧保૫事業特શ会計の
健৸な運⽤をりまघ؛ 

また、松⽥の特性を活かした⾼齢者福祉に特化したサーঅス事業
ਚの誘ಱに向けた取組を⾏いまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ஂ૧৳૫হ業計画の策
定・推進  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ஂ૧৳૫મのઽವ率の
向上  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ஂ૧৳૫・⾼齢者福祉
१ーঅ५の充実  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

ஂ૧保૫利⽤者のニー६にૢगたサーঅスのと質の確保のたी、
定期的に事業者指導を⾏いまघ؛また、サーঅスのిਫな利⽤を促घ
શ通ੴ等のిਫ化事業を実施しまघ؛ 

また、ஂ૧保૫サーঅス利⽤者がੱしてサーঅスを利⽤できるよ
う、利⽤者の⽴場にたढたৼ事業を推進しまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

হ業者 ・ 
ঢ়બਃঢ় 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ஂ૧ஔહిਫ化হ業  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ஂ૧ৼ談৩হ業  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

  

施策① ஂ૧৳૫१ーঅ५の充実

施策② ஂ૧१ーঅ५のిਫなとਹ⽤体づくり

実施・推進
実施・推進 

調整・推進 
調整・推進 

推進 

策定 
推進 推進 

策定 

実施・Ճ 
推進 

実施・Ճ・推進 

実施・推進 
実施・推進 

फ対策 
फ対策 



 

第１হʷ22 

第１章 誰もが健康で思いやりのある暮らしを育むまち（健康・福祉） 

 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
ਏஂ૧૾ଙにならないようஂ૧防事業を進ीるとともに、ஂ૧が

ਏになढてもඪ化を防ऍ、またஂ૧や防に伴うرなৼをਭ
け৹整をる地域ෆฐ⽀援センターਃ能ਘ化を進ीまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

地域ෆฐ⽀援७ンॱー
のਃચਘ化と⾼齢者向
けৼ談の充実 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

地域ෆฐ⽀援७ンॱー
業ਜの現૾ীෲと関બ
ਃ関との連携৹整 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

⾼齢者の実ଙに基づく
地域⽀援হ業への展৫  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

ব⺠健康保૫事業म 2018 年度からが財運の主体となりまし
たが、मব⺠健康保૫事業をಲ続し、定した運のたीに保૫ઘ
のిજなሤୖलඉઽに取り組みまघ؛また、データঊルス計画に基
づいた事業について、௬とৄઉしを⾏いながら⺠がঊルスリテラ
シーを⾼ीるよう事業計画を⽴て、保健事業を実施घるとともに、ঞ
セプトਡ検等を充実させてిਫなୢ費の⽀লに取り組みまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ሤୖ⽅ૄ・৳૫ઘのৄ
ઉし  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ୢા⽀出のిਫ化  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

৳健হ業・健康づくり
活動の推進  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

  

施策④ ব⺠健康৳૫の充実

施策③ 地域ෆฐ⽀援७ンॱーਃચのਘ化

実施・推進
実施・推進 

実施・推進
実施・推進 

実施・推進
実施・推進 

推進 

Ճ⾒直し 

ෞ課⽅ࣞ 
⾒直し 

経գી置 

ෞ課⽅ࣞรߍ 

実施 

中間Ճ⾒直し 

実施 

Ճ⾒直し 
実施 

中間Ճ⾒直し 

実施 

੭ི 
⾒直し 



 

第１হʷ23 

第１章 誰もが健康で思いやりのある暮らしを育むまち（健康・福祉） 

4．児童福祉                         
 

・すべての⼦どもたちが笑顔で成⻑できるために必要とされている⼦育て⽀援
施策の充実を、地域、⾏政、専⾨機関等、あらゆる主体が連携して⽀えあっ
ています。その結果、松⽥町で成⻑した⼦どもたちが、将来、この町で⼦育
てをしたいと思えるようなまちづくりが実現されています。 

 
 

˕松⽥町⼦ども⼦育てࢩԋ事業計画に基づき、「と⼦のໍと健康をगる」「⼦
どもの豊かなݺ性と⽣きる⼒を育む」「多様な⼦育てࢩԋサーϑスを展す
る」「⼦どもの権利と安全をगる」に取り組みます。 

 
˕地域での⼦育てࢩԋのڎ点となる⼦育てࢩԋセンνーは 2018 年度から松⽥

さくら保育園内に新たに設され町内 2 Ω所となっています。学童保育につ
いては松⽥ঘ学校と寄ঘ学校の計 2 Ω所あり、利⽤児童਼は横ͻいながらՈ
ԋҽの֮保がೋしいࢩ、Ս中の設なども⾏っていますがٵみなどのௗ期ٵ
ことが課題です。また、ଠࢤ町ଞからの者に対して⼦育て施設や度Ҍ
内をϙームϘージ等でわかりҝく情報ڛしています。 

˕保育サーϑスとしては、松⽥さくら保育園のଁ設などにより 2018 年度から
園定ҽが 10 ໌ଁえ 120 ໌となったほか、Ԉௗ保育や児保育などにも対
Ԣしています。今後も利⽤者の意向にԢͣた保育施設の整備や体強化を進
めていく必要があります。 

˕⼦育てଵの経済的ෝ担をܲݰするために中学校ଖ業までの児童の医療費
ঁ成や児童⼿のڇࢩを⾏っているほか、ひとりՊఋへの医療保ހ⾃ݧෝ
担分のঁ成も⾏っています。今後は医療費のనਜ਼化にも取り組みつつ、必要
とするଵに必要なࢩԋがくような事業を推進していく必要があります。 

˕育児๎ؼなどをむ児童ٰଶについては期発⾒・期対ԢがՆܿであり、
今後も関ؽܐ関との協٠会の࠷や育児૮のै実が求められています。 

 
ඨ⽬ 2018 年 2022 年

学ญ保育ᆽਚਯ 2 ᆽਚ 
（� クラス） 

2 ᆽਚ 
（� クラス）

⼦育て⽀援センターᆽਚਯ 2 ᆽਚ 2 ᆽਚ
୰児・୰児保育施設ਯ 1 ᆽਚ 1 ᆽਚ

 
⺠等の૽સ ・地域の児ญषのৄஹり⽀援
⾏の૽સ ・対児ญのཔलঢ়બਃঢ়षの情報 

  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

⽬標標 

協働の取組 

実現しञい
まちの来 



 

第１হʷ24 

第１章 誰もが健康で思いやりのある暮らしを育むまち（健康・福祉） 

ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
ઃ৻を૿う⼦नもたちが、地域の中で、健やかに⽣まれ育つऒとが

できるように⽀援を⾏い、়的な⼦育て⽀援サーঅスの充実をり
まघ؛また、学ญ保育の推進として教室の整備を⾏いまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

育थ⽀援७ンॱーや
ই॓ミজー・१এート
७ンॱーহ業の充実 

 
ঢ়બ団体 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

学童৳育の推進 ব・ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 利⽤者の⽣活実ଙや化घるニー६を౷まइ、保育施設の整備や
サーঅスの充実をりまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

৳育施ਝの整備・推進 ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

భশ৳育や児৳育の
充実 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

  

施策① 地域にउける育थの⽀援

施策② ৳育१ーঅ५の充実

 発推進ܔ
事業のܔ発・推進 

学童保育の推進・検౾ 学童保育࣪整備 
推進 

施設整備 
検౾ 

事業の推進 
事業の推進 

検౾・整備
施設整備の検౾ 



 

第１হʷ25 

第１章 誰もが健康で思いやりのある暮らしを育むまち（健康・福祉） 

 
 
 

⽅ଉ・⽬標 ⼦育てをघる世帯に対して経済的な૿をೄघるたीにサーঅス
の充実をりまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

児童⼿ਊの⽀ஔ ব・ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

৵児ୢાのஃ成・⽀
援ৌのਫ਼ୈ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ऱとりੇ൦等のୢ
ાஃ成 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

育थ਼ఝ⽀援হ業 ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
ॿグঞクトをஅむ児ญྦୄの然防ૃとଫ期発ৄに取り組み、ঢ়બ

ਃঢ়と連携し、ਈఒ策について検討し、指導ੰৠに取り組みまघ؛ 
育児についてのৼ⽀援を推進しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ਏ৳૧児童ৌ策地域協
৮会の৫ಈ 

 
ঢ়બ団体 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

児童ੇ൦ৼ談援ஃ活動
の推進  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ു育⽀援ੇ൦௰ਖহ業
の推進  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

  

施策④ 児童ྦୄଆૃৌ策の推進

施策③ 経済的な⽀援の充実

事業の推進 
事業の推進 

事業の推進 
事業の推進 

事業の推進 
事業の推進 

ٰଶ༩防 
事業 

ٰଶ༩防の推進、事業 

児童Ѵ、 
Ճ⾒直し 

対ে児童のѴ、事業のՃ・⾒直し 

事業の推進、ڇࢩ対ে検౾ 
事業の推進 

事業の推進 
事業の推進 

⾒直し 



 

第１হʷ26 

第１章 誰もが健康で思いやりのある暮らしを育むまち（健康・福祉） 

5．⾼齢者福祉                        
 

・「元気あふれ⼼かよう ⻑寿を喜ぶまち」を⽬指し、地域住⺠と⾏政との協
働・連携・共⽣による福祉社会の実現に向けた取組を積極的に推進し、⽣涯
にわたる健康づくりを推進して、要介護状態にならないように介護予防施策
の充実、⾼齢者の尊厳を保持し、元気に⽣きがいをもって⽣活できる地域を
実現しています。 

 
 

˕⾼齢社会をܶえ、ղ護が必要とする⼈だけでなく、⾼齢者⼀⼈ひとりのニ
ーθに対Ԣしたࢩԋを進めます。 

˕ਐ体ؽ能や⼼の健康をң持するための施策の実施や、ともに⽣き、ともにࢩ
えあう地域づくりに取り組みます。 

 
˕⾼齢者福祉については、「ـݫあれ⼼かよう ௗथをجまち 松⽥」の

実現に向けた第 7 期⾼齢者福祉計画に基づく取組を推進しています。松⽥町
においても⾼齢化ིは⾼く、⾼齢化が進むにつれ、⾼齢者を取りתく状ڱ
はࠃ々とร化しています。住みれた地域で、ともに⽣き、ともにࢩえあう
ԋする施策、எ⾼齢者へのࢩ組み作りや要ղ護状ସにならないように
 。ԋ対策を今後もさらにै実していく必要がありますࢩ

˕⾼齢になっても要ࢩԋ・要ղ護状ସにならͥـݫに暮らし続けていけるよう、
ਐۛな地域でのղ護༩防や⽣きがい対策に取り組んでいます。 

˕今後も住みれた地域で安⼼して暮らし続けられるよう、⽇常⽣活へのࢩԋ
やシニアクラブ活ಊ等へのࢩԋのほか、ࡑ宅医療ϋットワークの推進やい͡
というときに利⽤できるղ護保ݧ・⾼齢者福祉サーϑスのै実を図っていく
必要があります。 

 
ඨ⽬ 2018 年 2022 年

ஂ૧防サポーターਯ 18 য 22 য
認ੴඪカフェ ڭᆽਚ ᆽਚڭ

 

  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

⽬標標 

実現しञい
まちの来 
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⺠等の૽સ 

・認ੴඪの啓発 
・地域におけるஂ૧防の推進 
・シニアクラブ松⽥の運・管理 
・地域における⾼齢者福祉の増進 
・ୢ・ஂ૧のৼ、啓発のたीの講会、ଢ଼ఊ会

の੫画、運

⾏の૽સ 

・ஂ૧防அीた健康づくりの推進 
・地域における認ੴඪの啓発と認ੴඪに対घるৼ⽀援

の充実 
・ஂ૧防サポーターの育成と協働によるஂ૧防の推

進 
・⾃主的参加の促進、シニアクラブ松⽥の会৩増加षの

⽀援 
・宅ୢ・ஂ૧連携のたीの啓発およल体制整備

の推進
  

協働の取組 
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ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

ਏஂ૧૾ଙにならないたीの施策や⾼齢・༘ൠ化に伴い、ਏとな
るଞ⽣活の⽀援の取組等、ஂ૧保૫ਰਗの⾼齢者福祉サーঅスの指
ଉとなる⾼齢者福祉計画の定をگ年ओとに⾏い、事業௬を⾏うと
ともに、⾼齢者福祉の充実を推進しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

⾼ 齢 者 福 祉 計 画 の 策
定・推進  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

認ੴඪに対घるੴのを進ी、認ੴඪの⽅やजの家ఔが、住み
ຯれた地域でੱして暮らし続けるऒとができるよう認ੴඪサポータ
ーു成事業を実施しまघ؛認ੴඪでਖ਼能⼒が࿅しくなり、ଞ⽣活
や⾦බ管理がਂેীな⾼齢者を⽀援しまघ؛認ੴඪੂ期ૐ中⽀援体制
整備を進ी、地域ෆฐ⽀援センターに認ੴඪ地域⽀援৩をଦ઼し、
ಽ的な⽀援体制を整इまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

認ੴඪੂ期ૐর⽀援の
体整備と推進  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

認ੴඪ१এーॱーു成
講座 

 
⾃治会 

ஂ૧サポ
ーター等 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

⾼齢者ྦୄଆૃཟ
発হ業  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

成年ৄ度ਹ⽤⽀援
হ業  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

成年ৄ७ンॱーਝ置 ଌ෧上地ય
 ڱڭ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

総合ৼ談・⽀援  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ஂ૧ੇఔ⽀援  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

  

施策① ⾼齢者福祉の充実 

施策② 認ੴඪ⾼齢者⽀援ৌ策

実施・推進 
実施・推進 

策定 
推進 推進 

策定 

実施・推進 
実施・推進 

実施・推進 
実施・推進 

実施・推進 
実施・推進 

推進 
設置に向けた検౾・協٠ 

実施・推進 
実施・推進 

推進 

実施・推進 
実施・推進 

設置 
事業推進 
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⽅ଉ・⽬標 

加齢等に伴いৣघるମ体ਃ能の維持をるたी、ஂ૧防事業を
⺠主体で実施できるよう⽀援घるとともに、⽀援がਏな⾼齢者に
対してஂ૧サーঅスਰਗの⽣活⽀援サーঅスの充実をりまघ؛また、
ঢ়બਃঢ়と連携し、ಢ時間援助（େい物、ਗ਼ૉの取りఌइ、ओみলし
等）事業の体制整備を推進しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

⾼齢者⽣活⽀援等१ー
অ५の充実と⽣活⽀援
१এーॱーのു成 

 
ঢ়બਃঢ় 
⽣活⽀援
サポーター 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

地域を位とする⾃主
的ஂ૧ଆ活動への⽀
援とஂ૧ଆ१এーॱ
ーのു成 

 
ঢ়બਃঢ় 
ஂ૧防
サポーター 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
⾼齢者が⻑年သढたੴや経験を、⼦नもたちに伝इਬきಲいでい

く世৻間交事業の実施や、ൎ間のささइあい、空いた時間を有
効活⽤घるたीの活動等を⽀援しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

社会福祉協৮会との協
働 

社会福祉
協議会 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

シニアクラブ松⽥の活
動等⾃主活動への⽀援 

ঢ়બਃঢ় 
社会福祉
協議会 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

シঝংー⼈౫७ンॱー
への⽀援 

シルバー
য౫ 

センター 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

  

施策③ ஂ૧ଆ・福祉१ーঅ५の充実

成 
・推進 

成・推進 

成 
・推進 

成・推進 

施策④ ⽣きがいৌ策হ業 

推進 
活ಊࢩԋ・推進 

推進 
連携強化・推進 

推進 
活ಊࢩԋ・推進 
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⽅ଉ・⽬標 宅ୢの推進としてਃঢ়୰等とのॿットডーク化をりまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

୧ୢॿॵトডーク
推進হ業 

ୢਃঢ় 
ଌ෧上地
યڭڱ

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

  

施策⋋ ୧ୢ、ஂ૧との連携の推進

事業推進 
事業推進 
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�．૩者福祉                        
 

・障がいのある⼦ども・障がいのある⼈が社会の⼀員として、⾃分らしく⾃⽴
した⽣活を送れる地域社会が形成されています。 

 
 

˕障がいのある⼈ない⼈に関わらͥ、だれもが社会の⼀ҽとして地域のなかで、
通に⽣活できる社会、障がいのある⼦ども・障がいのある⼈・地域・町が
ともにつくる、共⽣・協働する社会の実現を⽬指します。 

 
˕障がいのある⼦ども・障がいのある⼈が๑度の下、障害福祉サーϑスを利

⽤しながら⾃ཱིした⽇常⽣活を営むことを⽬標とし、ࢩԋ内容・ࢩԋ⽅๑等
について計画૮等を⾏い、నなサーϑス利⽤のڛを⾏っています。 

˕障がいの有ໃにより分けֶてられることなく、૮ޕに⼈格とݺ性をଜ重しあ
いながら共⽣する社会の実現を⽬指し、「障害者ࠫ別մ消๑」が 2016 年４⽉
に施⾏されました。町では周எ・ݜर等を⾏っていますが、まだ多くの町⺠
の⽅々にਃಃしていない状ڱです。 

˕障がいのある⼦どもへのࢩԋとして、町では障がいの期発⾒にܪげるため
の幼児期に、作業療๑࢞のഁݥによる療育૮の࠷を⾏っています。ま
た、૮ࢩԋ、๎ 課後等υイサーϑス、児童発達ࢩԋ等事業所の利⽤者਼は、
Ґにർべଁ加しています。今後は、म園・म学・म࿓等、⼈⽣のνーニン
グポイントにおいて関ؽܐ関との連携をめ、社会⽣活につなぐ体づくり
を促進する必要性があります。 

˕障がい者の৮業的⾃ཱིの促進は、地域Ң⾏ࢩԋとともに、今後も関ؽܐ関等
と連携し、促進していきます。 

ʕ⾃分で断することがೋしい障がい者の権利をगるために、成年後⾒度が
あります。2016 年５⽉に、「成年後⾒度の利⽤の促進に関する๑ཱ」が施
⾏され、ࢤ町ଞにおいても成年後⾒を必要とする⼈が利⽤できるように、中
関を設置し、地域連携ϋットワークの構を図るようめることとなりؽ֫
ました。ঘوໝ⾃治体では、地域資源がգ少であることから、広域による成
年後⾒センνーの設置などの⼿๑により体づくりを検౾する必要があり
ます。 

 
ඨ⽬ 2018 年 2022 年

ௌ⾏⽀援事業利⽤者 � য � য 
ଌ෧上地域内でのಖઋ障がいにも対ૢ
した地域ෆฐॣアシステムଡണ  ᆽਚڭ ᆽਚڭ

  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

⽬標標 

実現しञい
まちの来 
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⺠等の૽સ ・障害者୷શੰ消১の理ੰ 
・障がいのあるযの社会参加षの理ੰと⽀援 

⾏の૽સ 

・障害者୷શੰ消১の啓発 
・障がいのあるযषの社会参加の⽀援 
・広域による障がいのあるযषのৼ⽀援等体制の整備、

維持
  

協働の取組 
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ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

障がいのある⼦नも・育をਏとघる⼦नものଫ期発ৄ・⽀援を
るたी、⼦育て健康ୖで実施घる育教室にাڭ業১のୣ
ാを⾏い、育指導を⾏ढていきまघ؛また、ଌ෧上地域内での地域
ෆฐॣアシステムのଡണおよल成年ৄセンター・中றਃঢ়の設઼に
ついて、ๆと共に協議を⾏ढていきまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

がいのଫ期発ৄ・ଫ
期育の充実  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

地域ෆฐॣアシ५テム
構ണ 

ଌ෧上地
ય 1  �

 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 
 

成 年  ৄ ७ ン ॱ ー ਝ
置・রறਃ関のਫ਼ୈ 

ଌ෧上地ય
 ڱڭ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 障がい児・障がい者が宅で⽣活ができるように、サーঅスを推進
घるとともにୢや補ಎの費⽤についても⽀援しまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

重度がい者のୢા
ஃ成 

ব 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

૩者総合⽀援১によ
る१ーঅ५の推進 

ব・ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 障がい者の౻⽤やௌの場ਚを確保घるたी、ঢ়બਃঢ়と協⼒し⽀
援に取り組みまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

がい者の社会参加⽀
援のയ進 

ঢ়બਃঢ় 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

  

施策① ৼ談・⽀援হ業の充実

施策② 福祉१ーঅ५の充実

事業推進 
事業推進 

事業推進 
事業推進 

事業推進 
事業推進 

施策③ ⾃য়への社会環境づくり

事業推進 
事業推進 

設置に向けた協٠ 

設置 

事業推進 
事業推進 

推進 
設置に向けた検౾・協٠ 

設置 
事業推進 
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⽅ଉ・⽬標 がघる障害福祉サーঅスのిજな運⽤を⾏うたी、ਭஔ者の
ニー६にあढた計画を策定しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

૩者計画・૩福祉
計画・૩児福祉計画
の定・推進 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

施策④ ૩者計画・૩福祉計画等の定・推進

策定 

推進 推進・
策定 řƅšŘŬ実施 

推進 
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第２章 質の⾼い学びで次代の担い⼿と⽂化を育むまち（教育・⽂化） 
 

【施策体௺】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松⽥町版 SDGｓ 

⽬す०ーঝ 
すべての町⺠に࣯の⾼いָびや体ݩの機会を確保し、⽣涯ָसを促
進するまち 

 

 

  

質の⾼い学लでઃ৻の 

૿い⼿と⽂化を育むまち 

ڭ 幼児教育と学校教育 

ڮ ஒ年健৸育成 

گ ⽣涯学習 

ڰ 地域⽂化のୗ 

ڱ スポーॶ・ঞクリग़ーション 

6 
' 
G 
V
と 
の 
ঢ় 
બ 
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1．幼児教育と学校教育                    
 

・⼀⼈ͽとりが⾃らのՆを࠹ݸにضして、よりよい社会とかな⼈
⽣をり୕いていく⼒ʽ⾃⽴・ଆ・共⽣ʾをもった⼈ࡒの育成がなされ
ます。 

 
 

˕「⾃ཱི」ร化に対Ԣして、たくましく⽣きൊく⼒、「創造」ͻり強く取り組
み、新たなՃを⽣み出す⼒、「共⽣」社会の⼀ҽとして⼼豊かに共に⽣き
る⼒、これらの 3 つの⼒を育みます。 

 
˕2018 年度をもってྈ中学校をถ校し、2019 年４⽉１⽇に新⽣松⽥中学校

を校します。今後は、寄地ۢのঘ学校、幼க園のあり⽅の検౾及び町内保
育園や幼க園、ঘ・中学校の⼀ؑ教育推進に向けた検౾が課題となっていま
す。 

˕学校施設整備事業により学校施設や設備の計画的な環境整備を⾏っていま
すが、施設がټ化しており、ึर等のための༩ࢋの֮保がೋしいことが課
題となっています。 

˕松⽥ঘ学校については、ټ化がஸしいため校ࣹݒ設に取り組みます。⽊の
Իもりやうるおいにあれる⼦どもにやさしい学校で、地ځ環境にഓྂした
いやすく、将来の多様な学習活ಊに利⽤Ն能な施設とします。こ࢘能的でؽ
れにより、質の⾼い教育を⽬͡し、⼦どもたちや教৮ҽ、利⽤者や地域の⽅々
にもしまれ、安全かつ安⼼して学ことができる次代に向けた先進的な
学校のݒ設に取り組み、2022 年度の成をめ͡しています。なお、校ࣹݒ設
に必要な⽊ࡒの調達については、必要਼がಚられるか課題もあります。 

˕学校で࢘⽤する教Ռ⽤指ॽ、教ࡒ、備については༩ࢋのҕ内で߬し
ています。また、町ཱི中学校の統合に伴い、寄地ۢの⽣ైの通学⼿段が必要
なことから、スクールバスを߬し、園バスと共⽤します。また、ۯきの࣎
間を࢘って町⺠利⽤もできるよう६備もญͦてすすめていきます。 

˕幼க園や保育園とঘ学校・中学校との連携教育については、⽉１յの校ௗ園
ௗ会٠で情報や課題を共有しながら園・学校間のつながりをືにして取り組
んでいます。幼児・児童・⽣ై間の交流及び教ҽ૮ޕ間の交流は、特に寄地
ۢでは、ঘوໝ校の特性を⽣かして活発に⾏われています。今後は、⼀ؑ教
育をめ͡して広く保、幼、ঘ・中学校の連携協⼒のあり⽅やΩリΫュラム
の編成に取り組む必要があります。 

˕情報教育のै実をするため、国の教育振興計画にそって、学校 ,C7 環境整
備を⾏ってきました。また、,C7 ݜの活⽤のため、教৮ҽに指⼒向حؽ
रをՈٵみ中⼼に⾏っています。しかし、活⽤についてはݺ⼈ࠫがあるため、
引き続き活⽤⼒向に向け学校と協⼒して進めていきます。,C7 を活⽤する

基ম⽬標 

現૾とୖ 

実現しञい
まちの来 
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ことで、⼦どもたちの学⼒をどう⾼めていくのか、また ,C7 ԋҽの継ࢩ
続ഓ置が課題です。 

ԋ教།、ঘ・中学校でࢩԋを必要とする児童・⽣ైに対して、幼க園ではࢩ˕
学習のஙれなどࢩԋが必要な場合は学習ࢩԋҽをഓ置し、障がいのある児童
⽣ైにはղঁҽをഓ置、対Ԣしています。ࢩԋが必要な⼦どもの⼈਼がଁえ
るܑ向にあり対Ԣできる⼈ҽの֮保が課題となっています。 

˕ঘ学校には、⽉３յఖ度、⼼の૮ҽ（⼼理૮業ແにॊ事する⼼理৮⾨
Պ）をഁݥしています。中学校は、⽉４յఖ度、スクールΩΤンセラーをഁ
。しており、児童・⽣ై及び教ҽからのೲみや૮への対Ԣを⾏っていますݥ
今後も、⼀⼈ひとりに೬り強く対Ԣすることで、⼀⼈でも多くの児童⽣ైの
ೲみや૮に向き合って必要があります。 

˕ৱ育については、各校・園のڇৱӭ࢞や担者が情報交を⾏うৱ育・学
校ڇৱڂݜ会を࠷して取り組んでいます。今後は、ঘ学校ݒえに伴う課
題や統⼀ཱིݛに向けたৱࡒの調達⽅๑などについて検౾していく必要があ
ります。 

˕⼦育て代の保護者に対するڇৱ費ෝ担ܲঁึݰを⾏っています。県内でも
ৱ費の଼題もあり、մ消に向けڇいึঁとなっていますが、⼀部に⼿
た取組が必要です。 

検定の取組ޢ指やӵޢ指ঁ⼿（A/7）による発達段にԢͣたӵޢ国˕
によって、ӵޢ教育のै実強化を図っています。また、ӵޢ検定ྋのึঁや
A/7 の２໌体を֮保してӵޢ教育のै実に取り組んでいますが、新たに
されるঘ学校でのӵޢ教育のための教ࢥの指⼒向が課題となって
います。 

ʕ学習指要の⾒直しにより、ฑ成 30 年度からঘ学校、ฑ成 31 年度から中
学校で道ಛが教Ռ化され、「特別の教Ռ 道ಛ」としてद業が⾏われます。
教Ռとなったことで、द業をとおして児童・⽣ైにどのような道ಛ的な断
⼒、⼼情、実ભ意ཋとସ度をどうՃしていうのかが課題となっています。 

˕地域にる伝統芸能、特に町のໃ形⽂化財である⼤໌⾏の⺠芸能をঘ学
⽣、中学⽣などに伝える⺠ଔ芸能伝承教࣪を࠷し、次代を担う⼦どもたち
との交流や郷⼟⽂化への理մと伝承を進めています。様々な要Ҿから観光ま
つりでԍする中学⽣の参加者がݰ少ܑ向にあること、指者の⾼齢化や指
࣎間の֮保等が課題となっています。 

˕幼க園の༮かり保育については利⽤者（ௗ期）のౌ਼が年々ݰ少しており、
あり⽅や利⽤しやすい度へのրવを図っていく必要があります。 
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ඨ⽬ 2018 年 2022 年

保育園、幼稚園、⼩中学校の⼀貫教育に
બる検討・協議

協議会の 
⽴ち上ऑ 推進協議会 

,&7 ਃஓを活⽤した学校間交事業 ڬ ڮ
ஶୁ検定のとਭ験者の増加 যڬڱ যڱڭ

松⽥⼩学校の建設 ਁ൳プロポ
ー२ル൳ૐ 成 

 
⺠等の૽સ ・৩会षの参加、ா的な活⽤
⾏の૽સ ・と周ੴ、情報発信のਘ化

  

⽬標標 

協働の取組 
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ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

教育効果を⾼ीるたीに、教育⽬標を共有し、「学ल」や「育ち」を
つなए保育園、幼稚園、⼩・中学校の⼀貫性を౷まइた௺統的な教育ୖ
ஙをౣ成घるとともに、保、幼、⼩・中学校の家൦、地域との連携を⼀
ಽਘ化し、地域とともにある学校づくりを推進しまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

৳育ୱ、幼ညୱ、৵র学
校のฮ教育に向けञ
ਫ਼ୈ 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

学校・ੇ൦・地域との連
携・協⼒の推進  

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

⽴幼稚園、⼩・中学校のిਫૠெ、ଦ઼のあり⽅の果に伴い、گ
年を経ૌघるたी⽴幼稚園と⼩学校のిਫૠெ、ଦ઼を検討しまघ؛
जのたीに、০のযਯの動向、前のあり⽅の果、現幼稚園・⼩学
校運のਖਡをຸいলし、協議を⾏い、⼀定の⽅向性をંしまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

町য়幼ညୱ、৵学校の
ిਫૠெ、ଦ置のあり
⽅ਫ਼ୈ৩会のਝ置 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

ਫ਼ୈ৩会による協৮  
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

  

施策① ৎ代にৌૢしञ教育のあり⽅のਫ਼ୈ

⼀ؑ教育 
の実施 

検౾җҽ会での取組 

交流調整 
学校間の交流に向けた調整 

җҽ⼈મ、
内容の査 保、幼、ঘ中の⼀ؑ性にཱིった教育課ఖの編成 

施策② 町য়幼ညୱ、৵学校のిਫૠெ、ଦ置のあり⽅

⽅向性の 
݀定 

幼க園・ঘ学校のあり⽅の協٠ 

設置 
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⽅ଉ・⽬標 

地域と学校連携・協⼒を推進していくたीに、学校、保૧者、地域の
さんとੴ౩をলし়い学校運にખさせる学校運協議会を⽴ち
上ऑまघ؛学校と地域の連携をスムー६にさせるたी、スクٕルコディ
ॿーターをଦ઼しまघ؛য౫についてम、検討しまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

学校ઈ協৮会ਝ置  
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

地域と学校の連携・教
育の推進にかかるਫ਼ୈ  

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

松⽥⼩学校の建設に取り組み 2022 年度の成をीकしまघ؛ഠᄺ
化が進む学校施設についてम、計画的に整備を⾏いまघ؛ 

新しい学習指導ਏ୩の৸実施に向けてਏな教౫や備品の整備を
進ीまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

松⽥৵学校૦ਝহ業  
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

学校施ਝ整備হ業  
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

教ఐ⽤છ・教౫・備
品භোহ業  

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

  

施策③ 地域と学校の連携・教育の推進

⼈મと設置 

 ྅
推進࢟ 

内容の検౾ 

施策④ 教育環境の整備 

新校ࣹݒ設 

計画的な 
߬ 

߬ 

計画的な 
整備 

整備 

2022 年度 
 成

業者݀定 
設計 

新校ࣹ成 
 校ࣹմ体等ڈ
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⽅ଉ・⽬標 

বの教育ஷ௪計画により ,&7 ਃஓのଦ備を進ीてきた7&,؛ ਃஓの
活⽤にあたढてम指導者（教৩）の育成がਂ可ಳであるたीಲ続して育
成を進ीていきまघ؛また、学習指導ਏ୩のৄઉしにより、プログラミ
ング教育が⼩学校の౸業に導োされるऒとから情報ਃஓをா的に活
⽤できるように学習活動や情報モラルがମにつく教育環境を整備しま
घ؛০म、,&7 ਃஓを利⽤し、೫࿒による交を⾏い、情報教育を充
実していきまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

,&7 教育者ଢ଼ఊ  
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

,&7 ਃஓを活⽤しञ学
校ઐহ業  

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

学校の৸・ੱを維持घるたी、ऒれまで実施してきた備⽅১に
ついて検討し⽅向性をৠ定しまघ؛ 

登ৣ校の৸対策として学校ঢ়બ者、⾏、保૧者、ঢ়બ者とと
もに通学路ਡ検を⾏い、ਏにૢगて対策を講गまघ؛ 

また、いगीに対घるਔと⼦नもたちのฎみやਂをਭけૃ
ीৼघる体制のਘ化・充実をりまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

学校備৩ଦ置হ業 

  
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

⼼のৼ談৩のଦ置  
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

ৢ学ଡ଼の安全ৌ策  
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

いगीଆૃৌ策  
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

  

施策⋋ ੲਾ教育の充実 

年１յҐ 
交流事業 

交流の実施 検౾・調整 

施策⋌ 安全・安⼼な学校づくり

安全対策の
継続 

新安全対策 

⽅針 
定期的な 
⾒直し 

国・県からの⽅針⾒直し 

点検・整備 
年１յ 

通学路の合同点検・整備 

教৮ҽの指
⼒向 

 रの実施ݜ

引き続き 
૮ҽഓ置 

૮ҽのഓ置 

検౾・⽅向性 
の݀定 

ॊ来の安全対策 
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⽅ଉ・⽬標 

⼦नものرのニー६に対ૢघるたी、学習⽀援৩等をଦ઼し、
ਘがౙ⼿な⼦、本ୁがਵせないషব⼦⼥、障がいのある⼦なनघसて
の⼦नもに学習ਃ会が等にଖइられるようきीかな学習⽀援৩
等をଦ઼し、対ૢをしまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

学ಆ⽀援・ஂஃ৩ଦ置
হ業  

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

学校ஔ୫や୫育、地域と連携した「地産地消」を進ीるたीに、学校
ஔ୫ଢ଼会を開ಈし、⼦नもにਬき続き地場産物をઞढたஔ୫の
、健やかなੱと体の育成に取り組みまघ؛ 

また、幼稚園、⼩・中学校षのஔ୫費助成をਬき続き実施घるऒとに
より、保૧者の૿ೄをりまघ؛消費ઘ૨の増による୫౫のતष
の୶もઅൟし、ిਫなஔ୫費の検討をしていきまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

地産地  
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

ஔ୫ા৳૧者担ೄ
ೈ置ଓஃস  

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

  

施策⋍ 特別⽀援教育の充実

継続的な 
ഓ置 

 にԢͣた対Ԣڱ別の状ݺ

施策⋎ ୫育の推進 

情報交 
 ࠷会のڂݜ

నਜ਼なڇৱ
費の検౾ 

消費੭ིのଁに対Ԣしたనਜ਼なڇৱ費の検౾ 
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⽅ଉ・⽬標 

児ญ⽣െのஶୁによるコミュニॣーション能⼒をുうたीに、$/7を
ଦ઼し、発段మにૢगたஶୁ指導のਘ化と、ॿイティブなஶୁषのຯ
れしみによるౙ⼿ਔのੰ消をりまघ؛また、⼩学ڰ年⽣ਰ上の児
ญ⽣െがஶୁ検定を৸৩ਭ験घるとともに、中学෮業時、ஶୁ検定 � 
ਰ上の⽣െが � સとなるようஶୁ教育を推進しまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ஶୁਫ਼定ਭਫ਼者のੜ加 
（⽬標⼈数）  

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

$/7 のଦ置によるஶୁ
教育の充実  

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

⼩・中学校における়学習を活⽤し、地域の⾃然や歴史についての
理ੰをीるとともに、松⽥⼤⾏ഔ等の⺠ఔ芸能の伝承教室等を
開ಈघるऒとにより、ଅの⾃然や⽂化षの理ੰと伝承をりまघ؛ 

松⽥の௹かな⾃然環境をઃ৻にಲ承していくたी、ਟをิく⼦
नもたちに環境ਖに対घるਔを⾼ीていくਏがありまघ؛ 

जऒで、学校教育において、持続可能な社会づくりに൴घるয౫を
育成घるたी、環境教育の推進をりまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

⺠Ⴓ഼ચഅ教の৫
ಈ  

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

学校にउける環境教育
の推進  

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

  

施策⋏ ஶୁ教育の充実 

100 ⼈ 
णݩ者਼のଁ加 

常࣎ 2 ໌ 
体 

ӵޢ教育のै実 

施策⋐ なニー६にৌする教育の推進

環境教育の
ै実 

計画的に推進 

（18 ⼈） （25 ⼈） （35 ⼈） （50 ⼈） 

年度より
参加者ଁ 

教࣪の࠷ 
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⽅ଉ・⽬標 施設のૠெ、ଦ઼、年間経費、ଦଛ等についてより良い⽅১を検討し
ていきまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ஔ୫施ਝのૐ৺化等の
ਫ਼ୈ 

 
  
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

保૧者の働き⽅の化とニー६に対ૢघるたी、本においても
幼稚園と保育園の⼀体保育推進に向けた⽅১、協議と、実施घるऒとに
よるওリットデওリットをઅൟし、（幼保連携）認定ऒनも園の設઼
もଳにোれた協議を⾏ढていきまघ؛ 

かり保育についてम、利⽤者ਯがಇलฎんでいるऒとから、保૧者
षの周ੴやఒਡの検討を⾏い、よりઞいやघい事業として利⽤の拡
⼤を進ीまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

幼৳体৳育の推進  
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

かり৳育の実施  
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

  

施策⋑ ஔ୫施ਝの整備 

నਜ਼なوໝ・ഓ置の検౾ 

施策⋒ 幼児教育の推進 

事業の周எ、内容のրવ 周எ・ր
વ 

実施 実施 

推進 
推進 協٠と⽅向性の݀定 
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2．ஒ年健全育成                      
 

・੪ঙ年を取りתくڧがஸしくรԿするなか、੪ঙ年がかな⼈ؔを育
み、社会で⽣きる⼒とଆ⼒をਐにͯけながら健やかに成⻑し、地域と共
⽣しながら⾃⽴できるڧづくりが進Ξでいます。 

 
 

˕Պఋや地域の重要性をࣟし、学校・Պఋ・地域・町が⼀体となって⻘少年
の健全な育成に取り組むことで、⻘少年が⼼ਐともに健全に育つ社会環境づ
くりを進めます。 

 
˕⻘少年指ҽの育成については、ଠࢤ町の活ಊなどを参考に、⾃分たちがで

きることを発⾒し実現できるような取組を⾏っています。指ҽは⾃治会か
らの推પによりҗ০していますが、現ࡑは定਼ 20 ໌に対し 7 ໌ܿҽとなっ
ており、指ҽの֮保が課題となっています。⼦ども会役ҽやスポーツ団体
指者等と合同でのߪ習会࠷なども⾏っていますが、今後、ߍなる発展の
ため地域等との連携を強化し、次の担い⼿をつくる組みづくりが必要とな
っています。 

˕ジュニアΫャンプ教࣪では、学校とはҩう環境でॄ団⽣活を⾏い、⼦どもた
ちの⾃ཱི⼼と間との協調性をいます。各⾃が役割を持って⾏ಊし、協働
するֺしさを経ݩする事ができる取組については、少⼦化や様々な活ಊとの
関ܐで参加者がݰっており、2017 年度から対েをঘ学校４〜６年⽣に֨⼤
して実施しています。 

˕ジュニアリーξースクールでは、⼦どもたちが体ݩ活ಊをする中で、様々な
間とれあいながら、共同活ಊを通してॄ団⽣活での役割や協調性などを
学よいؽ会となっています。内容や持ち⽅については、今後もրવを加え
ながら取り組んでいく必要があります。 

˕中学⽣༺体ݜݩरは、広域連携事業として౨ք⼤学ք༺調査を⽤し、
各ࢤ町ଞの中学⽣がでのॄ団⽣活を通ͣて交流と連携をめ、⾃然観
・観ࡱ、⼤⾃然とのれあいを通ͣて⾃然のすͻらしさ・ݭしさを体ݩし
ています。町からの参加定ҽは 10 ໌ですが、例年参加者はຮたない状ڱの
ため、टࢭや周எのబఊを図る必要があります。 

˕ঘ学⽣がΫャンプでのॄ団⽣活を通ͣて交流と連携をめる広域交流Ϋャ
ンプも࠷していますが、今後は⼦どもたちにとって魅⼒のある事業推進の
⼯が必要となっています。 

˕⻘少年の犯ࡓを༩防し、⼼ਐともに健全に育つ社会環境づくりを進めるため、
町・教育җҽ会・学校・地域・ܱࡱが連携をືにし、情報共有を図りながら
⻘少年の健全育成やいͣめ防ࢯにめていく必要があります。 

  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

実現しञい
まちの来 
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˕地域の⼈ࡒを活⽤した学びや体ݩ・交流などの場を創出していくため、๎課

後（๎課後⼦ども教࣪）や⼟༷⽇（࣋⼦Բまつだ）を実施し、⼦どもたちの
安全な活ಊڎ点・居場所を設けます。 

ʕ学校内を通ͣたϚランティア活ಊなど社会ๆ体ݩ活ಊ、⾃然体ݩ活ಊ、
そのଠの体ݩ活ಊのै実を図っていきます。また、⻘少年が⾃ら社会の⼀ҽ
としてۅ的な役割を果たͦるような活ಊ等の推進を図っていきます。 

 
 

ඨ⽬ 2018 年 2022 年
ஒ年育成活動の参加૨ 20� �0٫
ஒ年指導৩ਯ 1� য 20 য

 

⺠等の૽સ ・ஒ年健৸育成事業に対घる理ੰと協⼒ 
・ஒ年指導৩や⼦नも会の૽સに対घる理ੰと協⼒

⾏の૽સ 
・ஒ年を取りඕく૾யを的確にཔしா的に情報を

発信 
・ஒ年の健৸育成にબる有効な施策をຄ⾏ 

  

⽬標標 

協働の取組 
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ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 ஒ年の健৸育成を促घたी、ஒ年指導৩、⼦नも会、年⼥ス
ポーॶ団体活動の⽀援を進ीまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ஒ年੮体活動の⽀援 ঢ়બਃঢ় 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

ஒ年者講ಆ会の
৫ಈ 

ঢ়બਃঢ় 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 ஒ年を対とした事業षのா的な参加を促していくとともに、
事業の়的な充実をりまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ジュニアय़কンプ教
の৫ಈ 

ঢ়બਃঢ় 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

ジュニアজーॲー५ク
ーঝの৫ಈ 

ঢ়બਃঢ় 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 学校・家൦・地域が⼀体となり連携をりながらஒ年の健৸な育成
に取り組みまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

連携の仕組みづくり 
⺠ 

ঢ়બਃঢ় 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

  

施策① ஒ年੮体の育成 

施策② ஒ年育成活動の場の充実

実施・推進
事業の実施・推進 

育成・ࢩԋ 
団体の育成・ࢩԋ 

事業実施 
⾒直し 

事業の実施・⾒直し 

事業実施 
⾒直し 

事業の実施・⾒直し 

施策③ ੇ൦・学校・地域の連携の推進

推進 
組৭体の推進 
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3．⽣ၺ学ಆ                         
 

・町⺠⼀⼈ͽとりの⽣きがいや⼼のかさを⽬指し、いͯでも・どこでも・
ͫれもが⽣涯にわたってָぶことができるようָस機会の充実、ָसの
の整備が進Ξでいます。 

 
 

˕公⺠ؙดびに町⺠⽂化センνー等を活⽤した特৯のある事業を推進すると
ともに、町⺠の学習ニーθにԌった情報ڛのै実や、社会の要੧にこたえ
た社会教育事業の展を図り、町⺠への⽣涯学習の及やܔ発を推進します。 

 
˕⽣涯学習事業として町⺠⼤学（⾃然環境・歴史・スポーツなどをテーマにし

たߪԍ会）を年５յ࠷しています。ਐۛな地域資源を活かした事業を展
し、多様な学ؽ会をڛしており、今後は、広い年代の参加をめ͡して
いく必要あります。 

˕ټ化した各地域ॄ会施設については、優先ॳ位を݀め、⾃治会との調整を
⾏ったうえで整備等を⾏っています。同࣎期にݒ設された施設も多く、整備
 。期がॄ中することからనなॳ位けを⾏って対Ԣする必要があります࣎

˕町⺠の学習ニーθに対Ԣするため、2014 年度より⽣涯学習サポートセンν
ー「はͣめの⼀ิ」を設し、Ϛランティアなどの指者の発۹、⾃主的な
学習への育成ࢩԋを進めています。今後も⼀の活⽤を図るための⼯րવ
が必要です。 

˕多様化する町⺠のニーθをѴしつつ、社会の要੧にԢえた社会教育事業の
展を図るため、社会教育団体や⾃主的なサークルの育成ࢩԋを進めており、
今後も町⺠の⽣涯学習に対する意ࣟ向につながるࢩԋを⾏っていく必要
があります。 

˕町内で࠷される⽣涯学習事業の情報のफॄ及びڛをしています。公⺠
ؙดびに図ॽؙは、⽣涯学習⾏政の推進ڎ点の⼀つとしてのؽ能が果たͦる
よう運営するとともに、図ॽؙシステムの整備を図り、町⺠のニーθに対Ԣ
した資ྋफॄ、ਟଐなڛに取り組んでまいります。 

˕町⺠⼀⼈ひとりがあらΑる場所で⾃༟に学習のؽ会がಚられるよう、公⺠ؙ
や地域ॄ会施設を有ްに活⽤した出࠴ߪやサークル団体活ಊなど、ۅ的
な利⽤をݼびかけ、⽣涯学習の環境整備を⾏っていく必要があります。 

˕公⺠ؙดびに町⺠⽂化センνーのۅ的な活⽤、⾃主事業の推進に向けた取
組を推進します。 

 
  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

実現しञい
まちの来 
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ඨ⽬ 2018 年 2022 年

⽣涯学習事業についてのଌ度 �0� 80�
⽣涯学習事業षの参加 �0� �0�

 

⺠等の૽સ 
・رな⽣涯学習のਃ会にா的に参加 
・地域コミュニティの活性化やまちづくり、社会づくり

なनா的に参加

⾏の૽સ 
・⺠の学習ニー६にปढた情報 
・ਁ⺠館、⺠⽂化センター等を活⽤した事業を推進 
・学習ਃ会の充実・学習の場の整備を推進 

  

⽬標標 

協働の取組 
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ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 ମな⾃然環境や歴史・⽂化なनの地域資源を活かした事業の展開、
⽣涯学習活動のುਡとなる施設や設備の充実をりまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

松⽥の⾃然・ഄఴや⽂
化を活かしञহ業の推
進 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

⽅ଉ・⽬標 ⺠の学習ニー६に対ૢघるたी、رな指導者となるয౫の発掘
を進ीまघ؛また、⾃主的なサークルの育成を進ीまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ランティア等者
の発、१ークঝ੮体
等育成・⽀援 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

社会教育੮体の育成⽀
援 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
⽣涯学習サポートセンター「मगीの⼀歩」を活⽤し、新しく୦かを

ीたいয、またૡোされてきたযにも活動をよりੴढていたटくた
ीに、்広い⽣涯学習のを進ीまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

⽣ၺ学ಆੲਾのの
充実  

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

⽅ଉ・⽬標 ਁ⺠館、地域ૐ会施設を有効に活⽤घるたी、ল前講座やサークル団
体षா的な利⽤のళलかけを⾏ढていきまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

⽣ၺ学ಆ講座・教等
の充実  

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

施策① ⽣ၺ学ಆ環境の整備

施策② 社会教育活動をৢगञ⽣ၺ学ಆの推進

育成・ࢩ
団体の育成・ࢩԋ 

事業実施 
事業の実施 

育成・ࢩ
指者の育成・ࢩԋ 

施策③ ⽣ၺ学ಆੲਾの

情報ڛ 
情報のڛ・推進 

施策④ ਁ⺠ை、地域ૐ会施ਝを活⽤しञহ業の展৫

事業推進 
事業の推進 
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出前講座・१ークঝ活
動の充実  

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

  

事業推進 
実施事業の検౾・६ 事業の実施 
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4．地域⽂化のୗ                      
 

・ชԿ活ಊのڎ఼である町⺠ชԿιϱνʖʤ町⽴ޮ⺠ؙʥは、ཤ༽者の安સ
、ཤสをྂߡし、ܯժ的に施અのң持とӣӨを⾏っています。 

টされるふるさとづくりܩ代に࣏、りとѬを持ちގชԿ・෫ౖに・࢛ྼ・
が実施されています。 

 
˕公⺠ؙౌ団体等の⾃主的な⽂化活ಊの活性化を進めるため、指者や活ಊ

団体の育成・ࢩԋを進めていくほか、町⺠の芸ढ़・⽂化活ಊの振興に向けた
活ಊ発නをする場を֨ैしていきます。 

˕町⺠⽂化センνーは、教育・⽂化・スポーツや国際交流のڎ点施設としての
 。し、地域経済の活性化と賑わいを創出していきますض能を発ؽ

 
˕町⺠⽂化センνーについては、教育・⽂化・スポーツ・国際交流などの合

施設としてリόϗーション（⼤وໝրर）を⾏うことにより、県地ۢの新
たな賑わいのڎ点創出を⽬指しています。 

˕⽂化芸ढ़活ಊを推進するため、公⺠ؙౌ団体等の⽂化活ಊ団体による活ಊ
の発නの場として年 1 յ⽂化ࡉを࠷していますが、ۛ年は参加者・来場者
のݽ定化、事業のマンϋリ化が課題となっています。 

˕公⺠ؙౌ団体などの⾃主的な⽂化活ಊの活性化を図るため、指者や活ಊ
団体の育成・ࢩԋを進めていく必要があります。また、公⺠ؙのްི的な利
⽤が図られるよう計画的な運営も求められています。 

˕町のي重な⽂化財については保全・活⽤を進め、地域⽂化の伝承とญͦて担
い⼿の育成を進めます。現ࡑ、町として 18 ݇のໃ形、有形の⽂化財指定が
されていますが、このଠにも指定されていないものもめ、これまでஎられ
ていないଏณ地域における町の⽂化や歴史的なՃを考え、整備を進めてい
く必要があります。 

を通ͣて、町指定⽂化財࠷や歴史⽂化財ΤΧークの࠴ߪ歴史・࠴ߪॽ⽂ݻ˕
の保護や町⺠へのܔ発活ಊを⾏っています。また、2 ࢤ 3 町の共同で作成し
たୖԡؒΤΧーΫングΪイドを活⽤した歴史࠴ߪや、歴史⽂化財ΤΧー
クを࠷し、地域⽂化に対する理մと愛着をめます。 

˕町ໃ形⽂化財の್つの保ଚ会（松⽥町⼤໌⾏保ଚ会・寄ࡉᅧ⼦保ଚ会）に
対し事業ึঁとして財政的ࢩԋを⾏っています。このうち、松⽥⼤໌⾏は
中学⽣を対েに⺠ଔ芸能伝承教࣪を࠷し、まつだ観光まつりで成果を発න
していますが、参加者が年々ݰ少していることが課題です。今後は、伝統芸
能の保ଚ・伝承の重要性を多くの町⺠がࣟし、次代へ伝承していく後継者
を育てることが必要となっています。  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

実現しञい
まちの来 
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ඨ⽬ 2018 年 2022 年

⺠⽂化センターのଌ度 �0� 80�
⺠⽂化センターの活⽤度 �0� 80�

 

⺠等の૽સ 
・⾃然・歴史・伝統・⽂化に対घるঢ়ੱや理ੰ 
・⾃らが⽂化芸の૿い⼿であるऒとを認 
・啓発活動や保存伝承のたीにா的に参加 

⾏の૽સ 

・⺠の芸・⽂化活動の活発化をり、௹かな地域⽂化
づくりを進ीる 

・指定のな歴史的産の保存・伝承活動の充実に
ीる

  

⽬標標 

協働の取組 
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ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 ⺠の芸活動のஷ௪をるたी、活動や発घる場の拡充、⽂化活
動団体の育成をりまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

⽂化活動੮体の育成  
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

⽅ଉ・⽬標 ਁ⺠館登ஈ団体なनの⾃主的な⽂化活動の活性化を進ीるたी、指
導者や活動団体の育成・⽀援を進ीまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

活動੮体への⽀援  
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

⽅ଉ・⽬標 歴史的கの⾼い⽂化財等について、⺠の理ੰをी、保存、活⽤
を進ीまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

⽂ 化 ଃ  持 ଵ ৶ の ଓ
ஃ、ཟ発  

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

講座等による地域の⽂
化・ഄఴ学ಆ等の実施  

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
地域にଋる伝統芸能、特にの無形⽂化財である⼤⾏ഔや寄ມᚩ

⼦なनの⺠Ⴓ芸能を、⼩学⽣・中学⽣等に伝承し、ઃ৻を૿う⼦नもた
ちの交やଅ⽂化षの理ੰと伝承を進ीまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

地域にわる૮の
ଁ഼ચの৳ோ・അの
⽀援 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

施策① ⽂化഼活動の推進

施策③ ⽂化ଃの৳ோ・活⽤

実施・推進 
事業の実施・推進 

育成・推
進 

団体の育成・推進 

施策② 活動੮体の⽀援と育成

 ԋࢩ
活ಊ団体へのࢩԋ 

ึঁ 
⽂化財ң持のึঁ 

施策④ ଁ഼ચ等の৳ோ・അの⽀援

事業推進 
事業の推進 
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⽅ଉ・⽬標 
のዖわいをলघる教育・⽂化・スポーॶ・୰ఒ・ব交の

場として活⽤し、さらにযがつながり、な⽂化を織りなघುਡ施設
として整備・充実しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

施ਝ整備হ業  
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

  

施策⋋ 町⺠⽂化७ンॱーの施ਝ整備

事業推進 
事業の実施・推進 運営⼿๑の

検౾・実施 
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5．५এーॶ・ঞクজग़ーション                
 

・いͯでも・どこでも・ͫれでもが気ܲにֺしみながら、代をӿえた町⺠
ಋ࢞がިླྀできるηϛʖς・ϪέϨΦʖεϥϱ活ಊののٶとڧ整備
が進められています。 

 
˕町⺠⼀⼈ひとりが体⼒・年齢にԢͣたనなスポーツ・レクリエーション活

ಊがՆ能となるよう、多くのきっかけづくりを⾏い、継続して活ಊできるڎ
点整備や推進体の強化を進めます。 

 
˕スポーツ・レクリエーション活ಊの及に向けて、体育協会やスポーツ推進

җҽ等と町が連携し、各種スポーツ⼤会やスポーツ教࣪の࠷、各スポーツ
ౌ団体による活ಊのࢩԋを⾏っています。また、町⺠スポーツ⼤会も
࠷していますが、ۛ 年はࢦٗڟ向が⾼まり参加者がݽ定化しているなどの
課題があります。 

˕町⺠⽂化センνーは、賑わいの活と地域経済を活性化さͦる新たなؽ能と
して、スポーツクライミング施設を備えた合ڎ点施設の整備を実施しまし
た。今後は国内有໌મ⼿をডいたߪ習会等を実施し、スポーツクライミング
の及ܔ発、⼈ٗڟのଁ加を図っていきます。 

˕各種スポーツにԢͣた指者の成と資質向のため、リーξー成ߪ習会
等の࠷を推進しています。指者や各種団体の保護者などを対েに、Ԣ急
⼿ߪ習や様々なトレーニング⽅๑を指するߪ習などを࠷し、指者の
育成ࢩԋを⾏います。 

˕各種スポーツ団体によるスポーツ⼤会・教࣪などの活ಊが⾏われており、今
後も団体同࢞の横の連携をࢩԋすることで団体の育成ࢩԋを進めます。 

˕町⺠の多様化するスポーツ活ಊに対Ԣするため、スポーツ・レクリエーショ
ン施設の整備を進めています。ټ化した施設は⼤وໝրरが必要な状ڱで
あり、ݒ設等も考ྂし検౾していく必要があります。 

 
ඨ⽬ 2018 年 2022 年

⽣涯スポーॶについてのଌ度 �0� 80�
⽣涯スポーॶについての活⽤度 �0� 80�

 

⺠等の૽સ 
・にૢगたスポーॶ・ঞクリग़ーション活動に参加 
・スポーॶ・ঞクリग़ーションによる地域コミュニティ

の活性化

⾏の૽સ 

・ਞೄにスポーॶを௫しむ場の 
・ரスポーॶ⼤会の充実 
・スポーॶを通गた地域コミュニティの形成、ಲ続的な

健康・体⼒づくりの推進による⺠の健康ਔの

基ম⽬標 

現૾とୖ 

⽬標標 

協働の取組 

実現しञい
まちの来 
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ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
टれもがਞೄにスポーॶ・ঞクリग़ーション活動が௫しीるスポー

ॶ教室や講習会等をスポーॶ推進৩やスポーॶ団体と連携して開ಈ
し、スポーॶ活動のを進ीまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ர५এーॶ⼤会・教
の৫ಈ 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
ரスポーॶにૢगた指導者のു成と資質向上のたी、リーॲーു

成講習会等の開ಈを進ीまघ؛ 
ர団体の活動情報のઽૐやを進ीまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

者・জーॲーു成
ଢ଼ఊの৫ಈ 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

ர५এーॶ੮体の育
成 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
学校体育施設の開ଣにより、地域での活動の場の充実をりまघ؛ 
⺠の化घるスポーॶ活動に対ૢघるたी、スポーॶ・ঞクリग़

ーション施設の整備を進ीまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

学校体育施ਝの৫ଣ ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

施ਝ整備হ業  
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

施策① ५এーॶ・ঞクজग़ーション活動の

施策② 者、౾੮体の育成

実施・推進 
事業の実施・推進 

実施・推進 
事業の実施・推進 

実施・推進 
事業の実施・推進 

施策③ ५এーॶ・ঞクজग़ーション施ਝの整備・充実

事業推進 
事業の検౾・実施 

事業推進 
事業の推進 

計画策定 
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第３章 賑わいと雇⽤を⽣み出し、働きがいを育むまち（経済・産業） 
 

【施策体௺】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松⽥町版 SDGｓ 

⽬す०ーঝ 持କՆなࡃܨ成⻑と⽣ࢊ的で⽣きがいのあるޑ༽を促進するまち 

 

  

ዖわいと౻⽤を⽣みলし、

働きがいを育むまち 

 農林業のஷ௪ ڭ

 商⼯業のஷ௪ ڮ

 観光のஷ௪ گ

 消費者の保૧ ڰ

6 
' 
G 
V
と 
の 
ঢ় 
બ 
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第３章 賑わいと雇⽤を⽣み出し、働きがいを育むまち（経済・産業） 

1．業の振興                       
 

・かな地域ݱࣁを活༽した࢛ྼ、ۂ、⾃ષ体ݩが実施され、地域の৾ۂ
 。が活Կされていますࡃܨび地域ٶڷ

ժ的に整備され、ྜྷ地のనな؇ཀྵܯでは、ਁྜྷ整備のための؇ཀྵಕがۂྜྷ・
が進み、ਁྜྷ育成とྚ地保સ・ਭݱࣁの安ఈ的確保がਦられており、ౖླྀ
ड़・๊շ防ࢯといったਁྜྷの持ͯଡ的機がң持されています。 

 
˕農産物を６次産業化することにより松⽥ブランドとしての加Ճをけ

た商のജ実現を展し、地産地消や観光農業、体ܗݩ農業を推進するこ
とにより活⼒ある農業振興を図ります。また、ญͦてߧഉ農地対策として有
害ॏۨঈ事業等を実施し、農地のң持保全を図ります。 

˕林業では、ਁ林育成と緑地保全、⽔資源の安定的֮保を図るため「⽔源のਁ
林づくり事業」や「地域⽔源林整備事業」によりਁ林のң持、整備を計画的
に進めます。また、ਁ林の間ൈࡒを利⽤した⽊質バイオマス資源を持続的に
利⽤することにより、ਁ林のۅ的な⼿れによるਁの࠸⽣や、新たな地域
経済の創出を図ります。 

 
˕町のஎ໌度を向し観光振興及び地域の農商⼯の活性化を図るため、特産

発事業ึঁۜ度などを活⽤して、地場産の農産物を活かした特産
発に取り組んでいく必要があります。 

˕松⽥町ॏඅ害防ࢯ対策推進協٠会を設置し、有害ॏඅ害防ࢯ対策の強化
に取り組んでいます。ॏඅ害対策実施ୄの中⼼となるྎ༓会の活ಊのै実
を図っていますが、新たな⼈ࡒの֮保が課題となっています。 

ʕۛ年Ϣマϑルは、⼭や農ߠ地をはͣめ住宅地にまでൡ৫しており、農林業
ॊ事者やౌ⼭者だけでなく、もと住⺠にまで݄ٷඅ害を及·し、ߠ作意ཋ
をఁ下さͦる要Ҿとなっています。Ϣマϑルの⽣ଋしやすい環境を取りঈく
ため、農林道、ౌ⼭道などのנりの実施やしているཚཁのঈڊ等の取
組によりϢマϑルの⽣ଋ਼のݰ少とඅ害をཊさͦるため、Ϣマϑル対策事
業が必要となっています。 

⼭ওྯやࡁഉ農地対策として、景観৪物（コスϠスやヒマワリなど）の৪ߧ˕
林⽤がՆ能な農地への広ཁध（クϊάやナラなど）の৪ध、優ྒྷ農地の利
⽤ॄ、新وम農体の整備などを⾏っていく必要があります。また、⼈・
農地プランや国、県のࢩԋ度等を活⽤しながら農地のߧഉ化防ࢯに取り組
んでいく必要があります。 

˕松⽥町のي重な財産でもあるਁ林については、⽔源林としての役割や⼟砂流
出防ࢯなどが重要であることから引き続きనਜ਼なң持・管理が求められてい
ます。また、⽊質バイオマスなどの資源活⽤や松⽥⼭の⾃然を有ް活⽤した
観光の創出なども期ଶされています。  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

実現しञい
まちの来 
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ඨ⽬ 2018 年 2022 年

ਊたり࿊地એૺڭ 0�28KD 0�28KD
ൽఀ地એ ��KD ��KD
施業林એ 1�KD 20KD

 

⺠等の૽સ 

・事業者による農産物のڲઃ産業化 
・ᄣ௵会・農家による有害ᄕ対策ल農地保৸ 
・য・農地プランにおける経体（য・১য・ૐ

農）の農地の利活⽤ 
・林ਚ有者・松⽥林組়による施業 

⾏の૽સ 

・特産品開発事業補助 
・啓発活動 
・有害೭ᄕ害防ૃ対策 
・য・農地プランの推進 
・林のᅇ・間ᅇやୗ林の⽀援、啓発活動 

  

⽬標標 

協働の取組 



 

第３হʷ61 
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ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 農業体験をघるਃ会をघるたी、育成からઽᄥのできる（農
泊をஅむ）体験農園を推進しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

体ୡୱの推進 
ঢ়બ団体 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ব・の⽀援を੭ञ
の整備 

ব・ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

みかんड़ーॼー組合と
連携・⽀援 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

農商⼯の連携による౮業ர間の交を推進し、地場産品の農産物を
活⽤した特産品の開発の⽀援をघるऒとにより農商⼯のさらなる活性
化を推進しまघ؛ 

また、学校ஔ୫षの地元農産物のஔや、୫のあり⽅にঢ়घる情報
なन、地域や⺠間事業者と連携した「地産地消」のを進ीま
घ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

産加⼯品（特産品）
の৫発推進 

⺠ 
ঢ়બ団体 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

  

施策① 業の推進 

施策② હ加க業の推進

推進 
発調査・検౾・推進 

推進 
体ݩ農園の推進 

連携・ࢩԋ 
連携・ࢩԋ 

計画検౾ 

計画検౾ 
事業推進 

事業の策定・推進 
計画検౾ 
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⽅ଉ・⽬標 

ᄣ௵会と協⼒し、有害೭ᄕ害対策をਘ化しまघ؛ 
೭ᄕ害対策実施活動の⽀援や農家の協⼒によりฌ活動を効૨

的に実施し、有害೭ᄕ害防ૃの推進をりまघ؛ 
有害ᄕ防ૃፆ設઼౫મ費補助制度の活⽤を促進し、有害ᄕ害防૧

ፆの維持・管理・整備を進ीまघ؛ 
খマঅル害と⽣අਯのに向けて、৹ਪ・ଢ଼や地域लঢ়બ

団体と連携して、効果的な害対策を推進しまघ؛ 
新যハンターの掘କしやスय़ルアップをるたी、ハンター育成事

業を推進し、ಡせて४অग़મ理の促進にीまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

થ૩೭ᄕฌ活動の実
施、⽀援 

⺠ 
ঢ়બ団体 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

થ૩ᄕ૩ଆ૧ፆの
持・ଵ৶・整備 

⺠ 
ঢ়બ団体 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ᄣ௵会とੇとの連携
によるわなのਝ置のയ
進 

⺠ 
ঢ়બ団体 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

થ૩ᄕଆૃፆਝ置౫મ
ાଓஃ度の活⽤യ進  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

့ᄣඊಅ取੭ાଓஃ
度の活⽤യ進  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

খマঅঝৌ策の推進 
⺠ 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ঁンॱー育成হ業 
⺠ 

ঢ়બ団体 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

  

施策③ થ૩ᄕ૩ৌ策の推進

事業実施 
・⾒直し 

事業実施・⾒直し 

推進 
ॏඅ害対策実施ୄ活ಊࢩԋ・推進 

ң持・管
理・整備 

ң持・管理・整備 

わなの 
設置促進 

わなの設置促進 

活⽤促進・⾒直し 

活⽤促進・⾒直し 

実施・⾒直し 
事業実施・⾒直し 

活⽤促進 
・⾒直し 

活⽤促進 
・⾒直し 

ジϑエྋ理の及促進 
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第３章 賑わいと雇⽤を⽣み出し、働きがいを育むまち（経済・産業） 

 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
ൽఀ農地対策として、新ૠに࿊घる૿い⼿の参োと確保を推進し、

࿊ଣಣ地のੰ消と農地の有効活⽤を進ीまघ؛ 
ব・の⽀援を੭て、農地のൽఀ化防ૃを推進しまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ব・の⽀援を੭ञ
の整備 

ব・ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

新ૠ者、⾼齢
者等への体の整
備・推進 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

地র間ଵ৶ਃ構を活
⽤しञ地のਹ⽤ૐ
の推進 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ൽ ఀ  地 へ の ବ 観 
・ઁ୴ᄎの推進 

⺠ 
ঢ়બ団体 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

⼈・地プランの推進 
⺠ 

ঢ়બ団体 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

業৩会との連携に
よる、地ঃトローঝ
の実施とൽఀ地ৌ策

⺠ 
ঢ়બ団体 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

地・地等のੲਾ等
ॹーॱ整備হ業 

⺠ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

林のଅෛল・ടശ防ૃなन源かんുの林ਃ能を保৸घるた
ी、林のᅇ・間ᅇやୗ林の⽀援、啓発活動を進ीまघ؛有林に
ついても、源環境保৸・ગ⽣施策੨補助⾦等を活⽤して整備を
進ीまघ؛また、⼦नもたちが林としीる体験学習等のਃ会の充
実をりまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

組合の⽀援  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

施策④ ൽఀ地ৌ策の推進

υーνߍ新
事業推進 

υーν整備・ߍ新・事業推進 

事業の推進 

整備・推進 
⼈・農地プランを活⽤したम農体の整備・推進 

事業の推進 
⼈・農地プランを活⽤した事業の推進 

事業の推進 
事業の推進 

推進 

事業の実
施・推進 

事業の実施・推進 

施策⋋ の৳全・育成 

 ԋࢩ
 ԋࢩ

計画検౾ 
事業の推進 

計画検౾ 

推進・⾒直し

地域との
合い・⾒直し

地域との合い・⾒直し 
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源のづくりহ業
の推進 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

地域源整備হ業の
推進 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

体ୡ学ಆ等の実施 
 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

資源の活⽤ ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

質ংॖड़マ५হ業化
の推進 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

松⽥⼭の௹かな林環境について、⾃然を⼤જにし૽સやਃ能をગ
認घるとともに保৸を推進し、ి度なᅇ఼、間ᅇ等により管理とગ
⽣をりまघ؛ 

また、ਧഒਁ園を中ੱに、⾃然を有効活⽤した観光のলをり
まघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

松⽥の৳全の推進 ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

松⽥のਹ活⽤の推進 ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

  

活⽤促進 
事業の検౾・実施 

事業推進 
⾒直し 

事業の推進・⾒直し 

ྖ・整備
計画・施業 

ྖ・整備計画・施業 

事業実施 
事業の実施 

検౾・実施 
計画検౾・実施 

施策⋌ 松⽥の৳全とਹ活⽤

推進 
計画検౾・実施・⾒直し 

推進 
計画検౾・実施・⾒直し 
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2．商⼯業の振興                       
 

・ঐۂは、ভඇ者や؏ޭٮのωʖθにଲ応した活ಊがఴされています。 
・ঐڷ৾会等の協⼒・⽀援による各झϗϱφの実施やঐۂと؏ޭとの連携

によるՅՃのあるγʖϑηڛにより、ভඇ֨が促進され、安ఈした
 。がਦられていますܩটۂࣆӨやܨ

・ঐవ֙では、ൂඨԲ、ڗԲ、ԲのΆか⽣活に必要なものや༺ෲなどがਐۛ
に߬できるຳ⼒的なおవがἩっており、ঐవ֙Ґでは、αϱϑωΦϱη
ηφΠで地元ࢊが߬できるなど、町⺠や؏ޭٮがֺしくഛいができる
わいと活気のあるまちとなっています。また、Ңಊജۂࣆもఴされて
おり、ྣ ۛॶでのঁけ合いやިླྀなど⼀⼈暮らしの⾼齢者でも安⼼してഛい
ができています。 

 
 

˕商業においては、消費者や観光ٮの߬ഛ⾏ಊに対Ԣできる商店街を形成する
ことにより、消費֨⼤の促進を図るとともに、事業者や町商⼯振興会の活
ಊ・⼈ࡒ育成をࢩԋし、町⺠はもとより観光ٮにとっても魅⼒あるまちづく
りを進めます。また、中ঘة業の育成や体質強化、経営の安定化を進めるた
め、町商⼯振興会と連携しࢩԋ体をै実さͦます。 

˕新松⽥駅周辺の整備とญͦたഛい物環境の整備や、ۯき店ะや未利⽤地等を
活⽤した新たな店ะ༢を展することにより、地ݫ産を取りれたജ
促進やഛい物の利ส性向を推進していきます。 

˕⼯業においては、عଚة業の経営安定化、健全化に向けたࢩԋ体をै実さ
ͦます。 

˕後継者ଏや⾼齢化による事業者ݰ少の取組として、町商⼯振興会と連携し
事業承継対策を推進していきます。 

 
˕商⼯業者の経営の安定化に向けて、中ঘة業への৶⽤保ৄྋึঁや経営րવ

資ۜ利⼦ึঁ、商店街への活性化ึঁなどを⾏うとともに、町内の商⼯業の
課題մ݀に向け商⼯振興会と連携を図っていく必要があります。 

˕観光と連携した商業振興として、まつり等のイϗントや地場産をѽうコ
スϠスؙの運営を⾏っていますが、今後もさらなる活⽤にむけた内容のրવ
や創意⼯が求められています。 

˕新松⽥駅等基盤整備事業の進捗に合わͦて、駅商店街の利ส性とに͙わ
いを追求したまちづくりや商店街の活性化が求められており、今後は具体的
なࢩԋ策の検౾が課題となっています。また町内のۯき店ะを活⽤した店ะ
リόϗーションึঁ度については、引き続きϙームϘージや広報等により
事業周எを⾏い、活⽤促進を図っていく必要があります。 

˕ഛい物のสさをͣ״ている地域を中⼼としてҢಊജ事業を展してお

基ম⽬標 

現૾とୖ 

実現しञい
まちの来 
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り、今後も事業者に対するࢩԋを通ͣて事業の促進を図る必要があります。 
 
 

ඨ⽬ 2018 年 2022 年
事業ਚਯ ��1 事業ਚ ��1 事業ਚ
商⼯業のਲ਼・লપ 1��  1�� 

 

⺠等の૽સ 

・事業者による特産品の開発 
・商⼯会、商店街による消費拡⼤ 
・事業者・商⼯ஷ௪会による動ਲ਼事業の推進 
・ハローডーク、による౻⽤、ௌの⽀援 

⾏の૽સ 

・事業の経⽀援・啓発 
・事業ಲ承対策の推進 
・特産品開発事業補助 
・消費拡⼤に対घる連携協⼒ 
・େい物ൠ者⽀援 
・౻⽤、ௌ⽀援の活動促進・啓発

 
 
 
  

⽬標標 

協働の取組 
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ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
中⼩੫業の経定のたीの⽀援を進ीまघ؛ 
商店街の活性化をるたी、商⼯会と連携し啓発活動を促進घると

ともに、消費拡⼤のたीの⽀援を進ीまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

商⼯振興会の⽀援  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

র৵੫業স共済
度の活⽤യ進 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

র৵੫業ਦ⽤৳મଓ
ஃ度の活⽤യ進 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

৵ૠெহ業者経ఒ
資সਹଓஃ度の活
⽤യ進 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

商⼯会との連携による
হ業അಲৌ策の推進 

ঢ়બ団体 
・ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

⽅ଉ・⽬標 まつり等のரイベントの開ಈにおける、地場産品のਲ਼促進と
観光による消費の拡⼤に向けた取組を進ीまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

まつり等のரॖঋ
ントの実施連携・協⼒ 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ॖঋント৫ಈৎにउけ
る地場産品の販売യ進 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

コ५ঔ५ை等での地੪
産のાఁ⼤の⽀
援 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

まつट౬の推進 ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

施策① 経の安定化 

事業実施 
関ܐ団体との調整・事業実施 

活⽤促進・
⾒直し 

活⽤促進・⾒直し 

活⽤促進・
⾒直し 

活⽤促進・⾒直し 

活⽤促進・
⾒直し 

 

活⽤促進・⾒直し 

事業の推進 
計画検౾・事業の推進 

施策② 観光と連携しञ商業振興

事業実施 
関ؽܐ関との調整・事業のՃ・⾒直し 

事業実施 
関ؽܐ関との調整・事業のՃ・⾒直し 

事業実施 
関ؽܐ関との調整・事業のՃ・⾒直し 

事業実施 
関ؽܐ関との調整・事業の実施・⾒直し 
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उもथなし・उ೬み૪
「つむ G2」のਹ活⽤  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 特産品の開発による地元農産物のと消費の拡⼤に向けた取組を
進ीまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

特産品৫発হ業ଓஃ
度の活⽤യ進 

⺠ 
ঢ়બ団体 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

新松⽥駅前等の基盤整備事業に伴う商店街の活性化をりまघ؛ま
た、まちのฉ性につながる店舗づくりषの⽀援を進ीまघ؛ 

消費者や観光のニー६に対ૢした活動や⺠の暮らしを⽀इるサ
ーঅスのを促進しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

新松⽥駅前等の基盤整
備হ業にൣう商ඌの
活性化についथの⽀援

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

商⼯会、地੪商ඌと
連携しञાఁ⼤のയ
進 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 内にਚघる空き店舗等を活⽤し、新ૠল店・店舗ఊ事業を⾏
うऒとにより、まちのዖわいをলし、地域経済の発展を促進しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

๘জঀঋーション⽀
援ଓஃ度の活⽤യ進 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

  

施策③ 特産品৫発হ業の⽀援

活⽤促進・
⾒直し 

活⽤促進・⾒直し 

事業実施 
事業実施・⾒直し 

施策④ 新松⽥駅前等基盤整備হ業にൣう商ඌの活性化 

事業ࢩԋ 
事業のࢩԋ 

実施 
計画検౾・関ؽܐ関との調整・実施 

施策⋋ ૬き๘ৌ策の⽀援

活⽤促進・
⾒直し 

活⽤促進・⾒直し 
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⽅ଉ・⽬標 

େい物のਂさをगている地域を中ੱに動ਲ਼事業をಲ続घる
ऒとにより、地域⽣活にഡାした商業活動の発展を促進しまघ؛ 

商店街ਰਗでのコンঅニग़ンスストアとの連携協⼒による、地元産
品のਲ਼を促進しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

移動販売業者への経
⽀援 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

५ーঃーびコンঅニ
ग़ン५५トアාಱのਫ਼
ୈ 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

コンঅニग़ン५५トア
との連携協⼒による地
੪産品の販売യ進 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
ハローডークや等と連携協⼒し、ௌ⽀援に取り組み、定した

౻⽤、業ਃ会が確保されるよう取り組みまघ؛また、ඐௌ者षの福
祉増進のたीの⽀援をしまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ঁローডークや等と
の連携・協⼒による
ௌയ進 

ঢ়બਃঢ় 
・ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

町ਁૄ१ॖトやઁਾ・
ঃンইঞॵト等による
ੲਾや意ཟ発 

ঢ়બਃঢ় 
・ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ඐௌ者住୧資সਹଓ
ஃ度の活⽤യ進 

ঢ়બਃঢ় 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ඐௌ者⽣活資স資
স度の活⽤യ進 

ঢ়બਃঢ় 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

  

施策⋌ େいൠ者⽀援 

事業実施 
ԋ・⾒直しࢩ

関ؽܐ関との調整・ࢩԋ・⾒直し 

事業実施 
検౾・実施・⾒直し 

施策⋍ 雇⽤、ௌの⽀援 

 発の推進ܔ
情報ڛ・連携及びܔ発の推進 

事業実施 
検౾・実施 

 発の推進ܔ
情報ܔ・ڛ発の推進 

活⽤促進・
⾒直し 

活⽤促進・⾒直し 

活⽤促進・
⾒直し 

活⽤促進・⾒直し 
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3．観光の振興                        
 

・をֺしむことのできるϫΤώまͯりやまͯりをはじめ、໌⾏等の
߁、しています。また࠷କしてܩを活かした؏ޭまͯりをݱࣁชԿ・࢛ྼ
域的な؏ޭઑఽにより؏ޭٮのଁՅがਦられています。 

・⾃ષかなر地ۢでは、ύΫϱήやχρήϧϱをֺしむ๏ʓをはじめ、
ഩによりر地ۢならではの暮らしをֺしむ๏ʓの笑顔がᷕれています。 

 
 

˕豊かな⾃然と豊な歴史、⽂化資源を活かし、各観光資源やڎ点となる施設
を݃びつけることで、農業・林業・商業と連携した魅⼒ある観光のまちづく
りを進めます。 

˕ドッグランの経営や広域的な連携による観光振興を進め、ٮࠒをଁ加して
いきます。 

˕⾃然豊かな寄地ۢでは、ύイΫングやドッグラン、農ഩによる観光༢ٮを進
めていきます。 

 
˕松⽥町の観光推進体については、町観光協会をはͣめ、あしがら観光協会

など広域観光ݏで連携した観光振興に取り組んでいます。また、まつりで
の観光Ϛランティアูॄなども⾏っていますが、今後は年間を通ͣた観光Ϛ
ランティアの育成・ࢩԋを進めていく必要があります。 

˕松⽥町の観光資源として、࠹明࣋史公園の魅⼒発৶や地ݫ団体によるνケ
道などのύイΫングコースの整備、ドッグラン及びΩϓェのリόϗーシݻ⼭
ョン等に取り組み観光༢ٮを進めてきましたが、ύイΫングコース等にϢマ
ϑルが⽣ଋしているため、その対策が急ແとなっています。 

˕今後も、本町の⾃然や歴史、⽂化などを活かしつつ、観光資源と農林業や商
業との連携強化などを図っていくとともに、寄地ۢでの農ഩや松⽥地ۢでの
⺠ഩを促進することで地域の振興及び地域経済の活性化に取り組んでいく
必要があります。 

˕観光情報の発৶として、テレϑやインνーϋットを活⽤した情報発৶や、あ
しがら観光協会が作成した「るる あしがら」（ӵޢ版む）での広域的な
観光情報発৶などを⾏っていますが、国⼈観光ٮもଁ加ܑ向にあるため、
今後もさらなる情報発৶が求められています。 

 
  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

実現しञい
まちの来 
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ඨ⽬ 2018 年 2022 年

観光ਯ �28 য ��8 য

まつりのয消費推計પ ڭ 
�800 ਐ 

2  
1000 ਐ

 
⺠等の૽સ ・ரまつり等における運・ਭো⽀援 

⾏の૽સ ・広域的な観光推進体制のଡണ 
・観光情報の効果的な発信

  

⽬標標 

協働の取組 
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ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

௹かな⾃然と௹୕な歴史、⽂化資源を活かし、観光資源やುਡと
なる施設をलつけるऒとで、農業・林業・商業と連携したྟ⼒ある
観光のまちづくりを進ीまघ؛また、広域的な連携による観光ஷ௪を
進ी、োを増加していきまघ؛ 

⾃然௹かな寄地યでम、ハイय़ングやドッグラン、農泊による観光
誘を進ीていきまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

観光協会組௶ਘ化への
⽀援 

 
⺠ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ઁ域観光による観光
振興 

ঢ়બ団体
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ઁ域的組௶によるঁॖ
य़ングコー५・ฉన
の整備・持ఊሂ 

ๆ 
 

ঢ়બ団体 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

観光ランティアの育
成・⽀援 

 
⺠ 

観光協会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ຠの推進 
事業者 
⺠ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

೮安ઢཉの活⽤യ進 
事業者 
⺠ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ఞつయドॵグラン٭
ढ़ইェ（ふれあい
体ୡ施ਝ）の活⽤推進

事業者 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

新たな観光資源の発掘に取り組むとともに、現存घる資源の利活⽤
や保৸にா的に取り組んでまいりまघ؛ 

松⽥⼭からৄる୕⼭・⼤ਣ・ຢஉਗ⼭のବ౦や寄地યの௹かな
⾃然環境を活かし、まつりやロウバイまつりを開ಈघるऒとで観光
誘を推進घるとともに、松⽥ブランド認定品の充実をるऒとで地
域経済の活性化を促進しまघ؛ 

寄⾃然休ു੨管理センターや寄ロウバイ園を効果的に活⽤घるऒと
で、観光誘を推進घるとともに、地域経済の活性化を促進しまघ؛

  

施策① 観光推進体の充実

施策② 観光資源の活⽤と৫発

育成・ࢩԋ 
育成・ࢩԋ 

事業推進 
事業推進 

継続的なࢩԋ 

事業Ճ 
⾒直し 

事業のՃ・⾒直し 

指定管理者 
મ定 

あり⽅の
検౾ 

事業実施 
事業実施 指定管理者による事業推進 

体ݩプログラムのै実 

整備・ң持र 組৭・整備
⽅針等の

調整 

継続的な 
 ԋࢩ

整備・ң持
र 

事業実施 
事業実施 

事業推進 事業定着 
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取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

観光資源の発・活⽤ ঢ়બ団体
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

松⽥ブランド認定হ業
の推進  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

まつり等のૐ客ॖঋ
ント৫ಈ 

ঢ়બ団体
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ঁॖय़ングコー५・ฉ
నの整備・持ఊሂ 

 
ঢ়બ団体 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

খマঅঝৌ策の推進  
ঢ়બ団体 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ଵ৶७ンॱー等の活⽤
推進 

 
ঢ়બ団体 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ఞロक़ংॖୱ・ロक़ং
ॖまつりの活⽤推進 

 
ঢ়બ団体 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 テঞঅ等のওディアや VRFLDO QHWZRUNLQJ VHUYLFH（ＳۃＳ）による
്伝を進ीまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

テঞঅ等のওॹィアや
 を活⽤しञ്ۈۃۈ

 
ঢ়બ団体 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ઁ域的な観光്হ業 ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ব的な観光്হ業  
ঢ়બ団体 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

  

事業Ճ 
⾒直し 

事業のՃ・⾒直し 

ң持र 
ң持र 

事業Ճ 
⾒直し 

事業のՃ・⾒直し 

事業Ճ 
⾒直し 

事業のՃ・⾒直し 

指定管理者મ定 

施策③ 観光ੲਾ発ਦの充実

事業Ճ 
⾒直し 

事業のՃ・⾒直し 

事業実施 
事業実施 

事業Ճ 
⾒直し 

事業のՃ・⾒直し 

事業Ճ 
⾒直し 

事業のՃ・⾒直し 

事業実施 
事業実施 

事業Ճ 
⾒直し 

事業実施・⾒直し 
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4．ા者の৳૧                       
 

・φϧϔϩをາષに防ࢯするためのๅܔ、ڛ活ಊやਐۛな૮会が࠷
され、ভඇ者のஎࣟやқࣟが向しています。 

⽣機関が協⼒・連携することで安⼼したܐԿされ、関ک域的な૮体制も߁・
活が送れています。また、ৱϫηに向けた取組も⾏われています。 

 
 

˕豊かで安⼼した⽣活がૻれるよう、広域的な૮体をもとに、社会情の
ร化に伴うѳ質商๑によるトラブルやՏۯ੧求・੧求・インνーϋット
をղした消費者トラブルやඅ害に対Ԣした多様な消費者保護対策やৱロ
スݰࡡに向けた取組を進めます。 

 
˕消費者保護のため、広域連携による合同ߪԍ会を࠷するとともに、ܔ発パ

ンϓレットのഓා、安⼼ϟールや広報による振りࠒめٙ࠰情報のڛと意
などを⾏っていますが、消費者の意ࣟ向を促していくため、今後も消ً
費⽣活に関する情報のफॄとਟଐな発৶に取り組んでいく必要があります。 

˕消費者題の૮体としては、広域の協⼒によりೈଏณࢤの消費⽣活セン
νーで⾨スνッϓによる૮事業が⾏われています。今後もトラブルやۦ
情に対してਟଐに対Ԣできる体の強化が求められます。 

 
 

ඨ⽬ 2018 年 2022 年
啓発活動（講習会・ॳラシ等ଦഘ） 年ڭ 年ڭ
講習会等の参加者ਯ（松⽥参加যਯ） �0 য �0 য

 
 

⺠等の૽સ ・消費⽣活にঢ়घる講習会षの参加

⾏の૽સ ・消費⽣活活動にঢ়घる情報、ৼの実施、講習会
の開ಈや啓発

  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

⽬標標 

協働の取組 

実現しञい
まちの来 
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ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

⺠がੱして消費⽣活をଛれるよう、消費⽣活にঢ়घる情報のઽ
ૐやを充実させるとともに、消費者ਔの⾼いまちづくりに取り
組みまघ؛ 

消費者保૧のたीに講習会を開ಈし、消費者の保૧・指導を進ीま
घ؛また、消費者害やトラブルを然に防ૃघるたी、情報を
して消費者ਔの啓発を推進しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

・⾜෧上地ય 1  5
町と連携しञ講ಆ会の
৫ಈ 

ঢ়બਃঢ় 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

あ ん し ん ও ー ঝ ・ ઁ
ਾ・ঃンইঞॵト等に
よるੲਾ 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
事業者と消費者との間に⽣गたౙ情等に対し、ిજかつဌசな処理

のᓾᄑができるよう、ঢ়連ਃঢ়との連携のਘ化と広域的なৼ体制の
充実に取り組みまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

⾜෧上地ય 1  5 町と
連携しञઁ域的なৼ談
体の充実 

ঢ়બਃঢ় 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 

施策① ཟ発活動等の充実 

施策② ৼ談体の充実 

事業実施 

事業実施 
県・ଏณ地ۢ１５ࢤ町との連携によるߪ習会の実施 

 発の推進ܔ
情報ܔ、ڛ発の推進 

ଏณ地ۢ１５ࢤ町との連携による૮の実施 
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第４章 持続的に発展し、豊かな暮らしを育むまち（暮らし・基盤） 

【施策体௺】 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松⽥町版 SDGｓ 

⽬す०ーঝ 
町⺠ͫれもが暮らしやすい、ک㔺かͯ持କՆなまちづくりを促進
するまち 

 

 

  

持続的に発展し、 

௹かな暮らしを育むまち 

 ⽤ଅ地利 ڭ

 ओみ処理対策 ڲ

 新松⽥駅・松⽥駅周辺の整備 ڮ

ત的路ි（ব・・ୌ線）と گ
⽣活路 

 共交通ਁ ڰ

 住宅対策 ڱ

 事業 ڳ

 ・⽣活ൾ施設整備ৣ ڴ

6 
' 
G 
V
と 
の 
ঢ় 
બ 
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１．ଅ地ਹ⽤                        
 

・ࢤԿを促進する地域と⾃ષڧを保સする地域で、とϟϨύϨのある
ౖ地ཤ༽が、地域のಝをӀきड़し、ຌ町の༙するݺとຳ⼒をよりٍかせ
ています。 

の確保と、ଏณ地域のި通の要ॶとしてのωڧ住ڋ地では、࣯の⾼い֙ࢤ・
ʖθをಁまえたαϱϏέφετΡが形成されています。また、⼈からणけ
にۛいΨΠεηとしてのຳ⼒や機ݏࢤでは、ࢃいͫかな⾃ષと地ܩ
が⾼まっています。 

 
 

˕ଏณ地域の賑わいをݙ引していく駅周辺のまちづくりを着実に推進すると
ともに、未利⽤町有地やࢤ街化ۢ域等のۯき地、未利⽤地のմ消をめ、⺠
間事業者の活⼒などをし、住宅地等の༢を進め、計画的かつۅ的な
活⽤を図ります。 

˕地域の特性にଊしたまちづくりに取り組みつつ、⾃然をはͣめとする観光資
源は、保全・活⽤の⽅向性を定め、シンϚルとして持続するためにనਜ਼かつ
合理的な⼟地利⽤を推進します。 

 
˕ࢤ計画（線引き等）の⾒直しは、2016 年度に第 7 յ⾒直し（2025 年度ま

で）が྅しており、今後松⽥駅周辺のまちづくりを考ྂしながら第 8 յの
⾒直しに向けた検౾を進めていく必要があります。 

˕2017 年度には、寄 1 ൬地の町有地活⽤に向けた松⽥町特定地域⼟地利⽤計
画の⾒直しを実施しており、今後も松⽥町ࢤ計画マスνープラン�2017 年
3 ⽉策定�に則りつつ、状ڱのร化にԢͣた対Ԣを進めています。 

˕まちづくり条例に基づく住宅地発の促進・༢を進めており、ॺ⼦୫線
�町道 8�1、2�9 線�などの基盤整備を実施しています。今後も地権者やߺ
発事業主などへの理մと協⼒をより⼀求めていく必要があります。 

˕国⼟�地�調査については国ۜঁึށを活⽤し推進していますが、実施ҕ
がڳく整備྅にはかなり࣎間を要するため、引き続きྖ調査からౌ記に
 。る⼀連のサイクルをཱི֮し、着実に推進していく必要がありますࢺ

 
ඨ⽬ 2018 年 2022 年

বଅ（地ආ）৹ਪの実ౚ ����KD ����KD
 

 

⺠等の૽સ ・⺠間事業者・地ਥ者の理ੰ・協⼒や事業参画 
・⺠や駅利⽤者の事業षの理ੰ

⾏の૽સ ・৸で計画的な事業推進と情報発信 
  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

⽬標標 

協働の取組 

実現しञい
まちの来 



 

第４হʷ78 

第４章 持続的に発展し、豊かな暮らしを育むまち（暮らし・基盤） 

ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

まちのలਟ൸をらかにし、計画を定ीる指ଉとなる計画
マスタープランに基づき、地域特性とཎ⼒を発มさせる⽴地ిਫ化
計画を策定しつつ、新松⽥駅周辺整備基本計画等をઅൟしたిな
づくりに向けて、ਏにૢगたৄઉしをిਫな時期に⾏いまघ؛ 

また、計画ય域ਗにおいてम、良好な⾃然環境を保৸しつつも、
社会情િの化や地域ୖ等に対ૢし、特定地域ଅ地利⽤計画のৄઉ
しを進ीまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

計画�ਬき等�の
ৄઉし  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

松⽥町特定地域ଅ地ਹ
⽤計画のৄઉし  

     

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

住・定住を促進घる良好な住環境を確保घるたी、利⽤な有
地、住宅地、寄ڭ地等の有効活⽤や、新設・良をਏघる
 �1 ಀ線�かなん・中線�なनを整備し、利⽤地の活性化に取り
組みまघ؛事業म、有地等の利活⽤の推進とともに、⺠間活⼒の導
োなन、⺠ニー६に対ૢした新時৻のଅ地利⽤を進ीまघ؛ 

また、ిな街の形成をるたी、まちづくり条例に基づく良好な
開発事業の指導を実施しつつ、宅地開発に伴う路⽤地をசやか
に整備しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ଐな住୧地の整備・
യ進  

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

⾃然環境にଦൟしञ৫
発হ業のා  

     

町થ地等のਹ活⽤のയ
進 

事業者 
 

     

  

施策① 総合的なଅ地ਹ⽤の推進

施策② 新ৎ代に向けञா的なଅ地ਹ⽤の推進

⽤地整備 
道路後ୂ⽤地の整備 

継続 

૮・検౾・⾒直し等 ૮・検౾ 
⾒直し等 

線引き 
⾒直し 

ཱི地నਜ਼化計画策定 

まちづくり条例に基づく指 
指 

調査・ڂݜ・検౾・実施 

ࢤ計画⾒直し 

ཱི地నਜ਼化計画に基
づく⼟地利⽤の༢ 
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⽅ଉ・⽬標 বଅ�地ආ�৹ਪम、街化ય域�1�8KD�を年 �KD ங度৹ਪし、โ年、
登੶をവघるサイクルをಲ続的に推進しまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

বଅ�地ආ�৹ਪの推進  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

  

施策③ বଅ（地ආ）৹ਪの推進

ྖ調査等 
ྖ調査、Ԁལ、ౌ記 
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２．新松⽥駅・松⽥駅周辺の整備               
 

・松⽥Ӽೈबวの整備によりި通機がրવされ、ೈཤ༽者が安સでส
ཤにཤ༽できるڧが整っています。 

・松⽥Ӽबว整備が進められ、安સやཤสの向、⼼֙ࢤ地の活
Կ、ຳ⼒のड़等にͯながる施策がஊ的に⾏われています。 

 
 

˕駅周辺地ۢは、駅広場・道路等の基盤整備事業やࢤ計画度等のを
総合的に推進することによって、交通݃ઇ点としてのཱི地特性を活かした広
域的なݲ関としてのؽ能を⾼め、町の中⼼ࢤ街地としてؽࢤ能の向と
魅⼒の創出に取り組みます。 

 
˕新松⽥駅ೈでは部分的にڛ⽤を࢟していますが、⽤地交মがೋߦしてい

る部分があります。新松⽥駅・松⽥駅周辺の整備に関しては、町⺠からの期
ଶと要も⾼まっており、今後は、ೈだけでなくとの連携も図りなが
ら、駅周辺の⼀体的整備として推進していく必要があります。 

˕新松⽥駅周辺整備については、2016 年度に協٠会をཱིちげ整備の基
本⽅針を݀定し、現ࡑはさらなる基本構想・基本計画の検౾が進められてい
ます。整備実現に向けては地権者やة業等の理մ、協⼒、参画がՆܿなこ
とから、今後も೬り強くし合いを重整備推進に取り組んでいく必要があ
ります。 

 
 

ඨ⽬ 2018 年 2022 年
新松⽥駅南⼝駅前広場等整備事業の進
⎃૨ �0٫ 100٫ 

新松⽥駅北⼝周辺整備事業の進⎃૨（ਸ਼
1 期⼯事ী） 10٫ 100٫ 

 
 

⺠等の૽સ ・⺠間事業者の事業参画 
・⺠や駅利⽤者の事業षの理ੰ

⾏の૽સ ・৸で計画的な事業推進と情報発信 
  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

⽬標標 

協働の取組 

実現しञい
まちの来 
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ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
駅周辺整備として、北⼝駅前広場周辺の交通ਮをるたी、⼩⽥

ਉ⽅એの路線バスやタクシーを南⼝から発ାさせる広場を整備しつ
つ、ग़ঞベーターなनも時に整備घるऒとで利性を向上させまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

新松⽥駅વઠ駅前ઁ場
等整備  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

駅周辺整備として、南⼝駅前広場整備と共化施設�ગ開発অル�の整
備、౪ຕ場線ৣを௷けて駅前広場にᇽがる歩⾏者⽤南北連൪路、ગ
開発অルで୶घる೧にਊたる � ಀ線�ロマンス通り�の歩拡
்⼯事を整備しまघ؛ 

ਬき続き、ଶ上駅ༀल新松⽥駅の南北⾃通路�バリアフリー化を
அむ�、 � ಀ線�ロマンス通り�の拡்を計画し、「新松⽥駅周辺整
備基本計画」に基づき৸体整備計画をದઃ整備していきまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

新松⽥駅ਨઠ周辺整備  

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 イওー४ٹ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

施策① 新松⽥駅વઠ駅前ઁ場等整備হ業のയ進

施策② 新松⽥駅ਨઠ周辺整備のയ進

⽤地ഛफ・ݒ物ึঊ 駅広場整備⼯事 

ห強会・検౾会 
実施設計・⽤地交ম 広場整備 
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３．ત的ଡ଼ි（ব・・ୌ町）と⽣活ଡ଼     
 

進められてきた結果、ಕ࿑のཤสや安સ࣏ಕや町ಕのઅ・րྒྷ等がॳݟ・
がঅʓに向されています。สཤで安⼼してཤ༽できるಕ࿑の整備に向け、
 。କした取組が⾏われていますܩ

・౨໌⾼ଐಕ࿑は ���� 年の成を⽬ඬにۂࣆが進⾏しています。 
 

 
˕⽣活や産業活ಊをࢩえる道路づくりは、県道等の主要路線では֨րྒྷやϤ

ニバーサルυδインによるิ道の整備を進めるとともに、ྒྷ 間をۯࢤな
創造します。 

˕町道や⽣活道路は幹線道路整備との連携、ە急度・優先度を考ྂし、⽣活の
利ส性の向や安全性の֮保を推進します。 

 
˕県道については管理者である県への要を⾏っています。県道 711 ⽥ঘ）ߺ

原・松⽥線）については、-5 Ϊード下ۛのրྒྷが必要なため引き続き県に
要します。また、県道 72 については交ࠫ点րྒྷ等（松⽥・国ැ線）ߺ
を、県道 77 についてはਈ⼭ਈ社ۛのิ道設置、県道（松⽥・ฑ௫線）ߺ
710 ਈ）ߺ ・ೆਈ⼭線）についてはཱི⼭ڰۛの֨րྒྷを要しています。 

˕町道については、町道整備基本計画に基づき整備を推進しています。新設ր
ྒྷ路線については、୫線 �町道 8�1 ྅しており、町道線）がߺ 31 か�線ߺ
なんୖ・中線�については今後地域ઈ明会を実施する༩定です。今後もް
ི的に事業を推進していくために、権利者の⽅々の協⼒をਇ伪に要੧すると
ともに、ึঁۜの活⽤等による事業費の֮保を図る必要があります。 

ྌௗथໍ化計画に基づきॳ次ௗथໍ化及びଳਔ化に向け整備を進めていڰ˕
ます。これまで⼭ڰ・⼭ڰ・⽥代ڰで⼯事྅し、⼤ڰ࣋・ௗथڰ・ୖ
ڰ・மୖڰ・ඐୖڰで⼯事༩定となっています。事業費が⼤きいため財
源の֮保が必要となっています。ॉ⽂ڰ࣊については、成町とそのあり⽅
について検౾を࢟します。 

˕町道整備基本計画に基づき、ิ 道や道路Ԍいのۯ地等を利⽤したܲـにٵめ
るܞいの場の整備を進めるため、⽤地及び財源の֮保が必要となっています。 

 
ඨ⽬ 2018 年 2022 年

のએ（৸体）؟新設・拡்良等 �10��81 ㎡ �18�000 ㎡

 
 

⺠等の૽સ ・⺠（地ਥ者）の事業षの理ੰ
⾏の૽સ ・補助⾦等の確保と情報発信

  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

⽬標標 

協働の取組 

実現しञい
まちの来 



 

第４হʷ83 

第４章 持続的に発展し、豊かな暮らしを育むまち（暮らし・基盤） 

ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

基盤としての路整備を促進し、交通ਏに対ૢした路計
画・整備についてঢ়બਃঢ়と৹整घるとともに、駅周辺整備計画に
गて౪ຕ場線ৣを૯घる �11 ಀ線�⼩⽥ਉ松⽥線�の路拡்
良なनをにਏしまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

関બਃ関にৌするா
的なਏ活動の実施  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

்৩が⼩な路の拡்なनを進ीるとともに路の維持の充実を
り、৸性・利性を備इた路の整備を進ीまघ؛また、定住化
の促進や利⽤地の活性化のたीにਏとなる新設良路線について
計画的な整備を進ीまघ؛ଶᅡについてम、ଶᅡ⻑ํ୵化ఊሂ計画
�2011 年 � া策定�に基づき、ಲ続的に⻑ํ୵化やິ൜化を計画的に実
施していきまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

町等の率的・果
的な整備  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ଶᅡの率的・果的
な持ଵ৶  

     

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
駅周辺整備計画において、歩整備ल路ปいの空地等を利⽤し

てਞೄに休ीるህいの場を整備घるऒとで、⽣活環境の向上に取り組
みまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

⽣活環境を向上させる
నষ૬間のન৳  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

  

施策① ଡ଼ිの整備 

施策② 町・⽣活ଡ଼の整備യ進、ଶᅡの計画的な持ଵ৶ 

ң持ึर 
町道ң持ึर、道路新設րྒྷ 

 ྌң持ึरڰ
ң持ึर 

施策③ న整備びএॣॵトঃーク等の整備によるనষ૬間のન৳

調整・要
関ؽܐ関への調整・要活ಊ 

事業の推進 
事業推進 
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第４章 持続的に発展し、豊かな暮らしを育むまち（暮らし・基盤） 

４．ਁ共ઐৢ                        
 

・ঙ⼦⾼齢Կの進⾏にい、ޮ共ި通のωʖθが⾼まるなか、̐Ӽʤ松⽥
Ӽ・松⽥Ӽʥのཤ༽は、Ӽबว整備が整うことでଁՅし、Ӽ߁からଏณ
地域๎ࣻ状にするώηやνέεʖのϋρφϭʖέがң持されています。 

し、誰もがཤ༽しやすい地域ިٶや健康にഓқしたたなި通घஊがڧ・
通ϋρφϭʖέが充実しています。 

 
 

˕公共交通のै実・֮保を図るため、魅⼒あるまちづくりとด⾏して公共交通
的に働きかけ、ঘ⽥急線等の運⾏体のै実と運⾏สの֨ैを図ۅ関にؽ
ります。 

˕路線バス運⾏体のң持や交通ओ者等への対策と同࣎に、新たな交通⼿段の
環境を調査・分ੵ・実⾏し、公共交通サーϑスの向に取り組みます。 

 
˕ర道運⾏体については、県ర道༎ૻ⼒ଁ強促進会٠やాޜ場線利活⽤推進

協٠会等においてԌ線活性化やర道事業者への要੧等を協٠し取りまとめ
を⾏っています。2018 年度から新松⽥駅のトイレրरが実施されましたが、
現状としてঘ⽥急線新松⽥駅と̡̩ాޜ場線松⽥駅は利⽤者がݰ少のܑ向
にあり、公共交通網ң持のためにも利⽤ଁ加を働きかけていく必要がありま
す。 

˕バス路線については、地域公共交通会٠を通ͣて路線のң持等についての協
٠を⾏っています。バス利⽤ིがݰ少していることもあり、2017 年度に
สとなりましたが、実施にあたっては住⺠アンケーݰ急যೈバスの路線が࢞
トや地域ઈ明会の࠷などで利⽤者にご理մいただくよう取り組みました。
今後はバス利⽤を促進するために、合バスの運⾏や通学バス定期ঁ成、
⾼齢者バス定期ঁ成を推進していく必要があります。 

˕ࠞ強く要のあった駅のバスଶ合・ܞٵ所を 2018 年度から設しました。
今後はより利⽤しやすい運営を⾏っていく必要があります。 

 
ඨ⽬ 2018 年 2022 年

新松⽥駅を発ାघるバス௺統ਯ �� �� 
寄地યषのバス運⾏本ਯ（ڭౝ間ਊた
り؟༼୮） 22� 2�0 

新松⽥駅・松⽥駅駅のロマンスカー
本ਯ 

�1 � � 
休�1 � 8 

�1 � 8
休�1 �10

 
⺠等の૽સ ・ਁ共交通ਃঢ়のா的な利⽤

⾏の૽સ ・ਁ共交通ਃঢ়षのਏ・৹整 
・ਁ共交通ਃঢ়の利⽤促進

  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

⽬標標 

協働の取組 

実現しञい
まちの来 
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第４章 持続的に発展し、豊かな暮らしを育むまち（暮らし・基盤） 

ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

新松⽥駅・松⽥駅が、⺠のみならङଌ෧地域のਏな交通ುਡで
あり続けるたीに、ள利⽤者が増加घるようなྟ⼒的な施策を展開
घるとともに、と連携してள事業者ष運⾏時間の延⻑や、ロ
マンスカー（ふगさんಀ）をमगीとघる本ਯの増加をಲ続的に
ਏして、利性を⾼ीまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ளহ業者へのਏの
ಲ続  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

駅前からのઐৢ案内等
の充実 

事業者 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

バス路線の確保・維持ल利性向上のたी、バス交通主ਏگ施策
�ଭ়バス運⾏事業・通学バス定期ଊ助成事業・⾼齢者バス定期ଊ助成
事業�を推進घるとともに、路線の整備拡充や運⾏本ਯの増等をঢ়બ
ਃঢ়にா的にਏしまघ؛ 

また、環境等にଦൟした持続可能な動⼿段としてのバスの有⽤性
や、⾼齢者や障がい児・障がい者がスムー६にଭりఋりできるような
ノンステップバス等、যにやさしいバスषのજり౹इ促進を事業者ष
働きかけまघ؛ 

なお、ਏにૢगてバス・タクシー事業者、地域住⺠の⽅رともৼ
した上で、有効な交通施策に取り組んでいきまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ଡ଼ং५のઈষ持ৌ
策の推進 

事業者 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

果的なઐৢ施策の推
進と新ञなઐৢ施策の
推進 

⺠ 
事業者 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

  

施策① ளઈষ体の充実

施策② ং५ઐৢ等の充実 

実施 
⾒直し 

町ಢ⾃の交通政策の実施・⾒直し 

要活ಊ 
関ܐ⾃治体と連携した継続的な要活ಊ 

Ҍ内・ؽܞٵ能の運営 

国⼈対Ԣ
施設整備 

駅周辺整備
にܐるҌ内
等のؽ能֮
保検౾ 

Ҍ内等運営 
 ౾能検ؽ

要・調整 
継続的な要・調整 
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第４章 持続的に発展し、豊かな暮らしを育むまち（暮らし・基盤） 

５．住୧ৌ策                        
 

・⺠ؔによる⾃ષと共⽣した⼀ۢժあたりにゆとりある地が進み、ώϨ
ΠϓϨʖ住やηϜʖφύΤη等࣯の⾼い住がଁえ、まちづくりড়ྭのも
とྒྷな住ڧが形成されています。また、⺠ؔ活⼒をしてݒઅ・؇ཀྵ
ӣӨする町Ө住等の取組により、ఈ住・ঙ⼦Կଲ策がਦられるなど、誰も
が暮らしやすい安સ・安⼼の住ڧが整う「まち」になっています。 

 
 

˕ई地・町有地にݒ設されټ化した町営住宅のҢ・ॄ༁化、ई地のศؒ、
ศؒ地の⺠間による宅地発や町有地の活⽤を進めます。また、少⼦⾼齢化
の進⾏と⼈ݰ少社会の౺来を⾒ੀえ、社会題化しているۯきՊの利活⽤
を進めると同࣎に、地域特性を活かした対Ԣを進めます。 

 
˕町営住宅については、ଳ⽤年਼を経գしたものからॳ次մ体を進めています。

現ࡑ、場地ۢ住宅と町Բ地ۢ住宅について̧̝̠⼿๑による事業を進⾏中
ですが、Ңଵのଁ加によるึਜ਼༩ࢋの対Ԣが必要となっています。 

˕住宅取ಚに対して、住宅取ಚ促進ওྯۜ・⺠間ୁ住宅Պึঁۜ・್ଵ
同居等ࢩԋওྯۜを交しています。今後は広報等による度周எとともに、
町へのҢ住につながるよう町への情報発৶についても進めていく必要が
あります。 

な住宅地の༢に向けては、まちづくり条例に基づくనਜ਼な༢を継続ྒྷ˕
するなかで、造成地周辺の⼟地利⽤なども考ྂした指を実施していますが、
費⽤的なや࣎間的༁などの理༟により交মがೋߦすることもあり、引き
続き協⼒をಚられるような༢にཻ意していく必要があります。 

Պۯ、地等の現地֮、所有者調査ۯ・ՊۯきՊ等の対策として、町内のۯ˕
バンク等を実施しています。今後も継続的に現地֮を実施し⾃治会や⺠間
業者と連携を図りながら実ସのߍ新作業を進めます。また、ۯՊの居住س
者とಊ産業者・所有者とのマッοングをࢩԋし、定住促進に取り組んでい
きます。 

 
ඨ⽬ 2018 年 2022 年

松⽥まちづくり条例による住宅・宅地
開発の誘導実 

開発事業 
 年ط੯ڰ

開発事業 
年ط੯ڰ

 

⺠等の૽સ ・⺠間事業者の事業参画 
・⺠や地ਥ者の事業षの理ੰ

⾏の૽સ ・৸で計画的な事業推進と情報発信 
  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

⽬標標 

協働の取組 

実現しञい
まちの来 
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第４章 持続的に発展し、豊かな暮らしを育むまち（暮らし・基盤） 

ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

利⽤有地についてిਫな保৸管理を実施घるとともに、ິ൜性
の無いഠᄺ化した住宅についてम、ো者のにしੰ体、整
地を⾏い、地利⽤の検討を⾏うに⽀障とならないよう保৸管理を
実施しまघ؛ 

松⽥まちづくり条例に基づき宅地開発に対घるిਫな指導、助
をಲ続的に⾏い、良好な住環境の形成に取り組み、ਂిજな開発事業
が発⽣した場়म、まちづくり審議会に৹ਪ・審議させたうइでిਫ
な指導をりまघ؛ 

定住化につながる定住促進制度をா的に実施していくとともに、
内の空家等の実ଙをཔしながら空家の利活⽤を進ीていきまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ഠᄺ化しञ町住୧の
ੰ体  

     

⺠間等による町住୧
ஔの৹ਪ・ଢ଼  

 
 

    

住୧取੭യ進হ業の推
進び新度のଢ଼・
実ষ・周ੴ 

事業者 
 

     

⺠間住୧の૦ਝയ進、
ଐな住୧୧地৫発の
ා 

 
     

૬ੇ૬地のਹ活⽤ 
⺠ 

事業者 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

   
 
 
 
 

૬ੇ等取りശし 
ਚ有者 
ঢ়બ者 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

  

施策① 住୧の整備 

指 
 ݶঁ

まちづくり条例に基づく指・ঁݶ 

ୂ居となった住宅のմ体 

⺠間事業者との連携・検౾ ニーθの 
Ѵ 

連携・検౾ 

町ಢ⾃の事業の実施・⾒直し 実施・ 
⾒直し 

 調査・所有者意向֮ڱ地の状ۯՊۯ
ౌ・֮

所有者への指・取りշしの検౾ 指 
検౾ 

度の 
構 

 地バンクౌ・マッοングの実施ۯՊۯ
ౌ・実施
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第４章 持続的に発展し、豊かな暮らしを育むまち（暮らし・基盤） 

�．ओみ૪৶ৌ策                       
 

・ഉؼの̩̑ӣಊの推進・分พ・ഋड़ཊ制が進み、ݱࣁの༙ް活༽とഉؼ
のྖݰԿがਦられています。また、߁域ʤ� ࢤ � 町ʥで͟みॴཀྵ施અ整備が
進められています。 

 
 

˕չనな⽣活環境の१環ܗ社会に向けて、限られた資源の有ް活⽤とߍなるご
みྖݰ化を進め、町⺠、事業者、町が⼀体となって連携を強化し、分別յफ
と資源յफ等のリサイクルのబఊを図ります。 

 
˕ごみのྖݰ化と利活⽤に向けて、分別නやफॄΩレンξー、広報等による周

எや意ࣟの向を⾏っていますが、ғ然として未分別のごみが⾒णけられる
ため、引き続き分別の周எబఊを⾏っていく必要があります。 

˕資源ごみのリサイクルについては、町でのफॄに加え、団体活ಊにより定期
的な資源物のյफが実施されています。資源յफ団体へのึঁ度も⾏って
いますが、引き続き活ಊの推進に向けて広報等によるܔ発が必要です。 

 
 

ඨ⽬ 2018 年 2022 年
ओみ৸体に対घる資源ओみのસ় 28� �0�
に家൦からൾলघるओみのڭযがڭ
処ী 8�0J 820J 

 
 

 

⺠等の૽સ 
・ओみのীશ 
・ओみの化 
・資源ओみઽ

⾏の૽સ 
・တཫ⾦・⼿ਯમの交付 
・補助⾦の交付 
・ઽしたओみのઽૐ・処理場षのဦো 

  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

⽬標標 

協働の取組 

実現しञい
まちの来 
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第４章 持続的に発展し、豊かな暮らしを育むまち（暮らし・基盤） 

ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 ઽૐカঞンॲーやীશのଦഘ、่ഝ設઼等により、ओみのীશの
周ੴलਔの向上を進ी、ओみの化やગ資源化を進ीまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ओみのী別ઽૐの推進  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

জ१ॖクঝ活動੮体へ
のஃ成  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

  

施策① ओみઽૐ・૪৶ৌ策

事業推進 
事業の推進 

事業推進 
事業の推進 
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第４章 持続的に発展し、豊かな暮らしを育むまち（暮らし・基盤） 

�．হ業                         
 

・松⽥町ਭಕϑζϥϱにخづき、ਭಕ施અのܯժ的なߍが⾏われるとともに、
ໃମなܨඇのݰࡡとਭݱࣁの༙ްཤ༽をਦっています。 

 
 

˕町⺠のչనな暮らしをࢩえ、いつでも安⼼してӁめる⽔の安定ڇڛを⾏うた
め、地ਔ等の災害に強いライϓラインとして、施設のߍ新整備を計画的に進
めます。 

˕経営の健全化を図るため事業・事ແのްི的なࣧ⾏にめ、新たなफ体
の構を進めます。また、࢘⽤ྋफのݰ少と、今後もߍに進む⽔道施設の
 。のバランスを⾒ੀえた経営の健全化に取り組みますࢩ新費⽤に対するफߍ

 
˕⽔道事業については、松⽥町⽔道ϑジョンに基づき、今後もټ管のා設

えや基幹管路のଳਔ化事業等、計画的な整備を推進していく必要があります。 
˕いつでも安⼼してӁめる⽔質をң持できるよう、⽔質管理計画に基づき継続

的な検査を実施します。 
˕寄؈ҝ⽔道事業については、2018 年度に施設ߍ新計画を策定し、֚計画

を基に整備を推進する必要があります。 
˕地域の⽔道を持続し安全な⽔が将来にわたり安定的にڇڛされるよう、⽔道

事業運営৻٠会を࠷し、ྋۜ⾒直しなどを৻٠していく必要があります。 
 
 

ඨ⽬ 2018 年 2022 年
上૨ ���8� 100�

 
 

⺠等の૽સ ・තਔの向上

⾏の૽સ ・経の健৸化 
・施設のິ൜化・計画的な整備ಌ新

  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

⽬標標 

協働の取組 

実現しञい
まちの来 
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第４章 持続的に発展し、豊かな暮らしを育むまち（暮らし・基盤） 

ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 ഠᄺ管のഘ設౹इや基ୌ管路のິ൜化事業を進ीまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ஔଵのഘਝ౹इと施
ਝのಌ新・整備  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

質ଵ৶計画に基づく
質ଵ৶  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 گ年からڱ年ओとにમ⾦体௺をஅी経計画を⽴て、経の健৸化
をりまघ؛০の寄ලಔ事業の検討を⾏ढていきまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ઞ⽤મిਫ化のਫ਼
ୈ  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

経の健全化  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

  

施策① 施ਝ整備と持ଵ৶の充実

施策② 経の健全化 

整備・促進 
事業の整備・促進 

 新・整備ߍ
計画的なߍ新・整備 

検査実施 
⽔質検査の実施 

健全化推進 
経営の健全化の推進 
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第４章 持続的に発展し、豊かな暮らしを育むまち（暮らし・基盤） 

�．ৣ・⽣活ൾ施ਝ整備                 
 

・Ծਭಕ整備ٶۂࣆびر地ۢの合ญॴཀྵԿ૩施અの整備ۂࣆが促進され、⽣
活ڧが向しています。 

 
 

˕公共下⽔道処理ۢ域においては、事業計画に基づき事ແのްི化を図り、事
業運営にة業性を発ضした経営基盤の強化を進めるとともに、処理ۢ域の
寄地ۢでは、合ญ処理化૩の設置ดびに、నਜ਼なң持管理の促進を図るこ
とで、河川の⽔質保全、⽣活環境の向を進めます。 

 
˕下⽔道整備事業については、2020 年度までに下⽔道経営基本計画を策定す

るとともに、計画的にྋۜ⾒直しを実施していきます。 
˕公共下⽔道未ં続ଵについては、ં続の害要Ҿを分ੵするとともに、⽣

活環境や⽔環境のからの下⽔道の必要性を周எするなど及ܔ発を進め
ていく必要があります。 

˕寄地ۢでは合ญ処理化૩の整備計画を策定し、⽣活排⽔のనਜ਼な処理に取
り組む必要があります。 

 
 

ඨ⽬ 2018 年 2022 年
ৣ整備૨（松⽥地ય） 8���� �����
ຸ化ૺਯ（松⽥地ય） ���2� ૺ ����� ૺ
়ಡ処理ཱི化ဓ整備世帯（寄地ય） 1�� 世帯 1�� 世帯

 
 

⺠等の૽સ ・ৣषのம続（松⽥地ય） 
・়ಡ処理ཱི化ဓषのૡఌ（寄地ય） 

⾏の૽સ 

・ৣ経基本計画の策定 
・ৣம続世帯षの啓発 
・寄地ય়ಡ処理ཱི化ဓ整備世帯षの啓発・整備

費補助⾦の交付 
・়ಡ処理ཱི化ဓ維持管理補助⾦の交付 

  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

⽬標標 

協働の取組 

実現しञい
まちの来 



 

第４হʷ93 

第４章 持続的に発展し、豊かな暮らしを育むまち（暮らし・基盤） 

ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 ਁ共ৣ事業計画ય域の整備をりながら、ৣषのம続を促
しまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ৣহ業の推進とம
続യ進  

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 ়ಡ処理ཱི化ဓ整備計画を策定し、整備世帯षの啓発を進ी
補助⾦を交付し、ૡఌを促しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

合ಡ૪৶ཱི化ဓ整備の
推進  

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

施策① ਁ共ৣহ業の推進

施策② ⽣活ൾ૪৶の推進

及・ܔ発 
計画の及・ܔ発 

事業促進 
経営計画の実施・事業の促進 

⽔源環境保全調査җ 

 ྋの⾒直し⽤࢘
推進 
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第５章 ⾃然と共⽣し、安全・安⼼な環境を育むまち（⾃然・環境） 

 

第５章 ⾃然と共⽣し、安全・安⼼な環境を育むまち（⾃然・環境） 

【施策体௺】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
松⽥町版 SDGｓ 

⽬す०ーঝ 
⾃ષの保સٶび持କՆなཤ༽と安સ・安⼼な暮らしの共⽣を促進
するまち 

 

 

  

⾃然と共⽣し、৸・ੱ

な環境を育むまち 

 ⽤然環境の保৸・活⾃ ڭ

 ⼭ఖਆ・ෛ防・治 ڮ

 ବ観 گ

ڰ ਁ園・地 

 消防・ ڱ

 防災対策 ڲ

 防犯対策 ڳ

 交通৸対策 ڴ

6 
' 
G 
V
と 
の 
ঢ় 
બ 
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第５章 ⾃然と共⽣し、安全・安⼼な環境を育むまち（⾃然・環境） 

1．⾃然環境の৳全・活⽤                   
 

・ඔしい⾃ષڧがܩটされ、ଡくのՊఋでଢཇޭుなど࠸⽣ՆΦϋϩά
ʖがཤ༽されています。また、町಼でΦαΩʖをよくݡかけるようになって
います。 

सの機会がଁえ、ઇుなどΦϋ活ಊにଡくのՊఋが取り組Ξでいまָڧ・
す。 

 
 

˕松⽥町の優れた⾃然環境を次代に継承していくため、⾃然༟来による࠸⽣Ն
能エϋルάーの活⽤等による१環ܗ社会の形成に向けたۅ的な取組を推
進します。また環境題に対する⼀⼈ひとりの意ࣟを⾼めるため、及活ಊ
の推進に取り組むほか、ごみのポイࣼて防ࢯ等のマナーやϠラルの向、
๑౦ؼ防ࢯ対策に取り組み、環境にやさしいまちづくりを進めます。 

 
˕ഉؼ物の๑౦ؼについては、県及びܱࡱと連携を図りながらパトロール等

を⾏っていますが、今後も引き続き防ࢯに向けた取組が必要です。また、ठ
川統⼀ඔ化ΫャンϘーンや୰ୖ⼤⼭クリーンΫャンϘーンについては、参
加者がݰ少ܑ向にあるため、⾃治会・各種団体・ة業・Ϛランティアとの連
携や P5 強化を進める必要があります。 

˕公共施設におけるԻ࣪ް果Ϊスのཊを推進するため、2016 年度に地域Ի
ஈ化対策実⾏計画を策定するとともに、ࢴたちの⽣活において、エϋ・ఁ
ોܗのへのഛ・サーϑスの利⽤など、地ځԻஈ化対策に資する「ݣ
いમ」をしていこうという取組、「クールοョイス」を推進してきました。
住宅⽤ଢཇ光発ుシステム設置に対しては、2016 年度に設置費ึঁ度を
֨ैしましたが、設置を推進するために度の P5 及び֨ैの検౾を進める
必要があります。また、࠸⽣Ն能エϋルάーの策として、寄地ۢにおけ
る⽊質バイオマスエϋルάー活⽤による地域づくり及び条例定に向けた
取組を進める必要があります。 

˕とみどりいっͼい事業では、அ等を設置しඔ化意ࣟの向を図るととも
に、地域の⾃主的な活ಊのࢩԋを⾏っており、ࢩԋの継続が求められます。 

 
ඨ⽬ 2018 年 2022 年

環境化運動षの参加者ਯ �00 য ��0 য
 
 

⺠等の૽સ 
・クールॳョイス事業षの取組・理ੰ 
・⽊質バイオマスग़ॿルॠーの活⽤ 
・環境化活動षの参加

⾏の૽સ ・補助⾦の交付 
・計画推進

  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

⽬標標 

協働の取組 

実現しञい
まちの来 
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第５章 ⾃然と共⽣し、安全・安⼼な環境を育むまち（⾃然・環境） 

ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

ఀಣ物のਂ১ಣに対し、ঢ়બਃঢ়との連携による防ૃ体制を進ी
まघ؛⺠の環境化ਔの向上をるたी、⾃治会・ர団体・੫
業やボランティア等との連携による地域एるみの環境化を進ीま
घ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ਂ১ಣঃトローঝ
びઽの実施  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ඣᄔਆଁ化य़কン
ঌーン・ື⼤クজ
ーンय़কンঌーン等に
よるཟ発・の推進

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

地ૉആ化対策実⾏計画に基づきആ室効果ガスのൾলをచし、
資源やग़ॿルॠーを⼤જにघるまちづくりを推進घるたीに、ગ⽣可
能ग़ॿルॠーの利活⽤を推進しまघ؛また、クールॳョイス事業等の
啓発活動を推進घるとともに、住宅⽤୬഻光発ਗ਼システムの設઼に対
घる補助等、যまたम事業者に対घる補助制度の充実をりまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

地域ആ化ৌ策実ষ計
画の推進  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

住୧⽤୬഻光発ਗ਼シ५
テムਝ置の推進  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

質ংॖड़マ५হ業化
の推進（ગൕ） 

 
バイオマ
ス協議会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

クーঝॳョॖ५の推進  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

  

施策① 環境の৳全や化ઈ動への連携づくり

施策② 環境ৌ策

事業実施 
事業の実施 

及ܔ発 
及ܔ発の推進 

事業実施 
事業の実施 

計画推進 
計画の推進 

設置推進 
設置の推進 

事業推進 
事業の検౾・実施 

計画策定 
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第５章 ⾃然と共⽣し、安全・安⼼な環境を育むまち（⾃然・環境） 

 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
街地のਁ共⽤地や、⾃治会で管理しているᄎᆽਚを活⽤し、

を活かしたうるおいのある⽣活環境をলघるऒとにより、⺠の
ਔの向上をりまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

୨とみनりいढरいহ
業 

事業者 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

  

施策③ ୨とみनりづくりのയ進

事業実施 
事業の実施 
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第５章 ⾃然と共⽣し、安全・安⼼な環境を育むまち（⾃然・環境） 

2．ఖਆ・ෛଆ・                     
 

・Ցઔや防・ࢃ࣑施અの整備やనなң持؇ཀྵが進められ、ਭ֒やౖ੶ླྀ等
から⽣ໍ、ࢊࡔを守る機が向しています。また、ঘՑઔ・ਭ࿑のրरに
よりਐۛな⽣活ڧの向がਦられています。 

 
 

˕安全でうるおいのある河川ۯ間を創造し、治⽔ؽ能とともに⾃然環境を踏ま
えた河川施設整備を県に要します。 

˕⼟੶流等によるඅ害を防ࢯするため、砂防施設、治⼭施設の計画的な整備及
び河川環境整備の推進を県に要します。 

˕ঘ河川、⽔路の点検、整備を図り、ؽ能の向に取り組みます。 
 
˕現ࡑ、川Խ川については河জ整理を実施中であり、⼤ୖについてはԅఇ⼯事

を施⼯中です。மୖ川については護؝整備が྅しています。ۛ年河川内に
ध⽊が܊⽣しており、߿ӏ࣎に流⽊によりᷕ⽔するڬれがあるため、河川内
の整備を県に引き続き要していますが、河川内のエリアも広く、限られた
༩ࢋ内での整備となり、あまり進んでいないことが課題です。 

˕ঘ河川・⽔路の点検については、ึरが必要な所がଚࡑする場合について
ң持ึर等を実施しています。今後は主要な通河川についても優先ॳ位を
つけ、ॳ次点検を実施するとともに、ึरが必要な所については༩ࢋの֮
保をしていく必要があります。 

 
 
 

ඨ⽬ 2018 年 2022 年
ఖਆ・ෛ防・治⼭施設の整備लఖਆ内
の環境整備に対घるਏᆽਚの整備૨ 100� 100� 

 
 

⺠等の૽સ ・⽤地取੭に伴う事業षの協⼒ 
・⽣活環境向上に向けた路等の化活動 

⾏の૽સ ・施設管理者षのಲ続ਏ・৹整
  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

⽬標標 

協働の取組 

実現しञい
まちの来 
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第５章 ⾃然と共⽣し、安全・安⼼な環境を育むまち（⾃然・環境） 

ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 ఖਆ等内の環境整備を施設管理者षಲ続ਏ、৹整を実施し৸
ੱな環境整備に取り組みまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

にৌするா的なਏ
と地域との৹整  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 ⼩ఖਆについてम定期的なਡ検を実施し、ఖਆの૾யをཔし、整
備ਏᆽਚについてम優先ದਜ਼を付けて整備を推進していきまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

点ਫ਼や計画的な整備・
推進  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

  

施策① ఖਆ・ෛଆ・施ਝの整備

施策② ৵ఖਆ・ଡ଼の点ਫ਼・整備

整備推進 
計画的な整備推進 

要・調整 
継続要・調整 
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第５章 ⾃然と共⽣し、安全・安⼼な環境を育むまち（⾃然・環境） 

3．ବ観                          
 

・ຳ⼒的なまちดみやܢ؏の形成に向けて、町・町⺠・ۂࣆ者等が⼀体となっ
て、各ʓがܢ؏に߫ݛしていくというқࣟが⾼まり、ྒྷなܢ؏の保સや形
成に向けた取組が進められています。 

 
 

˕必要にԢͣて景観計画のۢ域や景観重要公共施設等�構造物・ध⽊�の指定を
図りながら、ྒྷな景観の形成・保全を図ります。 

 
な景観の整備・保全に向けては、景観⾏政団体へのҢ⾏も検౾しましたྒྷ˕

が、現ࡑはまちづくり条例に基づくనਜ਼指⽰として⾏っています。今後は、
景観の整備・保全に関する指指針等も検౾していく必要があります。 

˕まちづくり協定については、⼤ٸ࣋地いきいき活ಊクラブと協定がగ݃され、
環境ඔ化、৪ࡁ活ಊなどが実施されているほか、寄地ۢの⾃治会でも町道Ԍ
いのנり等を実施しています。しかし、新たな団体との協定にはࢺってお
らͥ、地ۢ計画やݒ協定についても⼟地に対する限が発⽣する地権者等
の⾃ঁ⼒になる部分が多くۅ的な推進までにはࢺっていない状ڱであ
り、今後も引き続き協定等によるྒྷなまちดみのң持形成を働きかけてい
く必要があります。 

 
 
 

ඨ⽬ 2018 年 2022 年
ବ観⾏の取組૾ய ৹ਪ検討開 条例ਫ

 
 

 

⺠等の૽સ ・まちづくり団体の参画 
・⺠や地ਥ者の事業षの理ੰ

⾏の૽સ ・৸で計画的な事業推進と情報発信 
  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

⽬標標 

協働の取組 

実現しञい
まちの来 
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第５章 ⾃然と共⽣し、安全・安⼼な環境を育むまち（⾃然・環境） 

ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
ବ観上、ਏとなるਁ共施設等のଡୗ物のऺか⽊等の保৸に対し、

ਏにૢगて松⽥まちづくり条例のৄઉし、指導指ଉ等を定ीなが
ら良好なବ観の保৸、形成に取り組みまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ବ観の整備・৳全  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 地域の特性にૢग、計画的な街地やまちధみの形成や⽀援を進ी
まघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

地ય計画、まちづくり
協定、૦ണ協定の⽀援  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

  

施策① ବ観ষの推進 

施策② 魅⼒的なまちధみの整備

協定ࢩԋ 
まちづくり協定等のࢩԋ 

条例ր定 
調査・検౾ 
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第５章 ⾃然と共⽣し、安全・安⼼な環境を育むまち（⾃然・環境） 

4．ਁୱ・地                        
 

・ޮԄやࣉಒ༣Ԅ地の施અや༣۫がܯժ的に整備、ң持؇ཀྵされており、ͫれ
もがਐۛに、ޮԄをཤ༽できるڧが整備されています。また、ྚԿ活ಊを
通じてྚԿқࣟの⾼༴がਦられ、町⺠やϚϧϱτΡΠ体、⺠ؔۂة等と連
携したྚԿۂࣆやޮԄのң持؇ཀྵなどの取組が⾏われています。 

 
 

˕町⺠がܲـに利⽤し、幼児、ঘ・中学⽣、⾼齢者のコミュニティの形成や健
康づくりのଁ進など多様なニーθに対Ԣする公園や児童༣園地の༣具整備
とң持管理にめます。また、町⺠の緑化意ࣟを⾼めるため、広報ࢶやϙー
ムϘージによるܔ発のほか、町のध「」の৪ࡁ等の事業を推進します。 

 
˕ࢤ公園やそのଠの公園が 11 Ω所、児童༣園地は 8 Ω所あり、地域住⺠の

治会とともに公園利⽤者のマナー向を図るとと⾃ݫいの場所として、地ܞ
もに、༣具等のң持管理を計画的に⾏っていく必要があります。 

˕町のध「」の৪ࡁ等緑化事業については、৪ࡁのูॄを⾏い町⺠の緑化意
ࣟの⾼༴と推進を図っています。 

ʕ⼦どものؙでは「わらべうた」や「伝承教࣪」、⾃然ؙではلઇにԢͣた⾃
然体ݩϟニューの࠴ߪを࠷しています。今後も多くの町⺠が広く参加でき
るよう、新たな࠴ߪや教࣪を࠷していきます。また、ฑീ公園全体の中
で指定管理者度の検౾を⾏います。 

˕松⽥⼭ύーブΪーυンは現ࡑ直営でң持管理を⾏っていますが、今後、指定
管理者度に向けて、फࢩの࣊ࠉ化に向けて課題を整理していく必要が
あります。 

˕るさとర道はシルバー⼈ࡒセンνーにҗしң持管理を⾏っています。今
後は、レールやऄྈ等のଳ⽤年਼や消等を考ྂして、計画的なߍ新と
ฑീ公園全体の中で指定管理者度の検౾を⾏います。 

˕パークβルϓ場は広い年齢がֺしめる施設として町⺠の健康ଁ進に寄
与しています。今後も、利⽤者のଁ加や施設整備など計画的なߍ新を図って
いく必要があります。また、ң持管理については、指定管理者度を継続し
て⾏っていきます。 

˕ฑീ公園ளऄ場は、指定管理者度に合わͦて、ΰートࣞளऄ場ؽփ
の設置を検౾していく必要があります。 

 
  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

実現しञい
まちの来 
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ඨ⽬ 2018 年 2022 年
⺠ڭযਊたりのਁ園・地એ 18 ⋻ 1� ⋻
の「」のᄎ本ਯ 1�0�0 本 1�200 本

 
 

 

⺠等の૽સ ・ਁ園の維持管理 
・ਁ園内の化活動षのா的な参加 

⾏の૽સ 
・ਁ園内の維持管理にঢ়घる啓発 
・ਁ園内の維持管理にঢ়घる⺠、ボランティア団体、

⺠間੫業等の活動
  

⽬標標 

協働の取組 
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ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

ਁ園や児ญฉ園地のฉの整備म、世৻の利⽤ニー६をઅइたಌ
新や維持管理を⾏い、⺠のコミュニティ形成や健康の維持増進に対
ૢしまघ؛また、ਁ園म世৻が交を育み地域活動に்広く利⽤さ
れるよう、⺠のா的な協⼒による維持管理を進ीまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ਁୱ・児童ฉୱ地等の
ฉ整備・持ଵ৶ 

⾃治会 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

の「」のᄎなन化事業を推進し、またਁ園や児ญฉ園地
にᄎされているम、齢をઅൟしながら計画的なइ౹इや延୵
ೈ઼に取り組みまघ؛化に対घる⺠のਔを⾼ीるたी、ਁ園の
ిજな維持管理を⾏い、広報やームঌー४で周ੴを⾏いまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

化意の⾼๐・「」
のᄎ等の推進 

ボランテ
ィア団体 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

  

施策① ਁୱ等の整備・持ଵ৶

施策② 化意の⾼๐と化の推進

緑化推進 
緑化事業の推進 

༣具整備 
ң持管理 

༣具整備・ң持管理の実施 

のࡁの৪
推進 

のࡁの৪
推進 
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⽅ଉ・⽬標 

⼦नものตとୗ⼒を௹かに育てる⽂化環境の充実をりながら、
伝統⽂化や⽂化活動を拡充しまघ؛また、⼦नもの館で開ಈघる講座
についても利⽤者からアンॣートを実施し、利⽤者のニー६のཔを
進ीまघ؛また、新たな伝承⽂化のボランティアの൳ૐや育成を⾏い、
講座や教室の開ಈを⾏いまघ؛০मਧഒਁ園৸体の中で利⽤サー
অスの向上や管理業ਜの効૨化を⾏うたी、指定管理者制度導োなन
の検討を⾏い、新たな発୳によるૐをりながら、ਧഒਁ園৸体
の活性化を⽬指しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

नものைのਹ⽤യ進 
ボランテ
ィア団体 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

松⽥にଋढている⾃然のྟ⼒について、ഠ男⼥をਖわङ、世
৻の⺠に広く周ੴしまघ؛⾃然館で開ಈघる講座についてもঢ়બ者
や利⽤者からアンॣートを実施し、利⽤者のニー६のཔを進ीまघ؛
また、ボランティアなन൳りながら、林や⾃然ガイドの育成を⾏い、
講座や教室の開ಈを⾏いまघ؛০मਧഒਁ園৸体の中で利⽤サー
অスの向上や管理業ਜの効૨化をるたी、指定管理者制度導োなन
の検討を⾏い、新たな発୳によるૐをりながら、ਧഒਁ園৸体
の活性化を⽬指しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

⾃然ைのਹ⽤യ進 
ボランテ
ィア団体 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

施策③ नものைの活動の推進

教࣪・࠴ߪ
の࠷ アンケート

の実施 

施策④ ⾃然ைの活動の推進

アンケート
の実施 

アンケート
後の࠴ߪ・
教࣪の࠷ 

教࣪・࠴ߪ
の࠷ 

アンケート
後の࠴ߪ・
教࣪の࠷ 

教࣪・࠴ߪ
の࠷ 

教࣪・࠴ߪ
の࠷ アンケート

の実施 
アンケート

の実施 

教࣪・࠴ߪ
の࠷ 

教࣪・࠴ߪ
の࠷ 

アンケート
後の࠴ߪ・
教࣪の࠷ 

アンケート
後の࠴ߪ・
教࣪の࠷ 

伝承⽂化Ϛランティアのู ・ॄ育成

ਁ林・⾃然Ϊイド等の育成 
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⽅ଉ・⽬標 

ハーブ館・ハーブガーデンम、ઉにより維持管理を⾏ढていまघ؛
০मボランティアなन൳りながら、ガーデンのൃ࿘りのボランティ
アの育成を⾏いまघ؛また、ਧഒਁ園৸体の中で利⽤サーঅスの向
上や管理業ਜの効૨化をるたी、指定管理者制度導োなनの検討を
⾏い、新たな発୳によるૐをりながら、ਧഒਁ園৸体の活性化
を⽬指しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

松⽥ঁーブफ़ーॹン
活⽤യ進 

 
ঢ়બ団体 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

ふるさとளの維持管理म、シルバーয౫センターに維持管理
をしていまघが、০मਧഒਁ園৸体の中で利⽤サーঅスの向上や
管理業ਜの効૨化をるたी、指定管理者制度導োなनの検討を⾏い、
新たな発୳によるૐをりながら、ਧഒਁ園৸体の活性化を⽬指
しまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ふるさとள活⽤യ進  
ঢ়બ団体 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

パーク०ルフ場म、ਬき続き指定管理者制度導োによる維持管理を
⾏うとともに、利⽤サーঅスの向上や管理業ਜの効૨化を⾏い、新た
な発୳によるૐをढていきまघ؛また、18 ール化に向けて、ব
やの補助事業を活⽤しながら計画的な整備を⽬指しまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ঃーク०ঝই場活⽤യ
進 

 
ঢ়બ団体 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

1� ーঝ化に向けथ
の৹ਪ・ଢ଼ 

 
ঢ়બ団体 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

  

施策⋋ 松⽥ঁーブफ़ーॹンのଵ৶

ң持管理 
指定管理者によるң持管理 指定管理者

મ定 

施策⋌ ふるさとளの持ଵ৶

ң持管理 
ң持管理 

施策⋍ ঃーク०ঝই場の持ଵ৶

指定管理者
度の

検౾ 

 
調査・ڂݜ 

ң持管理 
指定管理者によるң持管理 指定管理者

મ定 
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5．ଆ・                        
 

ࡄໝԿし、町⺠の安⼼・安સωʖθが⾼まる、地域防وがଡ༹Կ・֒ࡄ・
の要であるভ防、ި通指ୄ、⾃主防ࡄ会、ভ防̦̙、ঘ⽥ࢤݬভ防ຌ
෨等がਟଐ、的確に⼀؛となって֒ࡄ等にଲ応することにより、町⺠の安
⼼・安સが保障されています。 

 
 

˕消防団ҽを֮保するために、消防団のૹ備・施設のै実強化、処۲のրવ、
消防団への理մ及び参加の促進を図るため、⾃治会への協⼒を促進します。 

 
˕消防については、広域化後５年が経գする中で、৮ҽの૮ݥഁޕ実施や消防

団への各種܉࿇、会٠等での意⾒交などにより、⽇ࠔからືな連携を図っ
ています。設備等に関しては、消防団٩所のݒえや消防⾃ಊऄのߍ新など
を進めています。今後は、第 6 分団、第 8 分団の٩所ݒえや第 5 分団、第
6・7 分団の消防⾃ಊऄߍ新が必要になるほか、防災⾏政ໃ線も 2021 年度の
υジνル化での運⽤࢟に向けて取組を進めています。また、ฑ⽇の⽇中に
活ಊに参加できる団ҽ਼がଏする地域があるため、ؽ能別消防団ҽ度を
推進していく必要があります。 

発・広ܔϙームϘージのほか、消防団による、ࢶ物Ւ災̎を⽬指し、広報ݒ˕
報活ಊを実施しており、今後も引き続き防Ւ意ࣟのܔ発や住宅⽤Ւ災報எح
の設置促進などに取り組んでいく必要があります。 

 
 

ඨ⽬ 2018 年 2022 年
⾃動体ਗૄ動ஓ（$('）設઼ਯ 2�  2� 
消防団৩ਯ 128 1�0 
ਃ能શ消防団৩ਯ 0 2� 

 
 

⺠等の૽સ ・消防の連携ਘ化 
・ఛౌ災防運動

⾏の૽સ ・消防団と⼩⽥ਉ消防本との連携 
・防ౌਔの啓発、ౌ災報ஓの設઼促進 

  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

⽬標標 

協働の取組 

実現しञい
まちの来 
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ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

消防団৩の確保やธಫ、教育にா的に取り組みまघ؛また、ິ൜
性のある消防団൵ਚषの⽴て౹इとਃ能性に優れた消防⾃動षのಌ
新を計画的に推進しまघ؛ 

⼤ૠெな災害に備इ、ๆৼ൩のૢ援体制の充実・ਘ化を進ीると
ともに⼩⽥ਉ消防本との連携をりまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ଆの連携ਘ化 
ঢ়બਃঢ় 
ঢ়બ 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ଆ੮൵ਚの૦౹इ  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ଆ⾃動のಌ新  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 ଆ ੮ ৩ の ન ৳ ・ ธ
ಫ・教育  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

町ଆ಼ষ૮のॹジ
ॱঝ化  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ਃ ચ 別  ଆ ੮ ৩ の ન
৳・ธಫ・教育  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 ⺠に対し、ౌ災防運動にঢ়घる防ౌ防災ਔの啓発を進ीまघ؛
住宅⽤ౌ災報のଫ期設઼を促進しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ଆౌ意のཟ発 ঢ়બਃঢ় 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

住୧⽤ౌ಼ਾஓのਝ
置യ進 

ঢ়બਃঢ় 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

  

施策① ଆ組௶・体の充実

施策② ౌ಼ଆの推進 

設置促進 
広報 

設置促進、ϙームϘージによる広報 

֮保・܉
࿇・教育 

֮保・܉࿇・教育 

連携強化 
連携の強化 

 

６分団 
 新ߍ

֮保・܉
࿇・教育 

֮保・܉࿇・教育 

運⽤ 
 新・設置ߍ

 
６分団٩所 
設計・ݒえ

検౾ ８分団٩所 
設計 

5 分団 
Ն൘ポンプ 
⾃ಊऄߍ新 

運⽤ 

広報 
ϙームϘージによる広報 

設置 
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�．ଆ಼ৌ策                        
 

・町⺠⼀⼈ͽとりが「⾃らの地域とਐ体の安સは⾃らが守る」というཀྵ೨にخ
づき、ೖࠔより⾃主的に「ࡄݰ活ಊ」に取り組Ξでおり、各⾃主防ࡄ会でも、
қཋ的に防ࡄ活ಊに取り組み、࣎֒ࡄに必要なを߬・ߍしています。 

・住⺠の๏の֒ࡄๅఽୣ体制をߍし、ඈೋ६備・⾼齢者等ඈೋ࢟、ඈ
ೋࠄש、ඈೋ指ࣖのஇخ६を整備しすことによりඅ֒を࠹ঘݸにཻめま
す。また、松⽥町ଳਔրर促進ܯժにخづきݒのଳਔԿがঅʓに進Ξで
おり、安સ・安⼼なまちづくりが૱合的に整備されています。 

 
 

˕災害࣎に必要なৱྒや物等の整備を図るとともに、⾃主的な防災・ݰ災活
ಊの及・ܔ発にめ、防災に関するߪԍ会などを࠷することで、災害に
強いまちづくりを推進します。 

 
˕多発する⾃然災害等に対Ԣするため、2018 年度に地域防災計画をրఙし、

さらなる防災体のै実を図っています。また、防災協定についても協定内
容の֮と⾒直しを進め、新たな協定のగ݃を推進していく必要があります。 

˕⾃主防災組৭については、防災教育ݜर会の実施や、活ಊの⼿引きとなるマ
ニュアル作りをࢩԋするなど地域での育成を進めるとともに、町や消防団等
と連携の取れた防災܉࿇の実施により連ཙ・ࢩԋ体を整備し、⾼齢者や障
がい児者等のಂげஙれを防ぐため、伝達⽅๑等を検౾する必要があります。 

˕防災施設の整備については、υジνル化する防災⾏政ໃ線を有ްに活⽤し、
A, 等を利⽤するなど新たな⼿段をڂݜしていく必要があります。防災備ட
をඈೋ所等に計画的にഓ備し、災害࣎の⽣活に対Ԣするとともに、町内に
あるҬރについて、災害࣎に地域の⽣活⽤⽔を֮保するためҬރ所有者の同
意をಚて֮保していく必要があります。 

˕災害に強いまちづくりとして、2015 年度に策定したଳਔրर促進計画（計
画期間ʁ2020 年度まで 6 年間�に基づき、⽊造住宅ଳਔਏ断・րरや⽣֠設
置の推進に向けたึঁ等を⾏っています。広報活ಊ等によりঁ成度の周எ
っておらࢺ的な活⽤まではۅෝ担などもあり⼈ݺ、発を図っていますがܔ
ͥ、引き続き安全・安⼼なまちづくりに向けた度活⽤をݼびかけていく必
要があります。 

˕ඈೋ所については、災害の種ྪによりրめて⾒直しが必要であるため、⾏政
だけでなく、⾃治会ௗの代න者で構成するҗҽ会等で様々な意⾒をいただい
たうえで検౾する必要があります。また、ਈ川県とۛྣࢤ町とで、地域を
ӿえた広域ඈೋについても検౾します。 

  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

実現しञい
まちの来 
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ඨ⽬ 2018 年 2022 年

防災ธಫषの参加者ਯ 1�80� য ���00 য
⽊ୗ住宅ິ൜൧の活⽤実 ྸ計 1� ੯ 2� ੯
あんしんওール登ஈ੯ਯ 2���0 য 2��1� য
災害協定ഁ੯ਯ �� ੯ �� ੯

 
 

 

⺠等の૽સ 
・防災協定のഁ 
・⾃主防災組織षの参加 
・制度の理ੰと活⽤

⾏の૽સ 
・協定のഁ 
・有事षの備等 
・৸で計画的な事業推進と情報発信 

  

⽬標標 

協働の取組 
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第５章 ⾃然と共⽣し、安全・安⼼な環境を育むまち（⾃然・環境） 

ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 地域防災計画に基づき、防災対策を進ीまघ؛ 
⾃主防災組織の充実をり、जの活動を⽀援しまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

地域ଆ಼計画のৄઉし  
     

関બਃ関との連携ਘ化
と新ञなଆ಼協定のഁ
 

ঢ়બਃঢ়
 

     

ரマニュアঝの整備 
⺠ 

⾃治会 
 

     

 
 
 

⽅ଉ・⽬標 広報活動や防災ธಫの実施等を⾏い、⾃主防災組織の防災⼒の向上
をりまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ଆ಼ธಫの実施 
⺠ 

ঢ়બਃঢ়
 

     

⾃主ଆ಼組௶の育成・
⽀援 

⺠ 
ঢ়બਃঢ়

 

     

地域での⾼齢者や૩
児者の಼૩ৎೂ等の
⽀援 

⺠ 
 

     

 

  

施策① ଆ಼体の充実 

施策② ⾃主ଆ಼組௶⼒の向上

内容の⾒直し 
計画実施・内容の⾒直し 

内容の⾒直し 
計画の策定・内容の⾒直し 

実施・
Ճ・րવ 

実施・Ճ・րવ 

 र会実施ݜ
防災教育やݜर会の実施 

整備 
整備・連ཙ体等の整備 

గ݃・調整 
గ݃・連携強化に伴う調整 
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第５章 ⾃然と共⽣し、安全・安⼼な環境を育むまち（⾃然・環境） 

 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

ਫ確でဌசな情報伝ができるよう、防災⾏情報設備等の施
設整備を進ीまघ؛ 

松⽥⼩学校建て౹इに伴い、ິ൜性ฅဓの設઼や、⽣活⽤のた
ीの੩ૺの確保に取り組みまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ଆ಼ষੲਾਝ備
等の整備  

     

ଆ಼備品の整備 ⺠ 
 

     

⽣活⽤⽤੩ૺのન৳ ⺠ 
 

     

ິ൜性ฅဓの整備 ⺠ 
 

     

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
建物のശを防एたी、ິ൜ఊ促進計画により、建物のິ൜化を

進ीまघ؛また、⽊ୗ住宅のິ൜൧लິ൜ఊの促進をり
つつ、൜災時におけるブロックሸのശ防ૃ等を推進しまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ິ൜ఊയ進計画の推
進  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ୗ住୧ິ൜൧の推
進  

     

⽣ซਝ置の推進  
     

ୗ住୧ິ൜൧ఊ
の推進  

     

ૢ૫度ਖ਼定、
ୗ住୧ິ൜実ਜ者のః
ஈの推進 

 
     

  

施策④ ಼૩にਘいまちづくりの推進

計画ր定 

施策③ ଆ಼施ਝ整備等の推進

ึঁ 
ଳਔਏ断費ึঁ 

ึঁ 
⽣֠設置ওྯึঁ 

ึঁ 
ଳਔਏ断րरึঁ 

協定ࢩԋ 
及ܔ発活ಊ 

利⽤促進 
あんしんϟール 

及びύδードマップの活⽤促進 

備ட 
物・ৱྋ備ட 

計画・設置
計画・設置 

事業推進 
事業推進 
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第５章 ⾃然と共⽣し、安全・安⼼な環境を育むまち（⾃然・環境） 

�．ଆಬৌ策                         
 

・各地域では⾃主防൞活ಊ体が߁ๅやϏφϫʖϩなど活に活ಊし、༰ࣉ、
さߑ守りが実施されています。防൞ଲ策のϋρφϭʖέがݡಒ、⽣ైのࣉ
れており、町⺠の防൞にଲするқࣟ⾼༴と防൞⼒の向がਦられ、൞ࡓの
⽣਼݇がঙなく安સ安⼼を実״できるまちになっています。 

・൞ࡓ等防ࢯのための防൞Ωϟϧのઅや防൞等の整備が進み、ؔでも安
સに通⾏できます。 

 
 

˕防犯Ωϟラ等の設置、整備を進めるとともに、町と松⽥ܱࡱॼ、各地ۢの⾃
主防犯活ಊ団体と連携を図り、ۅ的に防犯活ಊの取組を実施します。また、
町内における⾃主防犯活ಊ団体について、幼児、ঘ・中学⽣のౌ下校を中⼼
に⾒յっていただき、防犯対策の強化を推進します。 

 
˕防犯体としては、ܱ により地域防࠷र会等のݜや࠴ߪと連携した防犯ࡱ

犯組৭の育成・ࢩԋを⾏っています。各防犯Ϛランティア同࢞で情報交を
しながら定期的に防犯パトロールを実施しているほか、あんしんϟール等で
災害情報や৻者情報等をڛし、事故や犯ࡓからの未然防ࢯに取り組んで
います。今後も防犯体の強化・ܔ発を進め、地域の犯ࡓཊࢯ⼒や安全性を
⾼めていく必要があります。 

˕安全な環境づくりとして、通学路を中⼼に防犯Ωϟラの設置については、地
域要やܱࡱとの調整により設置場所を݀定し、計画的な設置を⾏っており
ます。また、防犯の設置についても、発業者と連携し、新たに設置する
よう取り組みを図っています。今後も、こうした設備のң持管理を⾏うとと
もに、地域やܱࡱからの情報を基に、οラシのഓාや防犯パトロールなどに
よる意ًを⾏っていく必要があります。 

 
ඨ⽬ 2018 年 2022 年

犯発⽣੯ਯ 80 ੯ �2 ੯
防犯ボランティア団体 12 団体 12 団体
防犯カওラ設઼੯ਯ �  1� 

 
 

⺠等の૽સ ・⾃主防犯活動団体等との連携、情報共有 
⾏の૽સ ・়会議の開ಈ

  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

⽬標標 

協働の取組 

実現しञい
まちの来 
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第５章 ⾃然と共⽣し、安全・安⼼な環境を育むまち（⾃然・環境） 

ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

や⾃主防犯活動団体、⾃治会、जののঢ়બਃঢ়と連携し、防
犯講座の開ಈ、パトロールによる防犯体制のਘ化をるとともに、情
報発信についてもா的に進ीまघ؛ 

ஒ年のశ⾏を防ૃघるたी、学校、家൦、地域との連携を進ीま
घ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

地域ଆಬ組௶の育成・
⽀援 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ଆಬঃトローঝの定期
的な実施 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

あんしんওーঝ・ਾ
૮・ઁਾ・ঃンইঞ
ॵト等によるੲਾ発ਦ

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 ఽ間の犯を然に防ૃघるたी、防犯ྩの維持管理をるととも
に、⽣活空間での犯૫ᆽਚのਡ検लିਔᄁକを進ीまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ଆಬྩの持ଵ৶  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ଆಬढ़ওラਝ置・持
ଵ৶  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

  

施策① ଆಬ体のਘ化・ཟ発

施策② 安全な環境づくりの推進

育成 
 ԋࢩ

育成・ࢩԋ 

実施 
定期的に実施 

情報発৶ 
情報発৶ 

設置・ң持
管理 

設置・ң持管理 

ң持管理 
点検 

ң持管理・点検 
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�．ઐৢ安全ৌ策                       
 

・ި通安સ施અ・ಕ࿑րྒྷ・ิಕ整備が進み、ཤ༽者にやさしいި通ڧが整
備されބࣆ防ࢯଲ策が進ṁされます。 

・ި通安સگ育のٶ、ಕ࿑ল等の整備がॳ࣏進められてきた結果、町સ
体が安સで安⼼な住みよい町となっています。 

 
 

˕幼児、ঘ・中学⽣、⾼齢者を中⼼に交通安全教育の推進、交通安全意ࣟの
及・ܔ発、交通安全運ಊを推進します。 

˕交通安全施設の整備等交通事故防ࢯ対策を進めます。 
 
˕交通のݧثな所については、Ωーブミラーや道路ল明、ۢ画線等の設

置を進めています。今後はこうした交通安全施設・設備のң持管理が必要と
なってきます。 

˕交通安全思想の及に向けて、ౌ 園指やঘ中学校での⾃ऄのり⽅指
など、⼦ども向けの活ಊを実施していますが、今後は⾼齢者向けの交通安全
教育も推進していく必要があります。また、交通事故防ࢯ運ಊ期間中には交
通指ୄによる広報活ಊや街ಆでのݼびかけ、広報ࢶへの掲ࡎを⾏っている
ほか、交通安全総ぐるみ⼤会でのܔ発活ಊを実施しており、今後もこうした
及ܔ発を推進していく必要があります。 

˕交通安全に関する主体的活ಊについては、交通指ୄҽの⾼齢化が進んでい
るため、後継者の加促進が課題となっています。また、交通安全指ҽの
度がなくなったため、交通安全⾒गり業ແをシルバー⼈ࡒセンνーにҗ
し実施しています。 

˕交通事故අ害者へのࢩԋについては、広報ࢶやϙームϘージ、暮らしのΪイ
ドへの掲ࡎ等で引き続き周எをしています。 

 
 

ඨ⽬ 2018 年 2022 年
交通事発⽣੯ਯ �� ੯ 2� ੯

 
 

⺠等の૽સ ・幼児・児ญ・⽣െ、ल⾼齢者における交通৸教育
の推進

⾏の૽સ ・幼児の歩⾏ธಫや児ญの⾃ૡのଭり⽅、の৸運
ૡについての指導

  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

⽬標標 

協働の取組 

実現しञい
まちの来 
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第５章 ⾃然と共⽣し、安全・安⼼な環境を育むまち（⾃然・環境） 

ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
૫なᆽਚにカーブミラー・路සྩ・ય画線等を設઼し、さら

に歩⾏者・⾃ૡ利⽤者の保૧をਡとして、ಸに交通の৸を確
保घるਏのある路について交通৸施設等の整備を推進しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ઐৢ安全施ਝとઐৢ環
境の整備  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
幼児から⾼齢者まで⽣涯にわたढて、家൦、学校、地域、場एる

みで交通৸教育・対策が⼀貫して⾏われるようঢ়બਃঢ়、団体等ৼ
൩の連携をਘ化しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

்ઁいಽへのઐৢ安全
教育の充実 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ઐৢ安全ઈ動等をৢग
ञઁਾ活動の充実 

ঢ়બ団体 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
交通指導の協⼒により、交通৸活動をா的に展開घるととも

に、૫ᆽਚにम交通整理৩をଦ઼、また地域の防犯ボランティアに
協⼒いたटき৸確保に取り組みまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ઐৢの活動⽀援  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ઐৢ整৶৩のଦ置  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

  

施策① ઐৢ安全施ਝとઐৢ環境の整備・推進

施策② ઐৢ安全思୳のජೲ

事業実施 
事業の実施 

事業推進 
通学路交通安全対策事業の推進 

実施・Ճ 
・րવ 

実施・Ճ・րવ 

施策③ ઐৢ安全に関する主体的活動の推進

ഓ置・ 
⾒直し 

ഓ置・⾒直し 

活ಊࢩԋ 
活ಊࢩԋ 
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⽅ଉ・⽬標 
交通事によりମ体的、ಖઋ的、経済的にも⼤きな害をਭけてい

る害者लఔの⽀援を進ीるたी、交通災害ৄ⾦制度の利⽤を
促進しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ઐৢহ૩者⽀援  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 

施策④ ઐৢহ૩者等への⽀援

事業実施 
事業の実施 
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第６章 みんなで協⼒し、みんなの⼒を育むまち（実現⼿段） 
 

【施策体௺】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
松⽥町版 SDGｓ 

⽬す०ーঝ 
ๅ共༙、ࢂՅ、協働・連携協⼒により、町⺠と⾏政が⼀体となっ
て持କՆなまちづくりを促進するまち 

 

 

  

みんなで協⼒し、 

みんなの⼒を育むまち 

 地域コミュニティと⾃治の育成 ڭ

 オール松⽥で協働のまちづくり ڮ

 যਥ・男⼥共参画・⼥性活躍 گ

 運⾏ ڰ

 財運 ڱ

 広域⾏・ব交 ڲ

6 
' 
G 
V
と 
の 
ঢ় 
બ 
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第６章 みんなで協⼒し、みんなの⼒を育むまち（実現⼿段） 

1．地域コミュニティと⾃の育成               
 

・地域と⾏政が⼀体となり地域αϝϣωτΡ活ಊを推進することにより、地域
ॄ会施અをཤ༽したおணのؔ活ಊをする地域がଁՅしています。また、地域
಼では⾃主的にଡझଡ༹な⾏ࣆやۂࣆがఴされています。 

 
 

˕地域内で意⾒を出し合い、⼀⼈ひとりが地域の課題の整理や将来展等を考
えていけるよう、⾃治会要を的֮にѴし地域のコミュニティ活ಊを推進
します。また、地域での⾃主的活ಊが⼀活発化し、地域コミュニティの中
⼼として⾃ཱིした組৭となるようࢩԋを⾏います。 

 
˕地域のコミュニティ施設の整備として、ټ化している各地域ॄ会施設につ

いて優先ॳ位を݀め⾃治会と調整を⾏ったで整備を進めており、୫ރ地域
ॄ会施設は国のึঁۜを活⽤し、ղ護༩防・⽣活ࢩԋڎ点施設と⼀体化した
施設としてݒ設されました。今後は、ݒ設࣎期が同࣎期の施設について、న
な優先ॳ位づけと༩֮ࢋ保を⾏っていく必要があります。 

˕多くの⾃治会では、担い⼿ଏが課題となっており、⾃治会ۢ域の࠸編や地
域コミュニティ活ಊ交ۜ度の⾒直しもめ、地域コミュニティのあり⽅
について、⾃治会ௗ連ཙ協٠会とともに、ڂݜ・検౾し、⾃治会活ಊをࢩԋ
していく必要があります。 

 
 

ඨ⽬ 2018 年 2022 年
⾃治会षの加ো૨ ��� ��٫ 

 
 

 

⺠等の૽સ ・⾃主活動のಲ続・拡⼤ 
・団体間連携の確⽴

⾏の૽સ ・啓発、情報発信
  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

⽬標標 

協働の取組 

実現しञい
まちの来 
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第６章 みんなで協⼒し、みんなの⼒を育むまち（実現⼿段） 

ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

地域のコミュニティ活動の場である地域ૐ会施設म、टೣਮ �0 年
৻に建てられた施設がଋり、ິ൜補ਘम⼀通りവしたが、ഠᄺ化に
よるఊ理म年ৄرまれるたी、⾃治会のਏを౷まइ、計画的に整
備しまघ؛ 

また、⾃治会加ো૨の維持・向上をるたी、ૡো⼿続き時におい
て⾃治会活動の周ੴ活動を実施しまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

計画的な地域ૐ会施ਝ
の૦ਝ  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

地域ૐ会施ਝ等をਹ⽤
しञ福祉活動等の展৫  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
⾃治会加ো૨の維持・向上をるたी、ૡো⼿続き時において⾃治

会活動の周ੴ活動を実施しまघ؛また、⾃治会のిਫଦ઼について統
ఀ়をஅी検討し実施に向けて取り組みまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

活動੮体の育成・⽀援  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

⾃会ગ編の⽀援  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

⾃会৩担ਊ度  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

地域コミュニティのあ
り⽅のਫ਼ୈ・ੲਾ発ਦ  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

地域コミュニティ活動
ઐહস度の充実  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

  

施策① コミュニティ施ਝの活⽤と活動の活性化

施策② コミュニティ活動にৌする⽀援

 ౾ԋ・検ࢩ
⾃治会活ಊのࢩԋ、ࢩԋ⽅๑の検౾ 

 ౾ԋ・検ࢩ
⾃治会活ಊのࢩԋ、ࢩԋ⽅๑の検౾ 

 ԋࢩ
担による⾃治会ࢩԋ 

 ౾ԋ・検ࢩ
⾃治会活ಊのࢩԋ、ࢩԋ⽅๑の検౾ 

及ܔ発 
活ಊにܐる施設利⽤の及ܔ発 

施設のݒ設 
計画的な地域ॄ会施設のݒ設 

 ౾編検࠸
 ԋࢩ・

 ԋࢩ・౾編検࠸に基づきߍ構成のร⼈

 実施⾏ࢾ
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第６章 みんなで協⼒し、みんなの⼒を育むまち（実現⼿段） 

2．ड़ーঝ松⽥で協働のまちづくり               
 

・町⺠・٠会・⾏政のすべての主体が、Ѭ町⼼と地域づくりのқཋにあふれ、
協働ʤ連携・協⼒ʥのまちづくりが進められています。 

ଉݬࢀの「協働ʤ連携・協⼒ʥ」「Յࢂ」ຌড়ྭにおける「ๅ共༙」خ࣑⾃・
にخづき、՟ୌがմ݀され、ް果・ްི的でηϒʖχ״のあるまちづくりが
ఴされています。 

・,&7ʤ,QIRUPDWLRQ DQG &RPPXQLFDWLRQ 7HFKQRORJ\�ๅఽୣٗढ़ʥや ,27
ʤ,QWHUQHW 2I 7KLQJV�Ϡόのϱνʖϋρφʥをཤ༽したまちづくりで⾏政
からのਟଐなๅఽୣやݺ⼈に応じたๅڛ・共༙が進められています。 

 
 

˕「情報共有」〜情報は公からۅ的な公නへとをҢし、࣎代にଊした有
ްなഖ体によりڛし、また、ࠛ会や出࠴ߪ等で⽅向（地域・⾏政）
の共有を図ります。 

˕「参加」〜まちづくりに「やりがい」をͣ״るような事業や、参加しやすい
 。組みづくりに取り組みます

˕「協働（連携・協⼒）」〜すべての主体が、連携・協⼒でき、૮ް果がಚ
られるスΫームを構します。 

 
˕松⽥町⾃治基本条例は、2016 年度から⾃治基本条例策定৻٠会を࠷し、

16 յにわたる৻٠を経て、2017 年度に定され 2018 年 10 ⽉から施⾏され
ています。今後は、協働理೨の及と具体的な実ભ⼿段の構が求められて
います。 

˕町⺠参加ؽ会のै実に向けて、2014 年度から地域࠴会を実施しており、
地域のを取するとともに、住⺠と町ௗとの直ં的な対の場としてཱི֮
してきていますが、参加者のݽ定化とݰ少が課題となっており、組みの⾒
直しが求められています。 

˕町の重要施策や計画の策定等に関してはパブリックコϟントを実施してい
ます。広く意⾒を寄ͦていただけるよう、広報ࢶはもとよりϙームϘージ
や S1S などでも意⾒をणけけられる組みとしていますが、実施基६が
明ྐでなく、寄ͦられる意⾒਼も少ないため、今後は実施⽅๑の検౾やルー
ルづくりなどを進めていく必要があります。 

˕町⺠からの意⾒やを求める場として、2017 年度から「町ௗへの⼿ࢶ」
度を࢟したほか、ϙームϘージから所定のϓΧーマットでいつでも意⾒を
णけられるよう環境を整備しています。今後も町⺠がܲـに参加・協働で
きる組みづくりを進めていく必要があります。 

  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

実現しञい
まちの来 
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第６章 みんなで協⼒し、みんなの⼒を育むまち（実現⼿段） 

 
ඨ⽬ 2018 年 2022 年

情報共有の⼿段・ਃ会の ームঌー४、 
ਗ਼⼦ওール、616 

ームঌー४、 
ਗ਼⼦ওール、

616、会議のਁ開
参加、協働（連携・協⼒）のਃ会
の パブリックコওント、

⻑षの⼿、 
⺠༦会 

パブリックコওント、
⻑षの⼿、
⺠༦会、 
ল前講座、 

⽣涯学習য財バンク、
住⺠制度

 
 

⺠等の૽સ ・まちづくり活動षの参加・協⼒

⾏の૽સ ・審議会運 
・財⽀援ल広報活動

  

⽬標標 

協働の取組 
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第６章 みんなで協⼒し、みんなの⼒を育むまち（実現⼿段） 

ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

2018 年に施⾏した⾃治基本条例のگਉಋ（情報共有・参加・協働）
に基づき、まちづくりを推進しまघ؛ 

ਁૄサイトやＳۃＳ等を通ग、⺠のニー६に໌した情報共有のல
組みをਘ化घるとともに、ၴもがまちづくりषの⾼いモॳベーション
を持ち、参画しやघくなる新たなスय़ームをଡണしまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

⾃基মに基づく
まちづくりの推進 

⺠ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ੲਾ共થの推進 ⺠ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

参加、協働・連携協⼒
の推進 

⺠ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

施策① 協働のまちづくりの推進

推進 会٠の公 

推進 
町ௗへの⼿ࢶ 

推進 ⾒直し 
推進 

̪̥̪活⽤の推進 

ٛਁૄサイトリニューアルٜ 
検౾ 作成 

運⽤ 
推進 

推進 

パブリックコϟント 

地域࠴会の組みրવ 

出࠴ߪ 

地域⼒向促進交ۜ 

ٛয財バンク制度ٜ
構 

運⽤ 

ٛ住⺠条例ٜ
定 

運⽤ 

推進 

推進 

推進 

推進 

推進 

推進 

推進 

ٛ広報のあり⽅ٜ 
検౾ 

実施 
推進 

⽅針݀定 
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第６章 みんなで協⼒し、みんなの⼒を育むまち（実現⼿段） 

3．⼈ਥ・੬⼥共参画・⼥性活躍               
 

するٽ福を௧߀は、「すべての⼈ʓが⽣ໍと⾃༟を確保し、それͩれのݘ⼈・
ཤで、⽣まれながらに持っていݘཤ」あるいは「⼈ؔが⼈ؔらしく⽣きるݘ
るݘཤ」であって、ͫれにとってもなもの、ೖの思いやりの⼼によっ
て守られなけれͻならないものであり、町⺠が⼈ݘを護る町を⽬指していま
す。⼈も、⼦どもも「ໍをにすること」、「みΞなとྒྷくすること」
ができています。 

ʀ誰もがまちづくりの活ಊにࢂժする機会が確保されるとともに、ঃが住み
କけたくなるようなٍき活༄できるڧが整っています。 

 
 

˕⼈権題における対策事業を進め、各種ܔ発活ಊのۅ的な推進とै実を図
ります。 

˕松⽥町男⼥共同参画プランに基づき、ݺ⼈としてのଜݭと⼈権がगられ、社
会のあらΑる分野で⾃ހの持つ能⼒が発ضできる社会を⽬指し、政策実現を
進めます。 

˕松⽥町⼥性活躍総合戦略に基づき、৮住商ۛંで⼥性がम業や⼦育てをしや
すい環境、安⼼・安全でྒྷな⽣活がૻれる環境を整える施策を推進します。 

 
˕⼈権題についての૮૯のै実として、特設⼈権૮や寄への⼈権૮

出のほか、⼈権教育ݜर会などを࠷しています。現ࡑ、町内には⼈権༶
護җҽ（期 3 年）が 5 ໌ໍされていますが、⼈権という特च性もあり、
後のҗҽがなかなか݀まらないことが課題となっています。 

˕⼈権題についての対策事業として、ܔ発のためのパϋル展など各種ܔ発活
ಊを⾏っており、今後もۅ的な推進とै実を図っていく必要があります。 

˕男⼥共同参画社会の実現に向けた「男⼥共同参画プラン」と⼥性が輝き活躍
する社会づくりに特化した「⼥性活躍総合戦略」の２つの計画（2018〜2022
年度の 5 か年計画）を策定しました。今後は、各事業のՃ・点検をどのよ
うに実施していくかを検౾し、⽬標達成にܪがるように取り組んでいく必要
があります。 

˕⼦育て代の⼥性が社会参画できる環境整備には、町⺠が⼦育てについて理
մとࣟをめ、Պఋ、保育や幼児教育の場、学校、事業者、⾏政ؽ関など
が૮ޕ協⼒していくことがՆܿなことから、2019 年度に策定する「第 2
次松⽥町⼦ども・⼦育てࢩԋ事業計画」における取組の推進も期ଶされてい
ます。 

  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

実現しञい
まちの来 
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第６章 みんなで協⼒し、みんなの⼒を育むまち（実現⼿段） 

 
ඨ⽬ 2018 年 2022 年

地⽅⾃治১に基づく審議会等における
⼥性の登⽤૨ 1���� �0�0� 

地⽅⾃治১に基づく৩会等における
⼥性の登⽤૨ 1��8� �0�0� 

 
 

 
⺠等の૽સ ・যਥཕ૧৩の૽સの理ੰと⽀援

⾏の૽સ ・যਥཕ૧৩の活動षの⽀援、協⼒ 
・যਥਖに対घる૾யを的確にཔし、情報を発信

  

⽬標標 

協働の取組 
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第６章 みんなで協⼒し、みんなの⼒を育むまち（実現⼿段） 

ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 現யにૢगたযਥਖに対ૢできるようよう、ৼ৩のੴの充実
をりまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

⼈ਥৼ談ษઠの充実  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 ⺠がযਥについてਫしく理ੰし、⾏動がとれるよう啓発活動を進
ीまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

⼈ਥཟ発講会の৫ಈ  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 のர審議会において、⼥性のா的な参画を促進し、の策・
⽅ଉに⼥性のଢをよりくખさせまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ଟ৮会にउける⼥性の
ః⽤യ進  

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

  

施策① ⼈ਥਖৌ策হ業の実施

施策② ரཟ発活動の推進

実施・推進
事業の実施・推進 

事業実施 
事業実施 

施策③ ষにउける意思ৠ定への⼥性の参画

推進 
点検Ճ 

事業の推進、Ճ・点検 

中間年 
⾒直し 

次期計画 
策定 
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第６章 みんなで協⼒し、みんなの⼒を育むまち（実現⼿段） 

 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

ঢ়બਃঢ়や⺠と連携しながら、松⽥男⼥共参画プラン・松⽥
⼥性活躍়ਅറの計画を実⾏していくとともに、जの௬・検
を⾏うऒとで男⼥共参画社会の実現と⼥性にとढて住みやघい環
境づくりを⽬指していきまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

੬⼥がৌ等なয়場で社
会に参画できる環境の
整備 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

⼥性がき活躍できる
まちづくりの推進  

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

  

施策④ 社会環境整備のയ進

推進 
点検Ճ 

⼥性活躍総合戦略の推進、Ճ・点検 

中間年 
⾒直し 

次期計画 
策定 

推進 
点検Ճ 

男⼥共同参画プランの推進、Ճ・点検 

中間年 
⾒直し 次期計画 

策定 
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第６章 みんなで協⼒し、みんなの⼒を育むまち（実現⼿段） 

4．ষઈ                         
 

・まちづくりの専⾨Պとして、また、地域にرりశうϏʖφψʖとして৶བさ
れる⾏政組৭が確⽴されています。 

づく、まちづくりがఴされた結果、町⺠とಋじ๏خຌড়ྭのཀྵ೨にخ࣑⾃・
向を向いた施策に取り組み、ް果ްི的な⾏政ܨӨが⾏われています。 

 
 

˕社会経済のಊ向や地⽅分権のさらなる進展、町⺠意ࣟの多様化といった⾏政
を取りתく環境のร化に着実・ौೊに対Ԣし、,C7 等の活⽤によるްི化を
ۅ的に進めるなど、町⺠の要にԢえる⼈ࡒ育成と新たな⾏財政運営を経
営的なࢻ点で推進します。 

˕⾃治基本条例に基づき、オール松⽥でஎܛを出し、協働でまちづくりを促進
するために、情報共有の推進に取り組み、多様で的֮な質の⾼いサーϑスの
ڛを実施します。 

 
˕⾏政րַの推進に向けて、2014 年 10 ⽉に実施した組৭ր編を継続して実施

しているほか、నਜ਼な৮ҽࡀ⽤や৮ҽ管理を⾏っていますが、重要課題等の
事ແがଁ加しており、組৭体の現状のѴや検ৄを実施していく必要があ
ります。 

˕各課૯事ແのマニュアル化を促進し、町⺠サーϑスのఁ下をডかないよう
取り組んでいます。また、来庁者アンケートを実施し、݃果をワーΫンググ
ループにおいて検౾分ੵすることで、৮ҽのં۲に対する意ࣟ向を図って
います。さらに、庁 10 年⽬を⽬に計画的なݜरをणߪできるような৮
ҽݜर計画を策定中であり、今後の⼈事Ճをめ、⼈ࡒ育成基本⽅針とし
て策定していく必要があります。 

˕庁⽤ऄについては、経費ݰࡡをめてリースによるްི的なߍ新を⾏ってい
ます。今後は運⾏管理のマニュアル化が課題となってきます。 

˕広報・広活ಊについては、広報ࢶの⽂࣊サイθの֨⼤や記事のݭમなどに
よりಣんでもらえるࢶづくりに取り組んでいます。また、ϙームϘージも
⾏政・イϗント情報をਟଐに掲ࡎするとともに、常࣎意⾒をणけけるϓΧ
ーマットを整備したほか、̪̥̪の活⽤による情報発৶も⾏っています。今
後はϙームϘージのԀལ਼や̪̥̪のϓΧロワー਼の֨⼤が課題となって
います。 

 
  

基ম⽬標 

現૾とୖ 

実現しञい
まちの来 
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第６章 みんなで協⼒し、みんなの⼒を育むまち（実現⼿段） 

 
ඨ⽬ 2018 年 2022 年

ームঌー४アクセス੯ਯ（年間） 2���88� ੯ �00�000 ੯
地域座会やল前講座等षの参加者ਯ
（年間） 1�� য �00 য 

 
 

 
⺠等の૽સ ・地域情報の
⾏の૽સ ・広報等षのൕൗ

  

⽬標標 

協働の取組 
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第６章 みんなで協⼒し、みんなの⼒を育むまち（実現⼿段） 

ʴ実⾏計画ʵ 
 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 事ਜ、業ਜにঢ়घるୖの共有、整理等を実施し効૨的な⾏活動
を⾏いまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

率的な仕হの進ी⽅
のো  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

組௶体のৄઉし  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

定৩ిਫ化の推進  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

৩ଢ଼ఊ計画の実施  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

৩மアンॣートの
実施  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ૂ⽤のಌ新  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

⺠やの活動をわかりやघくおੴらせघる広報・ਁૄサイトづ
くりを推進し、化घる⺠の⽣活やニー६に対ૢघる広報活動の
充実をりまघ؛特に、జਟの⼀⽅通⾏の広報から、൨⽅向性（広ല・
参加・発信）の広報・広ല体制を確⽴しまघ؛ 

また、⺠をमगीとघるرな主体が、ா的に松⽥の広報活
動に参加できる環境をつくり、効果効૨的な周ੴに取り組みまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ੲਾ共થの推進 
（ગൕ） 

⺠ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

施策① ষの推進 

施策② ઁਾ・ઁല活動の充実

継続 
PDCA サイクルの検ৄ継続 

整理 
事ແ事業、業ແ、事ແ分ঢの整理 

整理 
組৭体、事ແ分ঢの整理 

整理 
必ਤ、意のߴ⽬整理、णߪ者整理 

継続 
PDCA サイクルにより継続 

検౾ 
 ౾における必要性及び調達⽅๑の検࣎新ߍ

推進 
会٠の公 

̪̥̪活⽤の推進 

ٛਁૄサイトリニューアルٜ
検౾ 作成 運⽤ 

推進 

ٛ広報のり⽅ٜ
検౾ 

実施 

推進 

実施 
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5．ଃઈ                         
 

・町⾏政にଲする町⺠のいཀྵմのもと、社会ࡃܨのรԿにौೊにଲ応で
き、࣏代のઈが果たせる持କՆで安ఈ的なࡔ政خ൭がߑされ、
健સなࡔ政ӣӨが⾏われています。 

・町੭や࢘༽ྋ等のޮ的なෝ୴の関⼼、қࣟが⾼まり、町⺠がणӻや
⼒に応じたనਜ਼な町⺠ෝ୴をしています。 

 
 

では、੭意ࣟや環境の利ส性をࡂ、を⾒ੀえڻ少社会のӪݰ⼈˕
⾼めて、੭等のफི向を図るとともに、੭फのۅ的な֮保を推進
し、ࡂ出では公共施設等の計画的なߍ新を踏まえた重点的・ްི的な費⽤
ഓ分をనٕ、きめࡋかく⾒直すことで、将来にわたる持続Ն能な⾏政経営を
⾏い、健全な財政運営をң持します。 

˕中ௗ期的な財政⾒通しやઇ⽬ごとの財ແ状ڱをわかりやすく公නし、町⺠の
理մと協⼒をಚながら、各種事業を進めます。 

 
˕੭ۜの଼者に対しては財産調査を実施し、必要にԢͣて༮ۜ、ڇ与、年ۜ

及び⽣ໍ保ݧのࠫԣえを⾏うとともに、ಊ産公ജ、ಊ産のインνーϋット
公ജを実施しています。今後も引き続きफིの向に向けて、నਜ਼な଼
処分を⾏うとともに、2019 年度からはコンϑニをし、੭しやす
い環境整備にも取り組んでいきます。 

˕定住・Ң住施策により⼈ݰをཊできているものの、今後の⼈ݰ少社会
においては、町有地等の利活⽤の促進による財源の֮保やるさと੭等の
町੭फによるۅ的なࡂ֮保に取り組んでいく必要があります。 

˕⾃ಊജؽの設置については、࢘⽤ྋはもとより加Ճ的な要ોを加ັし
たものにできるよう⾒直しを⾏っていく必要があります。 

˕財ແ状ڱの公නについては、๑ྫに基づいた財政状ڱの公නや町広報ࢿによ
る༩ࢋ݀・ࢋの記事により周எを図っています。今後は、⾃治基本条例の理
೨も踏まえて、⾒直しを図る必要があります。 

˕公共施設ң持管理事業については、総合計画の策定と連携、調整を図りなが
ら取り組んでいく必要があります。 

 
ඨ⽬ 2018 年 2022 年

ઘઽವ૨ �����٫ ���0٫
経ଞઽ⽀ૻ૨ 
ˠஏ๏࣑ࣙରࡔஆྙΝࣖͤࢨඬɽࡂड़͑ͬ
ਕ݇ඇɼිঁඇɼޮ࠶ඇܨద͵ܨඇͶௌ੭ɼ
ஏ๏ި੭ΝৼͳͤΖܨద͵Ҳൢݱࡔफ͗
ै͠ΗΖׄɽఁ͏Άʹஆྙʤࣙ༟ౕʥ͍͗Ζɽ 
�2016 ೧ౕʁસࣇྪࠅରฑۋ 88�6ˍ�

88�8٫ 
（201� 年度
ৠベース） 

৸বథ๚団体
க 

（2021 年度
ৠベース）

基ম⽬標 

現૾とୖ 

⽬標標 

実現しञい
まちの来 
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財基⾦ଋ⾼ 
ˠ೧ౕؔݱࡔଏͶඍ͓ΖͪΌɼ݀ࢋ༪ۜ͵ʹ
ΝΊཱིͱɼ͗ݱࡔଏͤΖ೧ౕͶ༽ͤΖద
ໝوࡔはඬ६ۜخࡔɽҲൢదͶɼۜخ 10ˍ
ఖౕ͗నਜ਼ͳ͠Ηͱ͏Ζɽ

��0٫ 
（201� 年度
ৠベース） 

10�0٫ 
（2021 年度
ৠベース）

 
 

⺠等の૽સ ・施設の有効活⽤、ਭஇ者૿
⾏の૽સ ・情報、啓発活動

  
協働の取組 
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ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

財産৹ਪにより、⾦、ஔଖ、年⾦ल⽣୵保૫の୷इ、また、
ਂ動産ਁਲ਼、動産のインターॿットਁਲ਼なनのವ処ীを⾏いまघ؛
201� 年度からम、コンঅニವ付を導োしವઘ環境の整備をりまघ؛

また、利⽤な有地、住宅地、寄ڭ地等の利活⽤を推進
し、住・定住を促進घるऒとによる財源の確保とともに、ふるさと
ವઘ等のઘਗઽোによるா的なୃো確保に向け、বの動向にିଳ
しつつ、取り組んでいきまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ઽವ率の向上と体の
ਘ化  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ઞ⽤મ等のৄઉしのਫ਼
ୈ  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

町થ地等のਹ活⽤のയ
進（ગൕ） 

事業者 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

町ઘਗઽো等のா的
なୃোન৳  

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
⺠と⾏がの財ਜ૾யについて共通認をीるたी、⾃治基

本条例の理を౷まइて、⺠षのわかりやघさというଳਡで財ਜ૾
யのਁ内ઍ・⽅১をৄઉし、財運の信性を⾼ीまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ଃਜ૾யのਁ  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

  

施策① ଃ源のન৳ 

施策② ଃਜ૾யのਁと町⺠の৶ੰയ進

継続 
るさと੭度への取組 

継続 
財ແ状ڱ公න⽅๑の⾒直し・公න・検ৄ 

継続 
फིの向と体の強化 

利⽤ྋ検౾ 
状ڱѴ、情報फॄ 利⽤ྋ検౾ 

継続 
調査・ڂݜ・検౾・実施 

町੭फ等の調査・ڂݜ・度実施 
継続 
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⽅ଉ・⽬標 ใ存施設の現૾をཔ、లਟのৄ通しにより⻑ํ୵化、ಌ新、統ఀ
়の検討を⾏いまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ਁ共施ਝ持ଵ৶হ業  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

  

施策③ ਁ共施ਝの計画的なଵ৶

利⽤ྋ検౾ 
現状Ѵ ⽅針݀定 
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�．ઁ域ষ・বઐ                    
 

ް・となり、ް果ݽک体ؔの連携は、より࣑⾃・あしがら地域におけるݟ・
ི的な取組の推進によって、町⺠γʖϑηや地域のຳ⼒が向しています。
さらに、ࢠຕ町をはじめとしたݏ域にݸらないԗ๏の⾃࣑体とも、施策・ࣆ
 。におけるたな連携が進Ξでいますۂ

・���� ౨ښΨϨϱϒρέ等をܘ機にࠅ⼈の来町者がଁՅし、「おもてなし」
するڧが充実しています。そして、ࡏࠅ社会で活༄するήϫʖώϩな⼈ࡒ
の育成が進Ξでいます。 

 
 

しつつ、構しࢻ町ଞ合ญから広域連携の強化にシϓトした国のಊ向をࢤ˕
てきた連携のң持・強化に向けた施策や、活性化に資する地⽅創⽣プロジェ
クト（広域）などを推進します。また、新たな組みでの広域連携もۅ的
に取り組みます。 

˕国際交流はグローバル⼈ࡒの育成を進めるとともに、広域で連携した体
（組৭）をཱི֮し、持続Ն能な組みづくりに取り組みます。 

 
˕広域⾏政の推進に向けて、県部やଏณ地域、１３ࢤ町（ਉ野ࢤ、中Ҭ町、

⼤Ҭ町、松⽥町�の地域連携のほか、̢̪̰ͦ߀、ݏリーグ等の県をޏぐ連
携などにもۅ的に取り組んでいます。スケールϟリットを活かし、૮ޕに
化する⾏政ニーθにࡸやόΤύΤの共有ができており、多様化・能ึؽ
対Ԣしています。今後は、⼈ݰ少がඈけられない中で、ߍに広域での݃び
つきを強化していく必要があります。 

˕ଏณ地ۢ１５ࢤ町でのごみ処理広域化にܐる検౾が࠸されています。施
設のॄ༁化による⾏政コストݰࡡの期実現を⽬指していく必要がありま
す。 

˕広域ৄ明発⾏サーϑス事業の整備・サーϑスڛについては、コンϑニ交
が推ওされる中で、参加ࢤ町の֨⼤は⾒ࠒめない状ڱです。今後もଠࢤ町ଞ
のಊ向を⾒ながら、マイナンバーΩードの及を進めるとともに、コンϑニ
交等の利ส性の⾼いサーϑスについて体づくりを⾏い、サーϑスڛを
࢟する必要があります。 

˕未බրવを⼤きなテーマとして、県地域活性化プロジェクトを協同で推進
しています。今後は、各⾃治体が取り組む事業やڎ点がߍに有ؽ的に݃びつ
くことで、⼤きな成果がڏげられるよう連携して取り組む必要があります。
また、国・県との連携強化に向けて、町や地域の課題、要੧についての要
活ಊを継続的に実施していく必要があります。 

ຕ町である横ࣵ光町とは、産業まつりやスポーツ交流をຘ年度実施し、交ࢠ˕
流をめていますが、事業がマンϋリ化しており、住⺠同࢞ののࠞ交流等

基ম⽬標 

現૾とୖ 

実現しञい
まちの来 
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に݃びいてないことが課題となっています。 
˕国際交流事業については、運営・推進していくための組৭（体）設ཱིに向

け、国際交流マϋジャー及び国際交流コーυィϋーνーをҗにより設置し、
の育成を⾏っています。また、国際交流Ϛランティアとして༁ࡒ⼈ 30 ໌が
ౌしห強会等を⾏っていますが、組৭設ཱིに向けた具体的な検౾が今後の
課題となっています。 

˕町の観光イϗントにธ࠴܋間Ϋャンプや౨ք⼤学（ཻ学⽣）から国⼈を
ডଶし、国際交流Ϛランティアを中⼼にツアー形ࣞにてҌ内を⾏っています。
特にธ࠴܋間Ϋャンプとは交流をめており、2017 年度からは町のঘ中
学⽣とธ࠴܋間ΫャンプϤースセンνーの⼦どもたちとの交流も࢟し
ています。 

˕2017 年度には国⼈観光ٮ向けの町ϙームϘージを作成していますが、運
⽤⽅๑や費⽤については今後の課題となっています。 

 
ඨ⽬ 2018 年 2022 年

新ૠの広域連携⾃治体ਯْྸ計ٓ ٕ � 
ਗবযਟ者ਯ（本イベント等） 200 য �00 য
ব交ボランティア登ஈ者ਯ �0 য �0 য

 
 

⺠等の૽સ 
・ব交事業（インバウンド）षの協⼒ 
・ব交事業（য౫育成・交事業）षのா的な参

加

⾏の૽સ ・事業費૿ 
・事業⽀援

  

⽬標標 

協働の取組 
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ʴ実⾏計画ʵ 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

ঢ়બ੨との連携と協৹をりつつ、場事ਜやૺආ等の広域交
付体制を整備し、事業実施を進ीる⼀⽅、コンঅニઽವ・コンঅニ交
付サーঅスを開し、⺠の⾏サーঅス利⽤時の利性を向上して
いきまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ઁ域連携のਘ化による
組௶づくりや施策হ
業の推進 

ঢ়બ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

場হਜのઁ域化 ঢ়બ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

⾜෧上地યओみ૪৶施
ਝ整備 

ଌ෧上地ય
 ڱڭ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ઁ域発ষ१ーঅ५
হ業のಲ続・コンঅニ
等१ーঅ५ 

ঢ়બ 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 
ব・とのഡな連携を保ち、特にਏな事業等の実施や⽀援につ

いてम、ঢ়連घる情報を的確かつဌசにઽૐघるとともに、広域的な
連携も活⽤したா的なਏ活動を展開しまघ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ர施策の実現に向け
ञਫ・ਏ等の実施 

ঢ়બ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ਧ地域の活性化 
 

ঢ়બ 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

  

施策① ઁ域ষの推進 

施策② ব・との連携ਘ化

継続 
あしがらローΩルブランυィング 

協٠・推進 
協٠・推進 

継続実施 
 事業継続実施・⽤ڛ

継続実施 
継続実施 コンϑニफ

・コンϑニ
交サーϑ

ス࢟ 

新ࡊ場 
 ࢟⽤ڛ

⽣活環境
Ճ 

 

要・
Ҍ・協٠ 

要・Ҍ・協٠ 

継続 
県地域活性化プロジェクト推進事業 

継続実施 
広域ৄ明発⾏サーϑス事業の継続実施 

ごみ処理 
広域化実施
計画策定 

施設整備基本計画 施設ݒ設 
運営事業者

મ定 
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⽅ଉ・⽬標 

200� 年にीてྲྀཊのೇ৺をんट୴૯൫光と、教育・⽂
化・スポーॶ・産業等の交事業を、住⺠ベースで推進घるऒともଳ
に、ഓ的にीていきまघ؛また、経済ベースの交の可能性に
ついても検討していきまघ؛

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

ྲྀཊ町ઐহ業の推進 
⺠ 

ྲྀཊ 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

⽅ଉ・⽬標 

2020 年に開ಈされるূオリンআック・パラリンআック等をీਃ
に、増加ൊ向にある௰ਗবযをਭけোれる環境を、観光のஷ௪にબ
る取組と連動して整備しまघ؛また、ਗবয等との交やব⽂
化なनを学वਃ会を設け、グローバル社会で活躍घるয౫を育成しま
घ؛ 

取組 実施主体 プログラム
201� 2020 2021 ع�202 2022

বઐহ業の推進 ⺠等 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

施策③ ྲྀཊ町ઐহ業 

継続 
産業まつり交流の推進 

継続 
スポーツ交流の推進 

施策④ বઐহ業 

継続 
 育成ࡒ⼈

継続 
インバΤンド対Ԣ 

 ⼈国
対Ԣ施設 

整備 
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第１章 松⽥地域アクションプラン 

１．松⽥地域の現૾とୖ 

（１）地域のய 
松⽥地域は本町のೈ部に位置しており、

街地の中⼼に位置しており、松⽥駅や新ࢤ
松⽥駅を中⼼に本町の中⼼的なࢤ街地と
周辺の住宅地で形成された地域とその
ଈには松⽥⼭の⾃然環境豊かなྗٲ地が
広がる地域です。は 1083.1KD で、町域
の 28.7�をઐめています。 

街地は、町役場をはͣめとする公共公ࢤ
ӻ施設や医療施設、商業・業ແ施設がॄ
するなど、町⺠⽣活の中⼼的な役割を果た
す地域となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
本地域の⼈は 2015 年で 9�352 ⼈ と、町全体の༁ 80�をઐめています。1995 年からの推Ң

を⾒ると、1�240 のݰ⼈ 11.7�のݰ少となります。ଵ਼は 2015 年で 3�933 ଵと、ଁ加ܑ向に
あります。1 ଵたりの⼈ҽは年々ݰ少しており、2015 年で 2.4 ⼈�ଵとなっています。 
■松田地域の人ཱྀ・ୡᖏの推⛣ 

 

10,592 10,510 10,039 9,510 9,352

3,499 3,684 3,774 3,796 3,933

3.0 2.9 2.7 2.5 2.4

0.0

2.0

4.0

6.0

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

1995ᖺ 2000ᖺ 2005ᖺ 2010ᖺ 2015ᖺ

䠄ே䞉ୡᖏ䠅

ேཱྀ ୡᖏ 1ୡᖏᙜ䛯䜚ேဨ

䠄ே/ୡᖏ䠅

松⽥地域 

■地域༊ศᅗ 
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（２）地域住⺠の意向 

①住みやすさ（松⽥地域） 
松⽥地域においては、72.6ˍが「とても住みよい」「どちらかとݶえͻ住みよい」とյしてお

り、住みやすい理༟は、豊かな⾃然環境と交通のส利さがあげられます。 
⼀⽅で住みにくい理༟は、町内でのഛい物やスーパー等のଏなど、⽇常⽣活のสさがあげ

られます。 
 

■松田地域のఫみࡸすさ 

 
 
 
 
 
 

■松田地域のఫみࡼい⌮⏤           ■松田地域のఫみにくい⌮⏤ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②⼒をোれるसきまちづくりの（松⽥地域） 
⼒をれるべきまちづくりの柱について、

松⽥地域では、「ࢤ基盤・⽣活環境の整備」
が 37.0ˍと࠹も多く、ྒྷなࢤ街地や住宅
地の形成が求められています。 
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２．松⽥地域のまちづくりの⽅向性と取組 

（１）まちづくりの⽅向性 
松⽥地域においては、まちの将来像「いのち“育み” 未来へ“ツナグ” 進化“つづける”故郷」を実

現するため、住みよさの資源である交通の利ส性や豊かな⾃然環境を活かした魅⼒づくりに取り
組みます。「新松⽥駅・松⽥駅周辺のまちづくりプロジェクト」「地域資源のブランド化プロジェ
クト」に位置づけた取組に重点的に取り組むとともに、そのଠの取組とも連携しながら、松⽥地
域の魅⼒づくりに取り組みます。 
 

■松田地域のᙺとまちづくりの᪉向性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■取組の⨨づࡅ 

ਜ਼઼づけ 体的な取組

新松⽥駅・松
⽥駅周辺のま
ちづくりプロ
ジェクト 

・新松⽥駅南⼝駅前広場等整備事業
・新松⽥駅北⼝周辺整備事業 
・おもてなし・お休み処「つむ GO」の利活⽤ 
・駅前からの交通案内等の充実 
・⺠間住宅の建設促進、良好な住宅宅地開発の誘導 
・路線バスの運⾏維持対策の推進 
・新松⽥駅前等の基盤整備事業に伴う商店街の活性化についての⽀援 
・商⼯会、地元商店街と連携した消費拡⼤の促進 
・店舗リノベーション⽀援補助制度の活⽤促進

地域資源の 
ブランド化 
プロジェクト 

・松⽥⼭の利活⽤の推進
・松⽥⼭ハーブガーデン活⽤促進 
・コスモス館による地元農産物の消費拡⼤の⽀援

जの 

・ৣ事業の推進とம続促進
・ハイय़ングコース・ฉ歩の整備・維持ఊሂ 
・ふるさとள活⽤促進 
・⾃然館の利⽤促進 
・⼦नもの館の利⽤促進 
・パーク०ルフ場活⽤促進

  

まちの将来像を実現するञीの松⽥地域の役割 
 まちの将来像 

－笑顔あふれる幸せのまち 松⽥－

松⽥地域の役割 
 

 

新松⽥駅・松⽥駅周辺
のまちづくり 
プロジェクト 

地域資源の 
ブランド化 

プロジェクト 
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（２）取組⽅ଉ 

ͤኴᏐ㸻まちづくり戦略プロジェクトに⨨づࡅられた取組 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

松⽥駅・新松⽥駅周辺の商業॰ーン 
・新松田駅๓➼の基┙ᩚഛᴗにకၟ࠺ᗑ⾤の

活性化についてのᨭ 

・ၟ ᕤ会、地ඖၟᗑ⾤と連ᦠしたᾘ㈝ᣑのಁ進

・ᗑ⯒ࣜ࣋ࣀーࢩョンᨭ⿵ຓไᗘの活用ಁ進 

住୧॰ーン・ള合॰ーン 
・Ẹ㛫ఫᏯのᘓタಁ進、ⰋዲなఫᏯᏯ地開発

のㄏᑟ 

・㊰⥺ࢫࣂの㐠⾜⥔持ᑐ⟇の推進 

࣭ୗỈ㐨ᴗࡢ᥎㐍᥋⥆ಁ㐍 

松⽥周辺 
・松田ᒣの活用の推進 

・松田ᒣࣁーブ࢞ーࢹン活用ಁ進 
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ঃーク०ঝই場 
ሙࣇࣝࢦࢡ࣮ࣃ࣭

ά⏝ಁ㐍 

松⽥駅・新松⽥駅周辺 
・新松田駅༡ཱྀ駅๓ᗈ場➼ᩚഛᴗ 

・新松田駅ཱྀ周辺ᩚഛᴗ 

・おもてなし・おఇみฎ「つࡴ G2」の

活用 

・駅๓らの㏻ෆ➼の実 

⏕࣭ά⎔ቃࡿࡏࡉୖྥࢆṌ⾜✵㛫ࡢ☜ಖ

コ५ঔ५ை 
・コࢫࣔࢫ㤋にࡼる地ඖ㎰

⏘≀のᾘ㈝ᣑのᨭ 
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第２章 寄地域アクションプラン 

１．ఞ地域の現૾とୖ 

（１）地域のய 
寄地域は、本町の部に位置しており、

୰ୖ⼭系の⼭々と点ࡑするॄཚから成る
地域です。は 2691.4KD で、町域の 
71.3�をઐめています。ॄཚには⾃然景観
と調したཚち着いた街ดみが形成され
ています。また、寄ロΤバイ園や寄ࣥつ
ドッグランなどの観光資源とともに、中
川Ԍいのด⽊やணീによるඔしい景観
を有しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
本地域の⼈は 2015 年で 2�119 ⼈と、町全体の༁ 20�をઐめています。⼈ݰ少が続いてお

り、1995 年からの推Ңを⾒ると、656 のݰ⼈ 23.6�のݰ少となっており、࠹もݰ少ིが⼤きい地
域となっています。ଵ਼は、2015 年で 887 ଵとなっており、ଁ加ܑ向を⽰しています。1 
ଵたりの⼈ҽはݰ少ܑ向を⽰しており、2015 年で 2.4 ⼈�ଵとなっています。 
■ᐤ地域の人ཱྀ・ୡᖏの推⛣ 
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（２）地域住⺠の意向 

①住みやすさ（ఞ地域） 
寄地域においては、46.9ˍが「とても住みよい」「どちらかとݶえͻ住みよい」とյしており、

「住みにくい」「どちらかとݶえͻ住みにくい」は 49.4ˍと住みにくい意向が⾼くなっています。 
住みやすい理༟は、豊かな⾃然環境とۛ所づきあいがあげられ、⼀⽅で住みにくい理༟は、交

通のสさや⽇常⽣活のสさがあげられます。 
 

■ᐤ地域のఫみࡸすさ 

 
 
 
 
 
 

■ᐤ地域のఫみࡼい⌮⏤           ■ᐤ地域のఫみにくい⌮⏤ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②⼒をোれるसきまちづくりの（ఞ地域） 
⼒をれるべきまちづくりの柱について、

寄地域では、「ࢤ基盤・⽣活環境の整備」
が 25.6ˍと࠹も多いほか、「健康・福祉の推
進」や「⾃然・景観の保全や活⽤」など、松
⽥地域とർֳしてյ割合が多くなってい
ます。 
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２．ఞ地域のまちづくりの⽅向性と取組 

（１）まちづくりの⽅向性 
寄地域においては、まちの将来像「いのち“育み” 未来へ“ツナグ” 進化“つづける”故郷」を実現

するため、住みよさの資源である豊かな⾃然環境や地域の交流を活かした魅⼒づくりに取り組み
ます。「地域資源のブランド化プロジェクト」に位置づけた取組に重点的に取り組むとともに、そ
のଠの取組とも連携しながら、寄地域の魅⼒づくりに取り組みます。 
 

■ᐤ地域のᙺとまちづくりの᪉向性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■取組の⨨づࡅ 

ਜ਼઼づけ 体的な取組

地域資源の 
ブランド化 
プロジェクト 

・寄七つ星ドッグラン＆カフェ（ふれあい農林体験施設）の活⽤推進
・農泊の推進 
・寄ロウバイ園・ロウバイまつりの活⽤推進 
・⽊質バイオマス資源षの林間ᅇ౫の活⽤促進

जの ・ハイय़ングコース・ฉ歩の整備・維持ఊሂ
・⽣活ൾ処理施設整備事業の推進

  

まちの将来像を実現するञीのఞ地域の役割 
 まちの将来像 

－笑顔あふれる幸せのまち 松⽥－

ఞ地域の役割 
 

 

地域資源の
ブランド化 

プロジェクト
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（２）取組⽅ଉ 

ͤኴᏐ㸻まちづくり戦略プロジェクトに⨨づࡅられた取組 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ఞつయドॵグラン٭ढ़ইェ 
・ᐤつᫍドࢢࢵラン㸤ࣇ࢝

ェ（ࡩれ࠶い㎰ᯘయ㦂タ）

の活用推進 

ఞロक़ংॖୱ 
・ᐤロࣂ࢘イᅬ・ロࣂ࢘イま

つりの活用推進 

 

৳全॰ーン 
・ᮌ㉁ࣂイࢫ࣐࢜資源への

᳃ᯘ㛫ఆᮦの活用ಁ進 

㐟Ṍ㐨࣭ࢫ࣮ࢥࢢࣥ࢟ࣁ࣭

 ⧋ഛ࣭⥔ᣢಟᩚࡢ

ྦྷਗ住॰ーン 
・㎰Ἡの推進 

࣭⏕άỈฎ⌮タ

ᩚഛᴗࡢ᥎㐍 
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第４編 計画の推進 
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第１章 進⾏管理の考え⽅ 
 
「松⽥町第６次総合計画」を計画的に推進していくためには、8 年後のϑジョンを明֮にし、計

画期間４年間のアクションプログラムに掲げる施策にしっかりと取り組んだで、その݃果につ
いて検ৄし、計画期間８年間の基本構想・基本計画に掲げる⽬標・⽅針が達成されるよう、ઊえ
ͥरਜ਼やրવを⾏っていく必要があります。また、計画の進捗にあたっては、町⺠へのઈ明
が果たͦるよう取組の進捗状ڱを明らかにしていく必要があります。 

そのため、アクションプログラムは、⽬標・⽅針の実現化に向けた実⾏計画としての役割もあ
ることから、今後、本計画の進⾏管理として、PDCA サイクルをし、本計画（P/A1）に基
づく施策・事業の実施（D2）、取組の進捗状ڱや⽬標指標の達成状ڱ等についてはຘ年度Ճ・
検ৄ（C+(C.）を⾏い、必要にԢͣて４年ごとに計画へのൕӫ・⾒直し（AC7）を⾏います。 

また、松⽥町⾃治基本条例に掲げるまちづくりの基本原則である「情報共有」、「参加」、「協働・
連携協⼒」の考え⽅に基づき、PDCA サイクルの各段で町⺠が参画できる組みを取りれな
がら、町⺠と⾏政が⼀体となった計画推進を図ります。 

 ˛3'&$ γクϩと町とのؖわりのϟʖジ 
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             Ხ年後              8 年後 
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